
部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層小ブロックを多量に含む。
3 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

P2

1 10YR3/4 暗褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に、炭化物粒･焼土粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
4 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜の黒褐色シルトブロックを少量含む。

P3
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に、焼土粒を微量に含む。
2 10YR4/4 褐色 シルト Ⅳ層ブロックを含む。灰褐色シルトを微量に含む。
3 10YR2/2 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不整円形 54×48 33
P2 楕円形 (54)×39 54
P3 楕円形 33×30 36

部位 層位 土色 土性 備考

カマド袖
8 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 北袖壁に灰褐色シルト斑を多量に含む。灰を含む。
9 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

掘り方

10a 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
10a 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロック･黒褐色･灰白色シルトブロックを多量に含む。
11 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

12a 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜の褐灰色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
12b 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、褐灰色シルトを互層状に含む。

SI101　施設堆積土註記表

SI101　施設観察表

SI101　堆積土註記表(2)
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SI102　竪穴住居跡(第144図)
【位置･確認】　17街区中央、X-7･8グリッドに位置する。住居北半2/3は、撹乱により失われている。

【重複】　SI103と重複関係にあり、これより新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北132㎝、東西405㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定され

る。

【方向】　南壁基準でN-76°-Wである。

【堆積土】　大別9層、細別14層に分層された。1 ～ 5層は住居堆積土で、暗褐色シルト･黒褐色粘土質シルトを主体

とする層が多く、焼土粒･炭化物粒を含む。6層は、周溝堆積土である。7 ～ 9層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　直線的に外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大12㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦で、中央がわずかに高くなる。7･8層上面を床面としている。

【柱穴】　検出していない。

【周溝】　検出した範囲においては、壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅9 ～ 18㎝、深さ11

～ 14㎝を測る。

【カマド】　検出していない。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面に掘り込まれる。深さは、2 ～ 18㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏1点、瓦1点を掲載した(第144図)。

　土師器坏は、床面直上からの出土である。平底の底部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と底部の

境は、外面に段を持つ。調整は、口縁部外面ヨコナデ、底部ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施され、内面は黒色処理

される。

　瓦は、住居堆積土から出土した丸瓦である。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器坏( 1)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられる。本書の時期

区分では、5bⅱ期(8世紀前葉)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示している。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5mm程度)・焼土粒･炭化物粒を少量含む

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5mm程度)を少量･焼土粒･炭化物粒を微量含む

3a 10YR3/4 暗褐色 シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5～10mm程度)を少量、焼土粒を微量含む

3b 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(10～30mm程度)を少量、炭化物粒を微量含む

4a 10YR3/2 黒褐色 シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5～20mm程度)を少量含む

4b 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5mm程度)を少量、炭化物粒を微量含む

5 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5mm程度)を多量、焼土粒･炭化物粒を微量含む

6a 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロック(5～20㎜程度)を多量に含む。

6b 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロック(5～10㎜程度)を多量に含む。

6c 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

7a 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色シルトブロックを多量に含む。

7b 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック(5～10㎜程度)を少量、焼土粒･炭化物粒を微量含む。

8 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロック(5～50㎜程度)を多量、炭化物粒を少量、焼土粒を微量含む。

9 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 灰黄褐色シルトブロックを多量に含む。

周溝

掘り方
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SI102竪穴住居跡

C-231

0 10cm(1:3)

0 2m(1:60)

C-231

C-231

西台畑遺跡 4・5・7次

F-001図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-231 17街区 SI102 床面直上 土師器 坏 口縁
～体 (16.5) (13 .4 ) 2 .8 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 77

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･焼土粒･炭化物粒を少量含む
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量･焼土粒･炭化物粒を微量に含む

3a 10YR3/4 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒を微量に含む
3b 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む
4a 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量含む
4b 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む
5 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む

周溝
6a 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
6b 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
6c 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

掘り方

7a 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色シルトブロックを多量に含む。
7b 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
8 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を少量、焼土粒を微量に含む。
9 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 灰黄褐色シルトブロックを多量に含む。

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
凸面調整 凹面調整 備考 写真 

図版全長 幅 厚

2 F-001 17街区 SI102 堆積土
中層 瓦 丸瓦 (8.4) (5 .2 ) 2 .0 縄ﾀﾀｷ目→ﾅﾃﾞ 糸切り痕→布目痕､側縁:ﾍﾗｹｽﾞﾘ 77

第144図　SI102竪穴住居跡･出土遺物

SI102　堆積土註記表

1( 床面直上 )
2( 住居堆積土 )
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SI103　竪穴住居跡(第145･146図)
【位置･確認】　17街区中央、X-8グリッドに位置する。住居南東部を除き、重複遺構(SI102)と撹乱により失われてい

る。

【重複】　SI102と重複関係にあり、これより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北198㎝、東西288㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定され

る。

【方向】　南壁基準でN-71°-Ｅである。

【堆積土】　4層に分層された。1 ～ 3層は住居堆積土で、黒褐色粘土質シルトを主体とし、Ⅳ層ブロックを多量に含

む。4層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大18㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦である。4層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から1基検出した。

【周溝】　検出していない。

【カマド】　検出していない。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面が掘り込まれる。深さ3 ～ 12㎝を測る。

【出土遺物】　土師器甕1点、礫石器1点を掲載した(第146図)。

　土師器甕は、床面直上からの出土である。やや胴長に内湾する胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。胴

部の最大径は中位に持つ。口縁部と胴部の境は、段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケメ、胴部

内面ヘラナデが施される。

　礫石器は、床面直上から出土した、扁平礫を素材とした台石である。表裏面に敲打痕と線条痕を伴う磨面が形成さ

れている。表面の敲打痕は、磨面よりも新しい。裏面の敲打痕の一部は、凹痕を形成している。側縁にも、剥離を伴

う敲打痕が確認された。

【時期】　上記の遺物はいずれも床面直上からの出土で、本竪穴住居跡に伴うと考えられるが、明確な時期は導き出せ

ない。しかし、本書の時期区分5bⅱ期( 8世紀前葉)と考えられるSI 102より古いことから、本竪穴住居跡の時期は、

5bⅱ期以前と考えられる。
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C-232

C-232

西台畑遺跡 4・5・7次

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-41

磨

磨 磨敲

敲

敲凹

磨

磨

磨

敲

敲

敲

凹

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
2 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 一部に径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
3 10YR4/4 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･径10 ～ 20㎜の黒褐色シルトブロックを多量に含む。

掘り方 4 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 隅丸方形 33×30 12

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-232 17街区 SI103 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (12.2) - (12 .4 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴:ﾊｹﾒ
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面煤付着 177

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

2 Kc-041 17街区 SI103 床面直上 礫石器 台石 19.3 15 .3 5 .0 1286 .12 石英安山岩質
凝灰岩

不整形扁平礫、磨(2面)、敲(2箇所)程度強、凹
(1箇所)深さ深、線条痕あり、刃物痕あり 177

SI103　堆積土註記表

SI103　施設堆積土註記表

SI103　施設観察表

1( 床面直上 )

第146図　SI103竪穴住居跡出土遺物

0 10cm(1:3)

２( 床面直上 )
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SI104　竪穴住居跡(第147 ～ 149図)
【位置･確認】　17街区西半、V- 8グリッドに位置する。検出したのは床面の一部と掘り方で、壁面･カマドと床面の多

くは上面からの削平により失われ、北東コーナーと東･南･西壁周溝の一部は重複遺構(SK 115･ 122、Pit 60･ 61)と

西台畑遺跡4・5・7次P175～254_初.indd   179 2013/03/02   21:44:18



180

撹乱により失われている。主柱穴の重複関係から、3回の建て替えが行われたと考えられる。

【重複】　SK115･122、Pit60･61と重複関係にあり、これらより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北420㎝、東西366㎝を測る。残存する周溝から推定される平面形状は、

方形である。

【方向】　カマド基準でN-53°-Wである。

【堆積土】　大別6層、細別10層に分層された。1層は、周溝堆積土である。2層はカマド関連層位で、灰褐色シルト

を主体とし、焼土ブロック･炭化物を含む。3･ 4層は、カマド袖芯材の掘り方と考えられる堆積土である。5･ 6層は、

掘り方堆積土である。

【壁面】　削平により失われている。

【床面】　削平により多くは失われており、中央から西壁の一部の範囲が残存する。残存する範囲では、5･ 6層上面を

床面としている。

【柱穴】　床面から1基、掘り方底面から6基検出した。規模と位置関係から、P 1 ～ 6は主柱穴に相当すると考えられ

る。床面検出のP 1と掘り方検出のP 5、掘り方検出のP 2とP 6 は重複関係にあることから、3回の住居の建て替えが

行われたものと考えられる。

【周溝】　検出した範囲においては、カマド直下と北西コーナーを除き全周する。検出時に確認した周溝の規模は、幅6

～ 15㎝、深さ6 ～ 7㎝を測る。

【カマド】　北壁のやや西側で、燃焼部底面を検出した。袖と煙道部は、削平により失われており検出していない。燃

焼部の両脇では、袖芯材の掘り方と考えられるピット状の落ち込みを2基検出した。

　残存する燃焼部の規模は、奥行き69㎝、幅48㎝、奥壁高15㎝を測る。奥壁は、外傾して立ち上がる。

【その他の施設】　床面から土坑2基を検出した。SK 1はカマド燃焼部の東側に位置することから貯蔵穴と考えられる。

P 1と重複関係にありP 1より古い。SK 2は、西壁際のほぼ中央に位置する。平面形状はいずれも不整円形で、堆積土

は焼土･炭化物を含む。SK2は規模･形状がSK1と類似することから、同様に貯蔵穴の可能性が考えられる。

【掘り方】　全面が掘り込まれ、中央が島状に高まる。深さは5 ～ 18㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏1点･高坏1点･甕4点を掲載した(第148･149図)。

　土師器坏(第148図- 1)は、床面施設(SK 1)堆積土からの出土である。底部は平底で、緩やかに内湾する体部から

外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、段･稜を持たず弱く屈曲する。調整は、口縁部外面ヨ

コナデ、体部外面ハケメのち一部ヘラナデ、内面ヘラミガキが施される。内面には、漆の付着がみられた。

　土師器高坏(第148図- 2)は、床面施設(SK 2)堆積土からの出土である。脚部は柱状で、坏部と脚部の境は屈曲す

る。調整は、外面ヘラケズリ、坏部内面ヘラミガキ、脚部内面ヘラナデが施される。坏部内面は、黒色処理される。

　土師器甕(第148図- 3･ 4、第149図- 1･ 2)は、いずれも床面直上からの出土である。第148図- 3･ 4は、長胴の

胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は、上位に持つ。口縁部と胴部の境は、第148図- 3

は段･稜を持たず、第148図-４は不明瞭な段を持つ。第149図- 1･ 2は、球胴の胴部から短く外傾する口縁部にいた

る器形を呈する。胴部の最大径は中位に持ち、口縁部と胴部の境は段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部

外面は第148図- 3がヘラナデ、第148図- 4、第149図- 1はヘラケズリ、第149図- 2はヘラケズリのちヘラミガキが

施される。胴部内面は、ヘラナデが施される。

【時期】　上記の遺物のうち床面直上から出土した土師器甕(第148図- 3･ 4、第149図- 1･ 2)は本竪穴住居跡に伴う

と考えられる。本書の時期区分では5bⅰ期( 7世紀末葉～ 8世紀初頭)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示して

いる。
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C-233

C-233

西台畑遺跡 4・5・7次

C-235

C-235

西台畑遺跡 4・5・7次

漆付着範囲

漆付着範囲

C-234

C-234

西台畑遺跡 4・5・7次

C-236

C-236

西台畑遺跡 4・5・7次

部位 層位 土色 土性 備考

周溝
1a 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
1b 10YR4/1 褐灰色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物を微量に含む。

カマド
2a 7.5YR4/2 灰褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･焼土ブロックを多量、炭化物を微量に含む。
2b 7.5YR5/2 灰褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土ブロックを少量含む。

カマド掘り方
3 7.5YR5/3 にぶい褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･焼土粒を少量、炭化物を微量に含む。

4a 10YR6/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
4b 10YR6/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

掘り方
5a 10YR6/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、白色土を微量に含む。
5b 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト 下部に径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒･片を少量含む。
6 10YR6/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、白色土を微量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1

1 10YR5/1 褐灰色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物を微量に含む。
2 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 30㎜の灰白色シルトブロックを多量に含む。
3 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト 径5㎜の黄白色シルトブロックを多量に含む。
4 2.5Y7/3 浅黄色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜の褐灰色シルトブロックを多量に含む。

P2 - - - - 断面図なし。
P3 - - - - 断面図なし。
P4 - - - - 断面図なし。
P5 - - - - 断面図なし。
P6 - - - - 断面図なし。
P7 - - - - 断面図なし。

SK1
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 下部に径5 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒･焼土粒を少量含む。
2 7.5YR5/2 灰褐色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを斑状に多量、径5㎜の焼土ブロックを少量、炭化物を微量に含む。
3 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径20 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、径5㎜の焼土粒ブロック･炭化物を微量に含む。

SK2
1 5Y4/2 灰オリーブ色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･焼土ブロックを多量、炭化物を少量含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土ブロック･炭化物を少量含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 隅丸方形 54×42 30
P2 不整楕円形 30×24 42
P3 円形 36×33 36
P4 楕円形 51×36 48

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P5 楕円形 36×27 30
P6 楕円形 33×27 33
P7 楕円形 36×24 8
SK1 不整円形 90×78 30
SK2 不整円形 75×72 18

SI104　堆積土註記表

SI104　施設堆積土註記表

SI104　施設観察表

1(SK1 堆積土 )

2(SK2 堆積土 )

3( 床面直上 )

4( 床面直上 )

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-234 17街区 SI104 SK1堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (15.3) - 5 .4

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ､
底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面漆付着 77

2 C-233 17街区 SI104 SK2堆積土 土師器 高坏 坏～脚 - - (3 .5 ) ﾍﾗｹｽﾞﾘ 坏:ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
脚:ﾍﾗﾅﾃﾞ

坏部内面黒色処理、脚内
面工具痕あり 77

3 C-235 17街区 SI104 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (18.2) - (8 .9 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱摩耗･剥落 77

4 C-236 17街区 SI104 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (15.6) - (12 .9 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴:ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 内外面摩耗 77

0 10cm(1:3)

第148図　SI104竪穴住居跡出土遺物(1)
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C-238

C-238

西台畑遺跡 4・5・7次

C-237

C-237

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-237 17街区 SI104 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (15.3) - (16 .4 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴:ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 77

2 C-238 17街区 SI104 床面直上 土師器 甕 口縁
～底 (14.0) (7 .5 ) 20 .8

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 歪みあり 77

第149図　SI104竪穴住居跡出土遺物(2)

2( 床面直上 )

1( 床面直上 )

183

SI105　竪穴住居跡(第150 ～ 152図)
【位置･確認】　17街区中央、X- 7･ 8グリッドに位置する。住居北側と南側は重複遺構(SI 102)と撹乱により失われて

いる。

【重複】　SI102と重複関係にあり、これより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北450㎝、東西1032㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定さ

れる。推定規模では一辺10m以上となり、あすと長町事業地内でも最大級の竪穴住居跡である。

【方向】　東壁基準でN-18°-Eである。

【堆積土】　大別11層、細別25層に分層された。1 ～ 6層は住居堆積土で、にぶい黄褐色砂質シルト･シルトを主体

とし、Ⅳ層ブロック･焼土･炭化物を含む層が多くみられる。7･ 8層は、周溝および間仕切り溝の堆積土である。9 ～

11層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　上半がやや内湾して立ち上がる。残存する壁高は、最大30㎝を測る。

【床面】　平坦である。9 ～ 11層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から3基、掘り方から1基検出した。P 1は、規模と位置関係および柱痕跡が確認されたことから、主柱

穴に相当すると考えられる。P２～４の性格は、不明である。

【周溝】　検出した範囲においては、西･東壁とも壁際に沿って周る。また、間仕切り溝と考えられる、東壁･南壁と直

交する溝跡を2条検出した。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅12 ～ 27㎝、深さ27㎝を測る。間仕切り溝の

規模は、東壁際で、長さ210㎝、幅9 ～ 24㎝、深さ15㎝、南壁際で長さ126㎝、幅23 ～ 25㎝、深さ22㎝を測る。

【カマド】　検出していない。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面が掘り込まれる。深さは3 ～ 24㎝を測る。
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部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1a 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 炭化物粒を微量、上部にⅣ層ブロックを斑状に多量に含む。
1b 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜の黒褐色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
2a 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シルト Ⅳ層ブロックを斑状に少量含む。
2b 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
2c 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、一部互層状に含む。
3 10YR2/3 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

4a 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･径5 ～ 10㎜の黒褐色シルトブロックを少量含む。
4b 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
5a 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
5b 10YR4/2 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
6 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。

周溝･
間仕切り溝

7a 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック多量、炭化物粒を微量に含む。
7b 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
8a 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･径5㎜の灰白色シルトブロックを少量含む。
8b 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、径5 ～ 10㎜の灰白色シルトブロックを少量含む。

掘り方

9a 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト Ⅳ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
9b 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
9c 10YR4/4 褐色 砂質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
9d 10YR4/4 褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、一部に径5 ～ 10㎜の褐灰色シルトブロックを含む。
9e 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、一部に径10 ～ 30㎜黒褐色ブロックを含む。

10a 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
10b 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、径5㎜の灰白色シルトブロックを少量含む。
11a 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、一部に径5㎜の灰白色シルトブロックを含む。
11b 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、径5 ～ 10㎜の灰白色シルトブロックを少量含む。
11c 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、径5 ～ 10㎜の黒褐色シルトブロックを少量含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

3a 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、径10 ～ 30㎜の黒褐色シルトブロックを少量含む。
3b 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、灰褐色シルトブロックを少量含む。
4a 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト 炭化物粒を微量に含む。
4b 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
5 10YR4/4 褐色 シルト Ⅳ層ブロックを互層状、炭化物粒を微量に含む。

P2
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層)を密、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

P3
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

P4
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･径10㎜の黒褐色シルトブロックを多量に含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜の暗褐色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR4/4 褐色 砂質シルト 径5㎜の灰白色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 隅丸方形 150×126 48
P2 楕円形 (96)×(42) 30

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P3 楕円形 111×78 11
P4 楕円形 93×36 47

SI105　施設堆積土註記表

SI105　施設観察表

SI105　堆積土註記表
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【出土遺物】　土師器壺5点･甕2点を掲載した(第152図)。

　土師器壺は、1は住居堆積土、2 ～ 5は床面直上からの出土である。1は、頸部は緩やかに外傾し、口縁端部は外

面に段、内面に稜を持ち、受け口状の器形を呈する。調整は、内外面ハケメのちヨコナデが施される。2は、頸部は

外傾し、口縁端部は緩やかに内湾する器形を呈する。調整は、口縁部外面ヨコナデ、肩部ハケメが施されたのち頸部

下半にヘラケズリが施される。口縁部内面はヨコナデのちヘラミガキ、体部内面ヘラナデが施される。3は、球胴の体

部である。体部の最大径は中位に持つ。底部は平底で、若干上げ底状になる。調整は、外面ヘラミガキ、内面ヘラナ

デのち上半にヘラケズリが施される。4･ 5は、底部は平底で体部は大きく開く。調整は、体部外面ヘラミガキ、体部内

面はヘラナデのちヘラミガキが施される。

　土師器甕は、6は住居堆積土、7は床面直上からの出土である。6は、球形と推定される体部から外傾する口縁部に

いたる器形を呈する。調整は、口縁部外面ハケメのちヨコナデ、胴部外面ハケメ、口縁部内面ヘラミガキが施される。

7は、球胴の胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は中位に持つ。調整は口縁部外面ヨコナ

デのち頸部下半ハケメ、胴部ヘラケズリ、口縁部内面ハケメのちヨコナデ、胴部内面ヘラナデが施される。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器壺(2 ～ 5)、土師器甕(7)は、本竪穴住居跡に伴うと考えら

れる。本書の時期区分では、3期(古墳時代前期)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示している。
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図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-243 17街区 SI105 住居堆積土 土師器 壺 口縁 (18.0) - (6 .3 ) 口縁:ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ 口縁:ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ､
肩:ﾍﾗﾅﾃﾞ 77

2 C-244 17街区 SI105 床面直上 土師器 壺 口縁
～肩 (20.7) - (7 .5 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ､

肩:ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾊｹﾒ
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
肩:ﾍﾗﾅﾃﾞ 77

3 C-245 17街区 SI105 床面直上 土師器 壺 体～底 - (4 .6 ) (11 .2 )
体:ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体下端～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗ
ﾐｶﾞｷ

ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ 外面煤付着 78

4 C-239 17街区 SI105 床面直上 土師器 壺 体～底 - 3.7 (1 .8 ) 体:ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ 78

5 C-240 17街区 SI105 床面直上 土師器 壺 体～底 - 5.0 (1 .6 ) 体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ 78

6 C-242 17街区 SI105 住居堆積土 土師器 甕 口縁
～肩 (13.4) - (3 .8 ) 口縁:ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ、

肩:ﾊｹﾒ
口縁:ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
肩:ﾍﾗﾐｶﾞｷ 78

7 C-241 17街区 SI105 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (17.4) - (20 .0 ) 口縁:ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴:ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁:ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 78

7( 床面直上 )

2( 床面直上 )

3( 床面直上 )

第152図　SI105竪穴住居跡出土遺物

4( 床面直上 )

5( 床面直上 )
1( 住居堆積土 ) 6( 住居堆積土 )
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SI106　竪穴住居跡(第153図)
【位置･確認】　17街区西半、V- 8グリッドに位置する。上面は削平により失われ、掘り方のみを検出した。南東コーナ

ーを除く大半は重複遺構(SD72、SK104)･撹乱により失われている。

【重複】　SD72･SK104と重複関係にあり、これらより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北285㎝、東西132㎝を測る。平面形状は、不明である。

【方向】　南壁基準でN-85°-Eである。

【堆積土】　大別4層、細別6層に分層された。1 ～ 4層は掘り方堆積土で、褐灰色･にぶい黄褐色シルトを主体とし、

Ⅳ層ブロック･焼土ブロック･炭化物粒を含む。

【壁面】　残存する掘り方の壁面は、外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大15㎝を測る。

【床面】　削平により失われている。

【柱穴】　掘り方底面で1基検出した。
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部位 層位 土色 土性 備考

掘り方

1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、径5㎜の焼土ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
2a 10YR6/1 褐灰色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒･焼土粒を微量に含む。
2b 10YR6/1 褐灰色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒を微量に含む。

4a 10YR6/3 にぶい黄橙色 シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
4b 10YR6/3 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックと褐灰色シルトブロックを含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR4/1 褐灰色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の灰白色粘土を少量含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不明 96×(60) 27

第153図　SI106竪穴住居跡
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【周溝】　検出していない。

【カマド】　検出していない。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面が掘り込まれる。深さは、3 ～ 12㎝を測る。

【出土遺物】　堆積土から、土師器の破片が極少量出土しているが、図化できる遺物はなかった。

【時期】　伴う土器や時期の判る遺構との重複がなく、本竪穴住居跡の細別時期は不明である。

SI109　竪穴住居跡(第154 ～ 158図)
【位置･確認】　17街区東半、Z-8グリッドに位置する。西側は、撹乱により失われている。

【重複】　SI111･113･118と重複関係にあり、これらより新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北519㎝、東西410㎝を測る。平面形状は、西側は撹乱により失われてい

るが、主柱穴と考えられる柱穴の配置から、方形と推定される。

【方向】　カマド煙道部基準でN-104°-Eである。

【堆積土】　大別13層、細別16層に分層された。1 ～ 4層は住居堆積土で、黒褐色･暗褐色･にぶい黄褐色･褐色シ

ルトを主体とし、焼土粒･炭化物を含む。5層は、周溝堆積土である。6 ～ 9層はカマド関連層位で、7･ 8層は天井

崩落土と考えられる。10層は、カマド袖構築土である。11 ～ 13層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　直線的に外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大45㎝を測る。

【床面】　平坦である。カマド前面とP1･4の周辺で炭化物の拡がりを確認した。11 ～ 13層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から6基検出した。全ての柱穴から、柱痕跡を確認した。P 1 ～ 4は、規模と位置関係から主柱穴に相

当すると考えられる。P 5･ 6は、共に壁際に位置し規模も似ているが、性格は不明である。また、周溝底面から壁柱穴
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と考えられる42基の小ピットを検出した。

【周溝】　検出した範囲においては、カマド直下と北東コーナーを除き壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の

規模は、幅15 ～ 42㎝、深さ9㎝を測る。

【カマド】　東壁中央に位置し、壁面に対して直交して付設される。袖の規模は、北袖が長さ99㎝、幅45㎝、南袖が

長さ84㎝、幅48㎝を測る。東壁に対して両袖とも直交する。北袖は、暗褐色シルトを構築土として使用しているのに

対し、南袖は住居構築時に掘り残された基本層Ⅳ層が直接使用されている。

　燃焼部の規模は、奥行き87㎝、幅51㎝、奥壁高18㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。底面は平坦で、奥壁に向

かって緩やかに下がる。奥壁は外傾して立ち上がる。

　煙道部の規模は、長さ132㎝、幅51㎝、深さ33㎝を測り、先端に向かって緩やかに上がる。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面が掘り込まれる。深さは1 ～ 11㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏4点･鉢1点･甕3点、須恵器蓋1点･坏3点･壺1点･円面硯1点、土製品4点、石製品3点、

礫石器1点を掲載した(第156 ～ 158図)。

　土師器坏4点(第156図- 1 ～ 4)は、いずれも住居堆積土からの出土である。１は、北武蔵型土師器(清水型関東

系土器)の特徴を有する。底部は丸底と推定され、半球形に内湾する体部から、「S」字状に緩やかに外傾する口縁部に

いたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面

ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが施される。2は、底部は丸底で、半球形に内湾する体部から短く外傾する口縁部にい

たる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に稜を持つ。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラミガキ、内

面ヘラミガキが施される。内外面とも、黒色処理される。3は、底部は丸底で、緩やかに内湾する体部から緩やかに外

反する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に稜を持つ。調整は口縁部外面ヨコナデ、体部外面

ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施され、内面は黒色処理される。４は、底部は不明だが、内湾する体部から外傾する

口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持つ。調整は口縁部外面ヨコナデ、体部

外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施され、内面は黒色処理される。

　土師器鉢(第156図- 5)は、掘り方堆積土からの出土である。底部は上げ底状の平底で、球形の体部から外傾する

口縁部にいたる器形を呈する。調整は、口縁部内外面ヘラミガキ、体部外面は上半ハケメ、下半ヘラケズリのちヘラミ

ガキ、体部内面はヘラナデのちヘラミガキが施される。口縁部内外面と体部外面は、赤彩される。

　土師器甕(第156図- 6 ～ 8)は、6･ 8は住居堆積土、7は掘り方堆積土からの出土である。６は、膨らみを持たな

い長胴の胴部から、短く外傾する口縁部に至る器形を呈する。口縁部と胴部の境は、稜を持つ。調整は、口縁部内外

面ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデが施される。７は、やや胴長の球胴の胴部から、短く外傾する口

縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は中位に持ち、口縁部と胴部の境は段･稜を持たない。底部周縁には粘土

が貼り付けられる。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケメのち上半ヘラミガキ、下半ヘラケズリ、胴部内面

ハケメのちヘラナデが施される。8は、球胴と推定される胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と胴

部の境は段･稜を持たない。調整は、胴部外面と口縁部内面にヘラミガキが施される。

　須恵器蓋(第157図- 1)は、カマド堆積土からの出土である。カエリを持たず、天井部は平坦で、体部は直線的に外

傾し、口縁部は短く垂下する器形を呈する。

　須恵器坏(第157図- 2 ～ 4)は、2は床面直上、3はカマド堆積土、4は住居堆積土からの出土である。2･ 3は、底

部は平底で、体部から口縁部は直線的に外傾する器形を呈する。底部の切り離し技法は、ともに回転ヘラ切りである。

12は、高台付坏である。底部切り離し技法は回転ヘラ切りで、回転ヘラケズリが施されたのち高台が貼り付けられる。

　須恵器壺(第157図- 5)は、住居堆積土からの出土である。球胴の体部から極短く外傾する口縁部にいたる器形を
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呈する。

　須恵器円面硯(第157図- 6)は、床面施設(P 1)堆積土からの出土である。硯部の1/ 5程が残存する。脚部は失わ

れているが、硯部との接合面に透かしが4窓残存する。堤部と縁･硯側の凸帯の断面形は箱型で、硯側は端部が肥厚

する。また、海部の断面形も箱形である。硯面は中央に向かってわずかに窪む。

　土製品(第157図- 7 ～ 10)は、7･ 8は住居堆積土から、9は掘り方堆積土から出土した管状の土錘である。10は、

床面施設(P4)から出土した不明土製品である。11は住居堆積土から出土した土製円盤である。

　石製品(第158図- 1 ～ 3)は、1･ 3は住居堆積土、2は床面直上からの出土である。1は剥片の周縁に剥離を施し

た不明石製品である。石材は軟質な石英安山岩質凝灰岩を使用している。2･ 3は砥石である。2は長方体状の形状を

呈する。粒の粗い砂岩を使用しており荒砥に相当する。3は柳葉形を呈すると考えられる。下端欠損面には再利用によ

る砥痕が確認される。石材は凝灰岩で中仕上げ砥石に相当する。

　礫石器(第158図- 4)は、住居堆積土上層から出土した棒状礫を素材とする敲石である。側縁及び下端部に剥離を

伴う敲打痕が確認される。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した須恵器坏(第157図- 2)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられる。本

書の時期区分では5bⅱ期(8世紀前葉)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示している。
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部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロック･灰白色粘土ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量、灰白色粘土粒を少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径50㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
4 10YR4/4 褐色 シルト 径50㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

周溝
5a 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層粒を少量、炭化物粒を微量に含む。
5b 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層粒を少量含む。

カマド

6 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径50㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。
7 10YR4/4 褐色 シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。(天井崩落土)
8 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。(天井崩落土)
9 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、灰色粘土粒を微量に含む。下部に炭化物を帯状に含む。(厚5㎜ )

カマド袖
10a 10YR3/4 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、灰色粘土粒を微量に含む。
10b 10YR3/3 暗褐色 シルト 径30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒、灰色粘土粒を微量に含む。

掘り方

11a 10YR4/6 褐色 シルト 径20 ～ 50㎜の黒色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
11b 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径50㎜の黒色シルトブロックを少量含む。
12 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒を少量含む。
13 10YR4/4 褐色 シルト Ⅳ層ブロック･灰色粘土･褐色シルトを含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径1㎜の黒色シルトブロックを少量含む。下部に炭化物を帯状に含む。(厚20 ～ 30㎜ )
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径20 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P2

1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2a 10YR4/1 褐灰色 シルト Ⅳ層ブロック･褐色シルトを含む。炭化物粒を多量含む。
2b 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径10㎜の灰白色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR2/3 黒褐色 シルト 径30 ～ 40㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

P3

1a 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを少量含む。下部に炭化物を帯状に含む。(厚20 ～ 30㎜ )(柱痕跡)
1b 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層粒、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/4 褐色 シルト 炭化物粒を微量に含む。
3 10YR2/2 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒･灰色粘土粒を微量に含む。

P4
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の黒色シルトブロックを微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロック･黒色シルトブロックを少量含む。

P5
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)

2a 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜の黒褐色シルトブロックを多量に含む。
2b 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

P6
1 10YR5/2 灰黄褐色 砂質シルト 径10㎜の焼土ブロックを少量、Ⅳ層ブロック･灰白色粗砂を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P4 楕円形 78×57 6
P5 不整楕円形 54×45 18
P6 不明 (54)×(36) 18

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 72×63 30
P2 円形 69×63 33
P3 楕円形 72×63 30

SI109　堆積土註記表

SI109　施設堆積土註記表

SI109　施設観察表

第155図　SI109竪穴住居跡(2)
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C-247

C-247

西台畑遺跡 4・5・7次

C-248

C-248

西台畑遺跡 4・5・7次

C-249

C-249

西台畑遺跡 4・5・7次

C-250

C-250

西台畑遺跡 4・5・7次

C-251

C-251

西台畑遺跡 4・5・7次

C-253

C-253

西台畑遺跡 4・5・7次

C-252

C-252

西台畑遺跡 4・5・7次

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-247 17街区 SI109 住居堆積土
中層 土師器 坏 口縁

～体 (10.5) - (3 .6 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾍﾗﾅﾃﾞ 78

2 C-249 17街区 SI109 住居堆積土
下層 土師器 坏 口縁

～底 (13.2) - (5 .5 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内外面黒色処理 78

3 C-248 17街区 SI109 住居堆積土
中層 土師器 坏 口縁

～底 (12.2) - 4 .3 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、歪み大 78

4 C-250 17街区 SI109 住居堆積土
下層 土師器 坏 口縁

～体 (19.1) - (3 .8 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ、
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、

外面摩耗 78

5 C-251 17街区 SI109 掘り方堆積土 土師器 鉢 口縁
～底 15.4 3 .8 8 .1

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾊｹﾒ
→ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
体上半:ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
体下半:ﾍﾗｹｽﾞﾘ
→ﾍﾗﾐｶﾞｷ、底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
体～底:ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ

口縁部内外面･体部外面
赤彩、体部内面摩耗 78

6 C-253 17街区 SI109 住居堆積土
下層 土師器 甕 口縁

～胴 (15.0) - (11 .6 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 78

7 C-254 17街区 SI109 掘り方堆積土 土師器 甕 口縁
～底 (14.8) 6 .5 (25 .0 )

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
肩:ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
胴:ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底:周縁粘土貼付
→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
肩:ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
胴:ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ､
底:ﾍﾗﾅﾃﾞ

外面胴下部に工具痕 78

8 C-252 17街区 SI109 住居堆積土
下層 土師器 甕 口縁

～胴 (30.0) - (14 .0 ) 口縁:ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ

口縁:ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 78

第156図　SI109竪穴住居跡出土遺物(1)

0 10cm(1:3)

1( 住居堆積土中層 )

3( 住居堆積土中層 )

7( 掘り方堆積土 )

6( 住居堆積土下層 )

5( 掘り方堆積土 )

4( 住居堆積土下層 )

2( 住居堆積土下層 )

8( 住居堆積土下層 )
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E-064

E-064

西台畑遺跡 4・5・7次

E-065

E-065

西台畑遺跡 4・5・7次

E-066

E-066

西台畑遺跡 4・5・7次

E-067

E-067

西台畑遺跡 4・5・7次

E-069

E-069

西台畑遺跡 4・5・7次

E-068

E-068

西台畑遺跡 4・5・7次

P-025

P-026

P-027

P-027

西台畑遺跡 4・5・7次

P-024

0 10cm(1:3)

P-028

P-028

西台畑遺跡 4・5・7次

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 E-064 17街区 SI109 カマド堆積土 須恵器 蓋 天井～
口縁 (16.9) - (2 .4 ) ﾛｸﾛ調整､天井･屈曲部:

回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 78

2 E-066 17街区 SI109 床面直上 須恵器 坏 略完形 12.0 8 .0 3 .2
ﾛｸﾛ調整､
体下端:回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底:回転ﾍﾗ切り

ﾛｸﾛ調整 焼成あまい 78

3 E-065 17街区 SI109 カマド堆積土 須恵器 坏 口縁
～底 (15.0) (8 .4 ) 3 .8

ﾛｸﾛ調整、
体下端:回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底:回転ﾍﾗ切り→ﾍﾗﾅﾃﾞ

ﾛｸﾛ調整 79

4 E-067 17街区 SI109 住居堆積土
中層 須恵器 坏 口縁～

高台 (11.7) (8 .1 ) 3 .8
ﾛｸﾛ調整、
体下端:回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底:回転ﾍﾗ切り→回転ﾍﾗｹ
ｽﾞﾘ→高台貼付

ﾛｸﾛ調整 79

5 E-069 17街区 SI109 住居堆積土
上層 須恵器 壺 口縁

～体 (14.3) - (10 .5 ) ﾛｸﾛ調整､
体下半:手持ちﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 外面自然釉付着 79

6 E-068 17街区 SI109 P1堆積土 須恵器 円面硯 硯部 (21.6) - (2 .1 ) ﾛｸﾛ調整 ﾍﾗﾅﾃﾞ 透かし4窓残存 79

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚

7 P-025 17街区 SI109 住居堆積土
下層 土製品 土錘 8.6 4 .6 4 .2 166 .2 ﾅﾃﾞ、孔径2.1㎝、全面被熱摩耗、管状、完形 79

8 P-024 17街区 SI109 住居堆積土
下層 土製品 土錘 8.6 4 .3 4 .2 175 .0 ﾅﾃﾞ、孔径1.9㎝、側面に工具痕あり、管状、完形 79

9 P-026 17街区 SI109 掘り方堆積土 土製品 土錘 (8.4) 4 .5 (4 .0 ) 149 .6 ﾅﾃﾞ、孔径1.3㎝、管状、全面摩耗 79
10 P-027 17街区 SI109 P4堆積土 土製品 不明 3.1 1 .7 1 .4 8 .3 ﾅﾃﾞ､把手? 79

11 P-028 17街区 SI109 住居堆積土
上層 土製品 土製円盤 (3.0) 6 .3 0 .8 (20 .2 ) 外面:ｶｷ目､内面:青海波文､須恵器甕胴部を転用､外面自然

釉付着 79

第157図　SI109竪穴住居跡出土遺物(2)

1( カマド堆積土 )

3( カマド堆積土 )

8( 住居堆積土下層 )

5( 住居堆積土上層 )

6(P1 堆積土 )

4( 住居堆積土中層 )

2( 床面直上 )

7( 住居堆積土下層 )

9( 掘り方堆積土 )

10(P4 堆積土 )

11( 住居堆積土上層 )
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西台畑遺跡4・5・7次

Kd-03

Kd-03

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-07磨

磨

Kd-07磨

磨

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-11

Kd-11

0 10cm(1:3)

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-21

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-21

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

1 Kd-003 17街区 SI109 住居堆積土
上層 石製品 不明石製品 4.2 3 .5 1 .3 10 .25 石英安山岩質凝灰岩 全周に2次加工、刃物痕あり 79

2 Kd-007 17街区 SI109 床面直上 石製品 砥石 2.9 3 .1 1 .7 26 .83 砂岩 砥面2面 79

3 Kd-011 17街区 SI109 住居堆積土
中層 石製品 砥石 (5.0) 5 .0 1 .8 28 .94 凝灰岩 砥面4面、線条痕あり、欠損あり 79

4 Kc-021 17街区 SI109 住居堆積土
上層 礫石器 敲石 13.4 6 .0 3 .7 371 .09 安山岩 棒状礫、敲(4箇所)程度強 79

4( 住居堆積土上層 )

1( 住居堆積土上層 )
2( 床面直上 )

3( 住居堆積土中層 )

第158図　SI109竪穴住居跡出土遺物(3)

194

SI110　竪穴住居跡(第159 ～ 162図)
【位置･確認】　17街区東半、Z- 8･ 9グリッドに位置する。煙出し部と西･東壁の一部は重複遺構(SB 8-P 3、Pit 16)と

撹乱により失われている。

【重複】　SI111･114･116と重複関係にあり、これらより新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北405㎝、東西396㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　カマド煙道部基準でN-109°-Eである。

【堆積土】　大別17層、細別21層に分層された。1 ～ 4層は住居堆積土で、黒褐色シルトを主体とし、焼土粒･炭

化物粒を含む。5層は、周溝堆積土である。6 ～ 12層はカマド関連層位で、このうち8･ 10層は天井崩落土である。

13･14層は、カマド袖構築土である。15 ～ 17層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　直線的に外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大42㎝を測る。

【床面】　平坦である。15 ～ 17層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から6基、掘り方から1基検出した。P 1 ～ 4は、規模と位置関係およびP 2 ～ 4では柱痕跡が検出され

たことから、主柱穴に相当すると考えられる。P5 ～ 7の性格は、不明である。

【周溝】　検出した範囲においては、カマド直下を除き壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅30

㎝、深さ10 ～ 12㎝を測る。

【カマド】　東壁のやや南寄りに位置し、壁面に対して直交して付設される。煙出し部の一部は、撹乱により失われてい

る。袖の規模は、北袖が長さ63㎝、幅27㎝、南袖が長さ63㎝、幅27㎝を測る。東壁に対して、北袖は直交し南袖

はやや南傾する。北袖の内面は、被熱の痕跡が残る。
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　燃焼部の規模は、奥行き75㎝、幅57㎝、奥壁高6㎝を測り、奥壁は住居から張り出す。底面はほぼ平坦で、奥壁

に向かって緩やかに下がる。壁面は、外傾して立ち上がる。

　煙道部の規模は、長さ129㎝、幅48㎝、深さ15 ～ 27㎝を測る。底面は平坦で、煙出し部に向かってわずかに上がる。

　煙出し部の規模は、上端径31㎝、煙道部からの深さ10㎝を測り、ピット状に窪む。

【その他の施設】　床面から土坑3基を検出した。規模は異なるが、平面形状は不整円形ないし不整楕円形を呈し、

SK1は住居中央やや北寄りに位置しSK2･3は南壁際に位置する。深さは12 ～ 15㎝を測る。

【掘り方】　全面が掘り込まれる。壁際を深く掘りこみ、中央が島状に高まる。深さは3 ～ 27㎝を測る。掘り方底面全

体で工具痕を検出した。

【出土遺物】　土師器坏5点･鉢1点･甕1点、須恵器坏6点･壺1点･鉢1点、金属製品1点、礫石器3点を掲載した

(第161･162図)。

　土師器坏5点(第161図- 1 ～ 5)は、1 ～ 3･ 5は住居堆積土、4は床面直上からの出土である。1は、底部は丸底

で、扁平に内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持

つ。2 ～ 5は、底部は平底で、内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、段･

稜を持たない。1 ～ 4の調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施され、内面は黒色

処理される。5は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラナデ、底部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデが施される。

　土師器鉢(第161図- 6)は、住居堆積土からの出土である。半球形の体部から短く内傾する口縁部にいたる器形を

呈する。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施される。

　土師器甕(第161図- 7)は、住居堆積土出土のロクロ使用の土師器甕である。長胴の胴部から外傾する口縁部にい

たる器形を呈する。調整は、胴部内面ヘラナデのちヘラミガキが施される。

　須恵器坏6点(第161図- 8 ～ 13)は、8･ 12は床面直上、11はカマド燃焼部底面、9･ 10･ 13は住居堆積土から

の出土である。8は、扁平に内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、段を持

つ。9は、体部から口縁部が直立気味に外傾する器形を呈する。底部は平底状の丸底と推定されるが、高坏の坏部の

可能性もある。10 ～ 13は、底部は平底で、体部から口縁部が直線的に外傾する器形を呈する。10 ～ 12の底部切り

離し技法は、回転ヘラ切りである。13の底部切り離し技法は不明だが、体部下端から底部に回転ヘラケズリが施され

る。12の底部は、渦巻状の線刻が施される。

　須恵器壺(第161図- 14)は、住居堆積土からの出土である。体部は直線的に外傾し、肩部との境は強く屈曲し、肩

部は丸みを持って内傾する。底部は、高台が貼り付けられる。

　須恵器鉢(第162図- 1)は、住居堆積土からの出土である。底部は平底状の丸底で、内湾する体部から短く外傾す

る口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境に1条、体部に2条の沈線が施される。

　金属製品(第162図-2)は、火打ち金で、住居堆積土からの出土である。

　礫石器2点(第162図- 3･ 4)は、3は掘り方堆積土、4は住居堆積土からの出土である。3は、楕円礫を素材とする

敲石である。器体側面に剥離を伴う敲打痕が確認される。4は、楕円礫を素材とし表面に凹痕、裏面に磨面、上下端

に敲打痕が確認される。石材は軟質な石英安山岩質凝灰岩を使用している。

　石製品(第162図- 5)は、住居堆積土から出土した玉髄製の不明石製品である。上部を除く全面が剥離されており、

稜線上に微細剥離痕が確認される。使用石材や剥離痕跡の状況及び、同住居内から火打ち金が出土しており、火打石

の可能性がある。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器坏(第161図- 4)、須恵器坏(第161図- 8･ 12)、カマド燃

焼部底面から出土した須恵器坏(第161図- 11)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられる。本書の時期区分では、5bⅱ

期(8世紀前葉)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示している。
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第159図　SI110竪穴住居跡(1)
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部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを微量に含む。
2a 10YR2/3 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロック、炭化物粒を微量に含む。
2b 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 炭化物粒を多量、焼土粒を微量に含む。
4 10YR4/4 褐色 砂質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

周溝
5a 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
5b 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

カマド

6a 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を含む。
6b 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを微量に含む。
7 10YR4/4 褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
8 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 焼土粒･白色粘土粒を多量に含む。(天井崩落土)
9 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト 径5㎜の灰･焼土ブロック･黒色シルトブロックを含む。炭化物粒･焼骨を微量に含む。

10 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜の焼土ブロックを多量、灰を少量、下部の一部に炭化物を帯状に含む。(天井崩落土)
11 5Y3/3 暗赤褐色 シルト 焼土主体。炭化物を多量に含む。
12 10YR4/6 褐色 シルト 炭化物粒を少量、焼土粒を微量に含む。下部に炭化物を帯状に含む。

カマド袖
13a 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
13b 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 焼土粒･炭化物粒を少量含む。内面被熱。
14 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径20 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

掘り方
15 10YR3/3 暗褐色 シルト 径20 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
16 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
17 10YR3/4 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 径10㎜の焼土ブロックを多量、径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒を少量含む。

P2
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 径20 ～ 30㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

P3
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

P4
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒を微量に含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

P5
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径30 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

P6 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
P7 1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロック･焼土粒･炭化物粒を多量に含む。

SK1
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径20 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を少量、焼土粒を微量に含む。
2 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 径20 ～ 50㎜のⅣ層ブロック･径5㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

SK2
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜の褐灰色シルトブロックを少量、焼土粒、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･褐灰色シルトブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

SK3 1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロック･焼土粒･炭化物粒(一部塊状)を多量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不整楕円形 51×36 18
P2 円形 45×42 9
P3 不整円形 63×57 18
P4 楕円形 33×27 21
P5 円形 42×36 24

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P6 円形 42×39 3
P7 不整楕円形 75×66 9
SK1 不整円形 96×96 15
SK2 不整楕円形 (60)×48 12
SK3 不整楕円形 42×36 12

第160図　SI110竪穴住居跡(2)-掘り方完掘時施設検出状況

SI110　堆積土註記表

SI110　施設堆積土註記表

SI110　施設観察表
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E-077

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-255 17街区 SI110 住居堆積土
下層 土師器 坏 口縁

～底 (11.0) - (2 .8 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 79

2 C-257 17街区 SI110 住居堆積土
上層 土師器 坏 口縁

～底 (14.2) 7 .4 3 .9 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ、
体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、

内外面摩耗 79

3 C-258 17街区 SI110 住居堆積土
下層 土師器 坏 口縁

～底 (15.4) (6 .1 ) 4 .0 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ、
体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、

内外面摩耗 79

4 C-259 17街区 SI110 床面直上 土師器 坏 口縁
～底 - - (3 .9 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ、

体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面摩耗 79

5 C-260 17街区 SI110 住居堆積土
上層 土師器 坏 口縁

～底 (11.0) (5 .1 ) (3 .1 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ、体:ﾍﾗﾅﾃﾞ、
底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ、
体～底:ﾍﾗﾅﾃﾞ

内面体部に籾痕、内外面
口縁部に粘土貼付痕あり 79

6 C-256 17街区 SI110 住居堆積土
中層 土師器 鉢 口縁

～体 (13.3) - (6 .4 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内外面被熱摩耗 79

7 D-003 17街区 SI110 住居堆積土
下層 土師器 甕 口縁

～胴 (20.8) - (7 .6 ) ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ調整→ﾍﾗﾅﾃﾞ
→ﾍﾗﾐｶﾞｷ 外面被熱 79

8 E-070 17街区 SI110 床面直上 須恵器 坏 口縁
～底 (11.2) - (4 .0 ) ﾛｸﾛ調整､体下半～底:手

持ちﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 79

9 E-075 17街区 SI110 住居堆積土
上層 須恵器 坏 口縁

～底 (9.4) - (5 .2 ) ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ調整 79

10 E-071 17街区 SI110 住居堆積土
下層 須恵器 坏 口縁

～底 (14.4) (8 .4 ) 4 .1 ﾛｸﾛ調整､
底:回転ﾍﾗ切り→ﾍﾗﾅﾃﾞ

ﾛｸﾛ調整､
底中央:ﾅﾃﾞ 79

11 E-073 17街区 SI110 カマド燃焼部
底面 須恵器 坏 略完形 15.0 8 .2 4 .3 ﾛｸﾛ調整､

底:回転ﾍﾗ切り→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整 79

12 E-072 17街区 SI110 床面直上 須恵器 坏 略完形 15.1 9 .5 4 .1 ﾛｸﾛ調整､
底:回転ﾍﾗ切り→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整 底部外面に渦巻状の線

刻 79

13 E-074 17街区 SI110 住居堆積土
下層 須恵器 坏 口縁

～底 (15.6) (10 .1 ) 4 .3
ﾛｸﾛ調整､
体下端:回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底:手持ちﾍﾗｹｽﾞﾘ

ﾛｸﾛ調整 79

14 E-077 17街区 SI110 住居堆積土
上層 須恵器 壺 肩～底 - (8 .9 ) (12 .6 ) ﾛｸﾛ調整､

体下半:回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 79

第161図　SI110竪穴住居跡出土遺物(1)

4( 床面直上 )

6( 住居堆積土中層 )

8( 床面直上 )

10( 住居堆積土下層 )

1( 住居堆積土下層 )
2( 住居堆積土上層 ) 3( 住居堆積土下層 )

5( 住居堆積土上層 )

7( 住居堆積土下層 )

9( 住居堆積土上層 )

12( 床面直上 )

11( カマド燃焼部底面 )

13( 住居堆積土下層 )

14( 住居堆積土上層 )
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図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 E-076 17街区 SI110 住居堆積土
中層 須恵器 鉢 口縁

～底 (16.1) - 9 .2 ﾛｸﾛ調整→沈線3条 ﾛｸﾛ調整 外面底部に重ね焼き痕 80

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚

2 N-013 17街区 SI110 住居堆積土
中層

金属
製品 火打ち金 (6.7) (1 .65) (0 .5 ) (9 .33) 表面剥離､孔0.18㎝ 80

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚
3 Kc-008 17街区 SI110 掘り方堆積土 礫石器 敲石 13.4 6 .1 3 .2 316 .55 安山岩 棒状礫、敲(1箇所)程度強 80

4 Kc-048 17街区 SI110 住居堆積土
上層 礫石器 磨＋凹＋敲 10.8 5 .9 4 .6 232 .44 石英安山岩質

凝灰岩
楕円礫、磨(1面)、凹(1箇所)深さ浅、敲(3箇所)程
度弱、刃物痕あり 80

5 Kd-013 17街区 SI110 住居堆積土
下層 石製品 不明石製品 1.8 2 .7 2 .3 9 .21 玉髄 火打石の可能性あり 80

第162図　SI110竪穴住居跡出土遺物(2)

1( 住居堆積土中層 )

3( 掘り方堆積土 )

5( 住居堆積土下層 )

2( 住居堆積土中層 )

4( 住居堆積土上層 )

199

SI111　竪穴住居跡(第163 ～ 166図)
【位置･確認】　17街区東半、Z- 8グリッドに位置する。煙道部と北西部･南部の上面は重複遺構(SI 109･ 110)により

失われている。

【重複】　SI 109･ 110･ 118･ 126、SB 8、SK 134･ 137と重複関係にあり、SI 118･ 126、SK 134･ 137より新しく、

SI109･110より古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北364㎝、東西384㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　カマド煙道部基準でN-3°-Eである。

【堆積土】　大別17層、細別22層に分層された。1 ～ 7層は住居堆積土で、にぶい黄褐色･黄褐色･暗褐色シルトを

主体とする層が多く、焼土粒･炭化物を含む。8･ 9層は、周溝堆積土である。10 ～ 14層はカマド関連層位で、暗褐

色シルトを主体とする。このうち、12層は炭化物層、10･ 13層は天井崩落土である。15層は、カマド袖構築土であ

る。16･17層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　直線的に外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大35㎝を測る。
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【床面】　平坦である。16･17層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から3基検出した。全ての柱穴から柱痕跡を確認したが、性格は不明である。また、周溝底面から、壁

柱穴と考えられる45基の小ピットを検出した。

【周溝】　検出した範囲においては、カマド直下と南西コーナーを除き、壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝

の規模は、幅24㎝、深さ6 ～ 21㎝を測る。

【カマド】　北壁中央に位置し、壁面に対し直交して付設される。煙道部上面と東袖の一部は、上層遺構により失われて

いる。袖の規模は、西袖が長さ54㎝、幅27㎝、東袖が長さ60㎝、幅39㎝を測る。北壁に対し、両袖とも直交する。

　燃焼部の規模は、奥行き57㎝、幅27㎝、奥壁高15㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。底面は平坦で、奥壁は外

傾して立ち上がる。底面では、炭化物の拡がりを検出した。また、燃焼部中央やや西側から、支脚と考えられる自然礫

を直立した状態で検出した。

　煙道部の規模は、長さ174㎝、幅42㎝、深さ3 ～ 9㎝を測る。底面は緩やかに起伏し、先端に向かって下がる。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面が掘り込まれる。深さは2 ～ 24㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏7点･鉢1点･甕5点･ミニチュア1点、須恵器蓋1点･坏3点･壺1点、金属製品1点、礫石

器1点を掲載した(第164 ～ 166図)。

　土師器坏7点(第164図- 1 ～ 7)は、2･ 7は床面直上、6はカマド袖構築土、5は掘り方堆積土、1･ 3･ 4は住居堆

積土からの出土である。1は、北武蔵型土師器(清水型関東系土器)の特徴を有する。底部は丸底で、半球形に内湾す

る体部から、「S」字状に緩やかに外傾する器形を呈する。口縁部と体部の境は、内外面稜を持つ。調整は、口縁部内

外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが施される。2 ～ 7は、底部は丸底もしくは平底状の丸底で、

扁平に内湾する体部から、外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、3 ～ 5は外面に段、内面に

稜を持ち、６は外面に不明瞭な段を持つ。７は外面に稜を持ち、内面は段･稜を持たない。調整は、口縁部外面ヨ

コナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキを基調とし、5の体部外面はヘラミガキが施される。3･ 4･ 6の内面は、

黒色処理される。

　土師器鉢(第165図- 1)は、住居堆積土からの出土である。半球形に内湾する体部から、直立する口縁部にいたる

器形を呈する。口縁部と体部の境は、不明瞭な段を持つ。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面

ヘラミガキが施される。内面は、黒色処理される。

　土師器甕(第165図- 2 ～ 6)は、2･ 3･ 6は床面直上、4･ 5は住居堆積土からの出土である。2は、やや胴長の球

胴の胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。3･ 4は長胴の胴部から、3は外傾、4は短く外反する口縁部に

いたる器形を呈する。5･ 6は、膨らみを持たない長胴の胴部から、5は外傾する口縁部にいたる器形を呈する。胴部

の最大径は、いずれも中位に持つ。口縁部と胴部の境は、2･ 4は段、5は不明瞭な段、3は稜を持つ。調整は、口縁

部内外面ヨコナデ、胴部内面ヘラナデが共通し、胴部外面はハケメ･ヘラナデ･ヘラミガキ･ヘラケズリが施される。

　土師器ミニチュア(第165図-7)は、住居堆積土からの出土である。体部から口縁部は直線的に外傾する器形を呈し、

内外面ともヘラナデが施される。

　須恵器蓋(第166図- 1)は、住居堆積土からの出土である。カエリを持たず、天井部は平坦で、体部は直線的に外

傾し、口縁部は短く垂下する器形を呈する。

　須恵器坏(第166図- 2 ～ 4)は、いずれも住居堆積土からの出土である。底部は、2は平底、3･ 4は平底と推定さ

れ、体部から口縁部が直線的に外傾する器形を呈する。2の底部切り離し技法は、回転ヘラ切りである。3の底部切り

離し技法は不明だが、底部は回転ヘラケズリが施される。

　須恵器壺(第166図- 5)は、住居堆積土からの出土である。球形の体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈し、
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第163図　SI111竪穴住居跡
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口唇部は短く内傾する。外面の一部と内面全面に、漆の付着がみられた。

　金属製品(第166図-6)は、住居堆積土から出土した釘である。

　礫石器(第166図- 7)は、楕円礫を用いた大型の敲石である。側縁部に敲打痕が確認され、敲打により平坦面を形

成する。石材は軟質な石英安山岩質凝灰岩を使用している。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器坏(第164図- 2･ 7)、土師器甕(第165図- 2･ 3･ 7)、カマ

ド袖構築土から出土した土師器坏(第164図- 6)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられる。本書の時期区分では、5a期

(7世紀中葉～後葉)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示している。
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C-269

C-269

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

C-265

C-265

西台畑遺跡 4・5・7次

C-268

C-268

西台畑遺跡 4・5・7次

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 灰白色火山灰･焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロック･褐灰色粘土ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 径20 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を少量、焼土粒を微量に含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、一部に焼土粒･炭化物粒を多量に含む。
5 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
6 10YR2/1 黒色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
7 10YR5/8 黄褐色 砂質シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

周溝

8a 10YR4/1 褐灰色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
8b 10YR5/8 黄褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロック少量含む。
9a 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜の黒色シルトブロックを少量含む。
9b 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

カマド

10 10YR3/3 暗褐色 シルト 径20㎜の白色粘土ブロックを多量、焼土ブロック･炭化物粒を微量に含む。(天井崩落土)
11 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 白色粘土ブロック･焼土粒･炭化物粒を多量に含む。
12 10YR1.7/1 黒色 シルト 炭化物層。
13 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト 白色粘土ブロックを微量に含む。(天井崩落土)

14a 5YR3/6 暗褐色 シルト 径5㎜の焼土ブロック･炭化物を含む。
14b 7.5YR5/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、白色粘土ブロック･焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

カマド袖 15 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、白色粘土ブロック･炭化物粒を微量に含む。

掘り方

16a 5Y5/1 灰色 粘土質シルト 炭化物粒を少量、下部に酸化鉄を含む。グライ化。
16b 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の黒色シルトブロック･灰褐色粘土を少量、炭化物粒を微量に含む。
16c 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
17 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜の黒色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 白色粘土ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

P2
1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック･白色粘土ブロックを少量含む。

P3

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)

3a 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 褐色シルトブロックを少量含む。
3b 10YR5/8 黄褐色 粘土質シルト 黒褐色シルトを微量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 円形 33×30 12
P2 不整楕円形 36×30 21
P3 楕円形 90×69 33

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-262 17街区 SI111 住居堆積土
下層 土師器 坏 口縁

～底 (13.4) - 4 .2 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ、
体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ、
体:ﾍﾗﾅﾃﾞ 80

2 C-263 17街区 SI111 床面直上 土師器 坏 完形 14.0 - 4 .0 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ、
体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ

内外面口縁部に棒状工
具による刺突あり、内面
に黒色物質付着

80

3 C-267 17街区 SI111 住居堆積土
中層 土師器 坏 口縁

～体 (15.4) - (3 .9 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ、
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 80

4 C-269 17街区 SI111 住居堆積土
中層 土師器 坏 略完形 17.5 - 4 .0 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 80

5 C-264 17街区 SI111 掘り方堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (17.9) - (4 .3 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ

体:ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内外面摩耗 80

6 C-268 17街区 SI111 カマド袖
構築土 土師器 坏 口縁

～体 (16.0) - (3 .5 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ、
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 80

7 C-265 17街区 SI111 床面直上 土師器 坏 略完形 16.8 - 4 .5 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ、
体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 80

SI111　堆積土註記表

SI111　施設堆積土註記表

SI111　施設観察表

1( 住居堆積土下層 ) 2( 床面直上 ) 3( 住居堆積土中層 )

4( 住居堆積土中層 ) 5( 掘り方堆積土 )

第164図　SI111竪穴住居跡出土遺物(1)

6( カマド袖構築土 ) 7( 床面直上 )
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C-266

C-266

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

C-271

C-273

C-270

C-272

C-274 C-377
図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-266 17街区 SI111 住居堆積土
中層 土師器 鉢 口縁

～体 (24.4) - (8 .5 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ、
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 80

2 C-273 17街区 SI111 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (14.9) - (13 .8 )

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾊｹﾒ、
胴下半:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 80

3 C-271 17街区 SI111 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 14.1 - (17 .7 )

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ→
下半:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱摩耗 80

4 C-272 17街区 SI111 住居堆積土
中層 土師器 甕 口縁

～胴 (15.2) - (17 .7 )
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾊｹﾒ、
胴下半:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱、外面一部摩耗 80

5 C-270 17街区 SI111 住居堆積土
中層 土師器 甕 口縁

～胴 (20.2) - (25 .4 )
口縁:ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ
→ﾍﾗﾐｶﾞｷ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱摩耗 81

6 C-274 17街区 SI111 床面直上 土師器 甕 胴～底 - (6 .7 ) (7 .5 ) 胴:ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底:ﾍﾗﾅﾃﾞ

胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ､
底:無調整 外面被熱 80

7 C-377 17街区 SI111 住居堆積土
下層 土師器 ﾐﾆﾁｭｱ 口縁

～底 (7.8) 6 .5 3 .2 ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾍﾗﾅﾃﾞ 80

第165図　SI111竪穴住居跡出土遺物(2)

1( 住居堆積土中層 )

2( 床面直上 )

3( 床面直上 )

4( 住居堆積土中層 )

5( 住居堆積土中層 )

6( 床面直上 ) 7( 住居堆積土下層 )
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E-079　

E-079　

西台畑遺跡 4・5・7次

E-081　

E-081　

西台畑遺跡 4・5・7次

E-080

E-080

西台畑遺跡 4・5・7次

N-014

E-078

E-078

西台畑遺跡 4・5・7次

漆付着範囲

漆付着範囲

E-082

E-082

西台畑遺跡 4・5・7次

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-33

敲

敲

Kc-33

敲

敲

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 E-078 17街区 SI111 住居堆積土
下層 須恵器 蓋 天井～

口縁 (19.6) - (1 .7 ) ﾛｸﾛ調整､
天井:回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 外面自然釉付着 80

2 E-079 17街区 SI111 住居堆積土
中層 須恵器 坏 口縁

～底 14.1 7 .3 3 .6 ﾛｸﾛ調整、
底:回転ﾍﾗ切り→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整 80

3 E-081 17街区 SI111 住居堆積土
上層 須恵器 坏 口縁

～底 (15.0) (9 .2 ) 4 .2 ﾛｸﾛ調整、
底:回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 80

4 E-080 17街区 SI111 住居堆積土
中層 須恵器 坏 口縁

～体 (19.0) - (4 .2 ) ﾛｸﾛ調整､
体下端:回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 81

5 E-082 17街区 SI111 住居堆積土
上層 須恵器 壺 口縁

～体 (8.2) - (9 .1 ) ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ調整 内外面漆付着、内面漆残
存 81

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚

6 N-014 17街区 SI111 住居堆積土
上層

金属
製品 釘 (6.9) (0 .9 ) (0 .65) (5 .7 ) 81

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

7 Kc-033 17街区 SI111 カマド燃焼部
底面 礫石器 敲石 (19.2) 11 .2 7 .2 (967 .6 ) 石英安山岩質凝灰岩 楕円礫、敲(1箇所)程度強、

被熱あり、欠損あり 81

第166図　SI111竪穴住居跡出土遺物(3)

2( 住居堆積土中層 )

3( 住居堆積土上層 )

4( 住居堆積土中層 )

1( 住居堆積土下層 )

5( 住居堆積土上層 )

6( 住居堆積土上層 )

7( カマド燃焼部底面 )
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SI112　竪穴住居跡(第167図)
【位置･確認】　17街区東半、Z- 7･ 8グリッドに位置する。南東部の1/ 4を検出した。カマドは大半が失われており、

燃焼部の一部のみ検出した。北･西側は重複遺構(SD 61･ 74、SB 7、Pit 25･ 32･ 33･ 36･ 37･ 80･ 83)と撹乱により

失われている。

【重複】　SI117、SB7、SD61･74、Pit113･115･121･123･124･144･147と重複関係にあり、SD61･74、SB7

より古く、SI117、Pit113･115･121･123･124･144･147より新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北261㎝、東西252㎝を測る。平面形状は、主柱穴と考えられるP 1 ～４
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SI112竪穴住居跡

被熱範囲

0 2m(1:60)

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR4/6 褐色 シルト 径20㎜のⅣ層ブロックを少量、灰白色シルトブロックを微量に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 灰白色シルトブロック･炭化物粒を微量に含む。

カマド
3 5YR5/8 明赤褐色 シルト 径30㎜の焼土ブロックと黒色シルトを含む。
4 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト 灰白色シルトブロック･焼土粒を少量、炭化物粒を微量に含む。
5 7.5YR1 .7/1 黒色 粘土質シルト 焼土ブロック･炭化物粒を少量含む。

掘り方
6 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径30㎜の黒褐色シルトブロック･焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
7 10YR5/6 黄褐色 砂質シルト 黒褐色シルト粒を少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

第167図　SI112竪穴住居跡

SI112　堆積土註記表

205

の位置関係から方形と推定される。

【方向】　東壁基準でN-171°-Eである。

【堆積土】　7層に分層された。1･ 2層は住居堆積土で、褐色･暗褐色シルトを主体とし、Ⅳ層ブロック･灰白色シルト

ブロックを含む。3 ～ 5層はカマド関連層位で、3･ 5層は焼土ブロックと炭化物を含む。6･ 7層は、掘り方堆積土であ

る。

【壁面】　外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大6㎝を測る。

【床面】　おおむね平坦である。6･7層上面を床面としている。

【柱穴】　4基検出した。規模と位置関係およびP 2以外の柱穴では柱痕跡を確認したことから、これら4基は主柱穴に

相当すると考えられる。

【周溝】　検出していない。

【カマド】　燃焼部の一部を検出した。残存する規模は、奥行き36㎝、幅48㎝、深さ26㎝を測る。奥壁は、住居から

張り出していたと考えられる。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　検出した範囲では、全面が掘り込まれる。深さは9㎝を測る。

【出土遺物】　堆積土中より土師器･須恵器の破片が少量出土しているが、図化できるような遺物はなかった。

【時期】　伴う土器はないが、本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)以前と考えられるSI 117より新しい。このこと

から、本竪穴住居跡の時期は5a期以降と考えられる。
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部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
3 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロック･黒色シルトブロックを少量含む。

P2
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 黒色シルトブロック･灰白色シルトブロックを多量に含む。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト 黒色シルトブロックを少量含む。

P3
1 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロック･炭化物粒を少量含む。(柱痕跡)
2 10YR4/4 褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･焼土粒･炭化物粒を少量含む。

P4
1 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 灰白色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 径30㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不整円形 (57)×48 24
P2 不明 36×(18) 12

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P3 円形 42×36 42
P4 楕円形 54×(45) 24

SI112　施設堆積土註記表

SI112　施設観察表
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SI113　竪穴住居跡(第168 ～ 173図)
【位置･確認】　17街区東半、Z-8グリッドに位置する。西側と南側は重複遺構(SI109、SK101)と撹乱により失われて

いる。

【重複】　SI109･117、SM3と重複関係にあり、SI117、SM3より新しく、SI109より古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北179㎝、東西336㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定される。

【方向】　カマド煙道部基準でN-8°-Eである。

【堆積土】　大別20層、細別31層に分層された。1 ～ 4層は住居堆積土で、暗褐色シルト･粘土質シルトを主体とし、

Ⅳ層ブロック･焼土粒･炭化物粒を含む。5層は、周溝堆積土である。6 ～ 11層はカマド関連層位で、暗褐色･黒褐

色･にぶい黄褐色シルトないし粘土質シルトを主体とし、Ⅳ層ブロック･焼土粒･炭化物粒を含む。12･ 13層は、カマ

ド袖構築土である。14 ～ 17層は、カマド掘り方堆積土である。18 ～ 20層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　直線的に外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大33㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦である。18 ～ 20層上面を床面としている。

【柱穴】　1基検出した。規模と位置関係から、主柱穴に相当すると考えられる。

【周溝】　検出した範囲においては、カマド直下を除き壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅36

㎝、深さ15㎝を測る。

【カマド】　北壁中央に位置すると考えられ、壁面に直交して付設される。燃焼部と煙道部の境で、炭化物の拡がりを

検出した。袖の規模は、西袖が長さ51㎝、幅27㎝、東袖が長さ60㎝、幅45㎝を測る。北壁に対し、西袖は西傾し、

東袖はわずかに東傾する。

　燃焼部の規模は、奥行き51㎝、幅39㎝、奥壁高21㎝を測り、奥壁は住居から張り出す。底面は奥壁に向かって緩

やかに上がり、奥壁は外傾して立ち上がる。

　煙道部の規模は、長さ102㎝、幅42㎝、深さ12 ～ 26㎝を測る。底面はほぼ平坦で、先端に向かって緩やかに上

がる。

【その他の施設】　北東コーナーで、土坑1基を検出した。平面形状は隅丸長方形で、深さ30㎝を測る。堆積土下層

から、土師器甕が横倒しの状態で2個体出土している。規模と位置関係、遺物の出土状況から、SK 1は貯蔵穴と考え

られる。

【掘り方】　検出した範囲では、全面に掘り込まれる。深さは11㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏1点･高坏1点･壺1点･甕2点、須恵器高坏1点･壺1点、平瓦4点、礫石器1点を掲載した

(第170 ～ 173図)。

　土師器坏(第170図- 1)は、住居堆積土からの出土である。底部は丸底と推定され、半球形に内湾する体部から内

傾する口縁部にいたる器形を呈する。調整は、口縁部外面ヨコナデのち一部ヘラミガキ、体部外面と内面はヘラミガキ
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第168図　SI113竪穴住居跡(1)

207

が施される。内面は、黒色処理される。

　土師器高坏(第170図- 2)は、床面直上からの出土である。坏部は、緩やかに内湾する体部から外傾する口縁部に

いたる。口縁部と体部の境は、外面に稜を持つ。脚部は「ハ」字状に外傾し、裾部はラッパ状に外傾する。調整は、口

縁部外面ヨコナデ、体部･脚部外面ヘラケズリ、裾部内外面ヨコナデ、坏部内面ヘラミガキ、脚部内面ヘラナデが施さ

れる。坏部内面は、黒色処理される。

　土師器壺(第170図- 3)は、カマド煙道部堆積土からの出土である。底部は平底で、球形に内湾する体部から、短く

外反する口縁部にいたる器形を呈する。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが

施される。口縁部～体部内外面に漆の付着がみられ、体部外面下半と体部内面の一部には布目状に漆の付着がみられる。

　土師器甕2点(第170図- 4･ 5)は、床面施設(SK 1)堆積土から横倒しの状態で出土している。４は、底部は底径の

大きい平底で、球胴の胴部を持つ。胴部の最大径は中位に持つ。口縁部は、使用時に輪積み部分を境に剥落したと

考えられ、剥落した部分を再調整して口縁部としている。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリ、胴部

内面ヘラナデが施される。5は、長胴の胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は中位に持つ。

口縁部と胴部の境は、不明瞭な段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケメのち下半ヘラケズリ、胴

部内面ヘラナデが施される。

　須恵器高坏(第170図- 6)は、住居堆積土からの出土である。底部と体部の境は屈曲し、体部から口縁部は直線的

に外傾する器形を呈する。体部外面下半は、回転ヘラケズリのちヘラナデが施される。

　須恵器壺(第170図- 7)は、カマド煙道部堆積土からの出土である。底部切り離し技法は回転ヘラ切りで、その後、

高台が貼り付けられる。体部は内湾して立ち上がる。体部外面･内面底部に自然釉、高台には焼台が付着する。

　平瓦(第171図- 1 ～ 3、第172図- 1)は、第171図- 2はカマド煙道部堆積土､ 第171図- 3は床面施設(SK 1)、第

171図- 1･第172図- 1は住居堆積土からの出土である。いずれも周縁はヘラケズリが施される。凹面には、糸切り痕

･模骨痕･布目痕、凸面には縄タタキ目のち一部の瓦にナデが観察される。

　礫石器(第173図- 1)は、住居堆積土からの出土である。棒状礫を素材とする敲石で、下端部に敲打痕が確認され

る。上半部は欠損している。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器高坏(第170図- 2)、床面施設(SK 1)から出土した土師器

甕(第170図-4･5)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられる。本書の時期区分では、5a期(7世紀中葉～後葉)の土器で

あり、本竪穴住居跡の時期を示している。
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SI113竪穴住居跡

C-278

G-001

G-002

C-279

被熱範囲

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1a 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
1b 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロック･焼土粒･炭化物粒を少量含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒を微量に含む。下部にⅣ層ブロックを帯状に含む。(厚20㎜程度)

3a 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3b 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
4a 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、上部に炭化物を含む。
4b 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロック、炭化物粒を微量に含む。

周溝 5 10YR4/1 褐灰色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量含む。

カマド

6 10YR3/4 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土･炭化物を斑状に少量含む。
7a 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層粒を少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
7b 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒を多量、焼土粒を少量含む。
8 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒を少量、焼土粒を微量に含む。

9a 7.5YR3/3 暗褐色 粘質シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･焼土ブロック･炭化物粒を多量に含む。
9b 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10㎜の焼土ブロック･炭化物粒を多量に含む。
9c 5YR4/4 にぶい赤褐色 砂質シルト 焼土粒･炭化物粒を多量、径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
10 2.5YR3/2 暗赤褐色 粘土質シルト 焼土粒を多量、炭化物粒を少量含む。

11a 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒を少量含む。
11b 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。

カマド袖
12 10YR3/4 暗褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･焼土粒･炭化物粒を少量含む。
13 10YR4/4 褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。

カマド掘り方

14 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の焼土ブロック･炭化物粒を少量含む。
15a 5YR4/3 にぶい赤褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜の焼土ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
15b 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･径10㎜の焼土ブロック･炭化物粒を少量含む。
15c 5YR5/3 明赤褐色 シルト Ⅳ層ブロック･焼土･炭化物を含む。
16 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
17 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒を微量に含む。

掘り方

18a 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
18b 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜の暗褐色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
19a 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
19b 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
20 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径10㎜の暗褐色シルトブロック･灰白色シルトブロックを少量含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1

1 7.5YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロック･焼土粒･炭化物粒を少量含む。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、暗褐色シルトを互層状に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
4 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロック･径10㎜の黒褐色シルトブロックを少量含む。
5 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜の褐色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

SK1
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･灰白色シルトブロックを少量、焼土粒･炭化物を微量に含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 円形 (72)×66 33
SK1 隅丸長方形 102×87 30

第169図　SI113竪穴住居跡(2)

SI113　堆積土註記表

SI113　施設堆積土註記表

SI113　施設観察表
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C-275

C-276

漆付着範囲

C-277

C-279

C-278

0 10cm(1:3)

E-083　

E-083　

西台畑遺跡 4・5・7次

自然釉付着範囲

焼台範囲

自然釉付着範囲

焼台範囲

E-084

E-084

西台畑遺跡 4・5・7次

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-275 17街区 SI113 住居堆積土
下層 土師器 坏 口縁

～体 (9.7) - (3 .9 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 81

2 C-276 17街区 SI113 床面直上 土師器 高坏 略完形 13.4 8 .2 8 .6
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～脚:ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
裾:ﾖｺﾅﾃﾞ

坏:ﾍﾗﾐｶﾞｷ､脚:ﾍﾗｹｽﾞﾘ
→ﾍﾗﾅﾃﾞ
裾:ﾖｺﾅﾃﾞ

内面坏部黒色処理､外面
摩耗 81

3 C-277 17街区 SI113 カマド煙道部
堆積土下層 土師器 壺 略完形 8.0 5 .9 8 .9

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底:木葉痕→ﾍﾗﾅﾃﾞ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底:ﾍﾗﾅﾃﾞ

内外面口縁～体部漆付
着、外面体部下半と内面
体部に布目状に漆付着

81

4 C-279 17街区 SI113 SK1堆積土
下層 土師器 甕 頸～底 - 11.5 (17 .3 ) 頸:ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ

外面被熱摩耗､口縁部は
欠損後に再調整し口縁と
して使用

81

5 C-278 17街区 SI113 SK1堆積土
下層 土師器 甕 口縁

～胴 15.0 - (19 .8 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱摩耗 81

6 E-083 17街区 SI113 住居堆積土
下層 須恵器 高坏 坏部 (10.2) - (3 .7 ) ﾛｸﾛ調整、坏部下半:回転

ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整 81

7 E-084 17街区 SI113 カマド煙道部
堆積土下層 須恵器 壺 体～

高台 - 9.0 (6 .0 )
ﾛｸﾛ調整→回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底:回転ﾍﾗ切り→高台貼
付

ﾛｸﾛ調整
高台に焼台付着、外面体
～底部･内面底部自然釉
付着

81

第170図　SI113竪穴住居跡出土遺物(1)

4(SK1 堆積土下層 )

1( 住居堆積土下層 )

2( 床面直上 )

3( カマド煙道部堆積土下層 )

5(SK1 堆積土下層 )

6( 住居堆積土下層 )

7( カマド煙道部堆積土下層 )
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図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
凸面調整 凹面調整 備考 写真 

図版全長 幅 厚

1 G-002 17街区 SI113 住居堆積土
下層 瓦 平瓦 (18.3) 29 .6 1 .7 縄ﾀﾀｷ目→ﾅﾃﾞ、狭端面圧痕 糸切り痕→模骨痕･布目痕、

側縁：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 82

2 G-004 17街区 SI113 カマド
堆積土 瓦 平瓦 (7.3) (11 .0 ) 2 .1 縄ﾀﾀｷ目→ﾅﾃﾞ 糸切り痕→模骨痕･布目痕

→一部ﾅﾃﾞ､側縁:ﾍﾗｹｽﾞﾘ 82

3 G-003 17街区 SI113 SK1堆積土
中層 瓦 平瓦 (19.6) (13 .2 ) 2 .1 縄ﾀﾀｷ目→ﾅﾃﾞ 糸切り痕→模骨痕･布目痕、

側縁：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 狭端面周縁･側縁に工具痕 81

0 10cm(1:3)

第171図　SI113竪穴住居跡出土遺物(2)
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図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
凸面調整 凹面調整 備考 写真 

図版全長 幅 厚

1 G-001 17街区 SI113 住居堆積土
下層 瓦 平瓦 (29.4) 29 .9 2 .0 縄ﾀﾀｷ目 糸切り痕→模骨痕･布目痕→

一部ﾅﾃﾞ､側縁:ﾍﾗｹｽﾞﾘ 82

第172図　SI113竪穴住居跡出土遺物(3)
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居
堆
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下
層
)
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西台畑遺跡4・5・7次

Kc-22

Kc-22
0 10cm(1:3)

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

1 Kc-022 17街区 SI113 住居堆積土
上層 礫石器 敲石 (7.2) 4 .9 3 .6 (146 .47) 凝灰岩 棒状礫、敲(1箇所)程度強、線条痕あり、刃物痕あり、

欠損あり 82

第173図　SI113竪穴住居跡出土遺物(4)

1( 住居堆積土上層 )

212

SI114　竪穴住居跡(第174･175図)
【位置･確認】　17街区東半、Z-8･9グリッドに位置する。西壁･北壁と東半は重複遺構(SI110)と撹乱により失われて

いる。

【重複】　SI110･116と重複関係にあり、SI116より新しく、SI110より古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北405㎝、東西189㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定され

る。

【方向】　南壁基準でN-80°-W である。

【堆積土】　8層に分層された。1 ～ 4層は住居堆積土で、黒褐色シルトを主体する層が多く、炭化物粒･焼土粒を含

む。5層は、周溝堆積土である。6 ～ 8層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　直線的に外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大39㎝を測る。

【床面】　平坦である。6･7層上面を床面としている。

【柱穴】　掘り方から2基検出した。P 1は、規模と位置関係、柱材が確認されたことから主柱穴に相当すると考えられ

る。P2の性格は、不明である。

【周溝】　検出した範囲では、壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅33㎝、深さ15㎝を測る。

【カマド】　検出されなかった。元より付設されなかったのか、重複遺構、撹乱により失われたのか不明である。

【その他の施設】　床面から土坑1基を検出した。住居南東側に位置し、平面形状は楕円形を呈する。

【掘り方】　検出した範囲では、全面に掘り込まれる。深さは6 ～ 21㎝を測る。南壁際の底面で、工具痕を検出した。

【出土遺物】　土師器坏1点、金属製品1点、石製品1点を掲載した(第175図)。

　土師器坏は、住居堆積土からの出土である。北武蔵型土師器(清水型関東系土器)の特徴を有する。扁平に内湾す

る体部から、「S」字状に緩やかに外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、内外面とも稜を持つ。

調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが施される。

　金属製品は、住居堆積土から出土した鉄鏃である。

　石製品は、住居堆積土からの出土である。凝灰岩製の砥石である。表裏面･両側面･下端面に砥面が確認され、線

条痕･溝状痕が多数観察される。側面形は、使用により湾曲している。石質は緻密で、仕上砥に相当する。

【時期】　伴う土器はないが、本書の時期区分5bⅱ期(8世紀前葉)の土器を伴うSI110より古いことから、本竪穴住居

跡の時期は5bⅱ期以前と考えられる。
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SI114竪穴住居跡

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR3/4 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、灰白色火山灰･炭化物粒を微量に含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜の褐色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･焼土ブロック･炭化物粒を多量、焼土粒を微量に含む。
4 10YR5/6 黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 20㎜の褐色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

周溝 5 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

掘り方
6 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
7 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の黒色シルトブロックを少量含む。
8 10YR2/1 黒色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR4/4 褐色 シルト 褐色シルトブロックを微量に含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロック･黒褐色シルトを含む。白色粘土ブロックを微量に含む。
4 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色シルトブロックを少量含む。
5 10YR2/1 黒色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。
6 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P2 1 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

SK1
1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、径10㎜の焼土ブロック･炭化物粒を微量に含む。
2 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを微量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 円形 72×(69) 48
P2 円形 24×(21) 21
SK1 楕円形 93×75 18

第174図　SI114竪穴住居跡

SI114　堆積土註記表

SI114　施設堆積土註記表

SI114　施設観察表
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C-280

C-280

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-02

Kd-02

N-016
図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-280 17街区 SI114 住居堆積土
上層 土師器 坏 口縁

～体 (17.2) - (3 .4 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾍﾗﾅﾃﾞ 82

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

3 Kd-002 17街区 SI114 住居堆積土
上層 石製品 砥石 9.9 3 .7 2 .2 110 .95 凝灰岩 砥面5面、線条痕あり、刃物痕あり 82

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚

2 N-016 17街区 SI114 住居堆積土
下層

金属
製品 鉄鏃 13.5 (1 .6 ) (7 .5 ) (24 .0 ) 82

第175図　SI114竪穴住居跡出土遺物

1( 住居堆積土上層 )

2( 住居堆積土下層 )

3( 住居堆積土上層 )
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SI115　竪穴住居跡(第176 ～ 178図)
【位置･確認】　17街区東半、Z- 7･ 8グリッドに位置する。南東部の1/ 4を検出した。北側と東側は、重複遺構

(SI107･SD76)と撹乱により失われている。

【重複】　SD76･SM3と重複関係にあり、SM3より新しく、SD76より古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北372㎝、東西306㎝を測る。平面形状は、不明である。

【方向】　西壁基準でN-11°-Eである。

【堆積土】　大別8層、細別9層に分層された。1 ～ 4層は住居堆積土で、灰黄褐色･褐色･暗褐色･黒褐色シルトを

主体とし、焼土粒･炭化物粒を含む。5･6層は、周溝堆積土である。7･8層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　わずかに外反して立ち上がる。残存する壁高は、最大39㎝を測る。

【床面】　おおむね平坦である。7･8層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から2基、掘り方から3基検出した。P 1･ 2は、規模と位置関係および柱痕跡が確認されたことから、主

柱穴に相当すると考えられる。P 2 の住居堆積土上層では、複数の円礫を検出した。また、堆積土中からは須恵器坏(

第177図- 3)が出土している。この須恵器坏は、SD 61出土の破片資料との接合関係が認められた。このことから、円

礫および須恵器坏は、柱の抜き取り後に流入したものと考えられる。掘り方で検出したP4･5のうち、P5では柱痕跡を

確認したが、性格は不明である。

【周溝】　検出した範囲においては、南壁と西壁では壁際に沿って周り、南西コーナーでは壁面からやや離れた位置を

周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅36㎝、深さ21㎝を測る。

【カマド】　検出していない。

【その他の施設】　掘り方から土坑1基を検出した。P5と重複関係にあり、P5より古い。平面形状は不明である。

【掘り方】　全面が掘り込まれ、中央が島状に高まる。深さは1 ～ 21㎝を測る。

【出土遺物】　土師器鉢1点･甕1点、須恵器坏1点･壺2点･甕1点、瓦2点、金属製品3点、石製品1点、礫石器1

点を掲載した(第177･178図)。
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第176図　SI115竪穴住居跡
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部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 灰白色火山灰を斑状に少量、径10 ～ 20㎜の黒色シルトブロックを微量に含む。
2 10YR4/4 褐色 シルト Ⅳ層ブロック･炭化物粒を微量、上部にⅣ層が薄く堆積(厚10㎜ )
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 径20㎜のⅣ層ブロック･径10 ～ 50㎜の黒色シルトブロック･焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
4 10YR2/2 黒褐色 シルト 炭化物粒を少量含む。

周溝
5a 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層粒を少量、炭化物粒を微量に含む。
5b 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
6 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 黒色シルト粒を少量、炭化物粒を微量に含む。

掘り方
7 10YR3/1 黒褐色 砂質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、灰白色粘土粒を微量に含む。
8 10YR2/1 黒色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 黒色シルトブロック･褐色シルトブロックを少量含む。
3 2.5YR4/6 オリーブ褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P2
1 5Y4/1 灰色 粘土質シルト 径20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を含む。(柱痕跡)
2 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 黒色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P3 1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、黒色シルトブロックを少量含む。
P4 1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。一部グライ化。

P5

1a 2 .5Y4/1 黄灰色 粘土質シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを多量、酸化鉄斑を少量含む。全体がグライ化。(柱痕跡)
1b 5Y4/2 灰オリーブ色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量、酸化鉄斑を微量に含む。全体がグライ化。(柱痕跡)
2 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層粒を少量、炭化物粒を微量に含む。全体がグライ化。

3a 10YR2/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量含む。一部グライ化。
3b 5Y6/1 灰色 粘土質シルト 酸化鉄斑を多量、径10 ～ 20㎜の灰色粘土ブロックを少量含む。全体がグライ化。

SK1 1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不整楕円形 (66)×54 36
P2 楕円形 72×48 66
P3 不整楕円形 36×30 30

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P4 不整楕円形 39×24 12
P5 不明 84×45 42
SK1 不明 69×48 15

SI115　堆積土註記表

SI115　施設堆積土註記表

SI115　施設観察表
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　土師器鉢(第177図- 1)は、住居堆積土からの出土である。底部は平底で、半球形に内湾する体部からわずかに外

傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持つ。調整は口縁部外面ヨコナデ、

体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施される。内面は、黒色処理される。

　土師器甕(第177図- 2)は、住居堆積土からの出土である。内湾する胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈す

る。胴部の最大径は中位に持つ。口縁部と胴部の境は、段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケメ

のち下端ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデが施される。

　須恵器坏(第177図- 3)は、床面施設(P 2)堆積土からの出土であるが、前述の通り本竪穴住居跡には伴わないと考

えられる。底部は丸底で、扁平に内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。調整は、ロクロ調整のの

ち体部外面は全面に手持ちヘラケズリが施される。

　須恵器壺2点(第177図- 4･ 5)は、住居堆積土からの出土である。4は、肩部と体部の境は強く屈曲し、肩部は丸

みを持って内湾する。5は、体部は内湾して立ち上がる。底部は、回転ヘラケズリが施されたのち、高台が貼り付けられる。

　須恵器甕(第177図-6)は、住居堆積土からの出土である。球胴と推定される胴部から外傾する口縁部にいたる器形

を呈する。口縁端部は、肥厚する。

　瓦(第177図- 7、第178図- 1)は、住居堆積土から出土した丸瓦(第178図- 1)と平瓦(第177図- 7)である。第

178図- 1は、側縁はヘラケズリが施され、凸面は縄タタキ目、凹面は布目痕が観察される。第177図- 7は、側縁は

ヘラケズリが施され、凹面は糸切り痕･模骨痕･布目痕、凸面は縄タタキ目のちナデが観察される。

　金属製品(第178図-2 ～ 4)は、いずれも住居堆積土からの出土である。2は鎌、3は刀子、4は鉄鏃である。

　石製品(第178図- 5)は不明石製品で、住居堆積土からの出土である。剥片の縁辺に剥離を施している。石材は軟

質な石英安山岩質凝灰岩を使用している。

　礫石器(第178図- 6)は、床面直上からの出土である。楕円礫を素材とする敲石である。上端部及び側縁部敲打痕

が確認される。

【時期】　伴う土器や、時期の判る遺構との重複関係がなく、本竪穴住居跡の細別時期は不明である。
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C-281

C-281

西台畑遺跡 4・5・7次

C-282

0 10cm(1:3)

E-085

E-085

西台畑遺跡 4・5・7次

E-087

E-086

E-086

西台畑遺跡 4・5・7次

E-088

G-005
図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-281 17街区 SI115 住居堆積土
下層 土師器 鉢 口縁

～底 17.3 7 .4 8 .0 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、歪みあり 82

2 C-282 17街区 SI115 住居堆積土
中層 土師器 甕 口縁

～底 (13.3) 8 .0 (17 .1 )
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ→沈線1条､
胴:ﾊｹﾒ､胴下端:ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底:木葉痕→ﾍﾗﾅﾃﾞ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱摩耗 82

3 E-085 17街区 SI115 P2堆積土 須恵器 坏 口縁
～底 (13.8) - (3 .9 ) ﾛｸﾛ調整、

体～底:手持ちﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 SD61出土破片資料と接
合 82

4 E-087 17街区 SI115 住居堆積土
中層 須恵器 壺 体 - - (10 .1 ) ﾛｸﾛ調整→回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 82

5 E-086 17街区 SI115 住居堆積土
中層 須恵器 壺 体～底 - (7 .1 ) (8 .8 )

ﾛｸﾛ調整、
体下半:回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ、
底:回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ

ﾛｸﾛ調整 内面底部自然釉付着 82

6 E-088 17街区 SI115 住居堆積土
中層 須恵器 甕 口縁

～肩 (24.0) - (9 .0 ) ﾛｸﾛ調整､
肩:平行ﾀﾀｷ目

ﾛｸﾛ調整､頸:ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
肩:青海波文 内外面口縁部摩耗 82

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
凸面調整 凹面調整 備考 写真 

図版全長 幅 厚

7 G-005 17街区 SI115 住居堆積土
下層 瓦 平瓦 (12.1) (12 .2 ) 2 .0 縄ﾀﾀｷ目→ﾅﾃﾞ 糸切り痕→模骨痕･布目痕、

側縁：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 83

第177図　SI115竪穴住居跡出土遺物(1)

4( 住居堆積土中層 )

1( 住居堆積土下層 )

2( 住居堆積土中層 )

3(P2 堆積土 )

7( 住居堆積土下層 )

5( 住居堆積土中層 )

6( 住居堆積土中層 )
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F-002

0 10cm(1:3)

N-017

N-018
N-019

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-46
西台畑遺跡4・5・7次

Kc-46

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-10

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-10

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
凸面調整 凹面調整 備考 写真 

図版全長 幅 厚
1 F-002 17街区 SI115 住居堆積土下層 瓦 丸瓦 (17.5) 15 .9 1 .5 縄ﾀﾀｷ目 布目痕､側縁:ﾍﾗｹｽﾞﾘ 83

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

5 Kd-010 17街区 SI115 住居堆積土中層 石製品 不明石製品 5.4 3 .9 1 .3 19 .66 石英安山岩質
凝灰岩 複数縁辺に二次加工あり、線条痕あり 83

6 Kc-046 17街区 SI115 床面直上 礫石器 敲石 13.9 6 .1 3 .0 290 .75 花崗岩 楕円礫、敲(2箇所)程度強 83

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚
2 N-017 17街区 SI115 住居堆積土上層 金属製品 鎌 (4.2) 2 .0 0 .6 (8 .7 ) 83
3 N-018 17街区 SI115 住居堆積土上層 金属製品 刀子 (9.5) 1 .6 0 .5 (24 .4 ) 83
4 N-019 17街区 SI115 住居堆積土 金属製品 鉄鏃 (11.8) (0 .2 ) 0 .3 (4 .5 ) 83

第178図　SI115竪穴住居跡出土遺物(2)

1( 住居堆積土下層 )

6( 床面直上 )

2( 住居堆積土上層 )

3( 住居堆積土上層 ) 4( 住居堆積土 )

5( 住居堆積土中層 )
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SI116　竪穴住居跡(第179･180図)
【位置･確認】　17街区東半、Z- 9グリッドに位置する。西壁の一部と北側･東側は、重複遺構(SI 110･ 114･ 119)と

撹乱により失われている。南側は、調査区外へかかる。

【重複】　SI 110･ 114･ 119･ 127、SK 135と重複関係にあり、SI 127、SK 135より新しく、SI 110･ 114･ 119より古

い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北231㎝、東西408㎝を測る。平面形状は、不明である。

【方向】　西壁基準でN-26°-Eである。

【堆積土】　大別6層、細別8層に分層された。1 ～ 3層は住居堆積土で、にぶい黄褐色シルトを主体とし、Ⅳ層ブロ

ックを含む。4層は、周溝堆積土である。5･6層は、掘り方堆積土である。
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第179図　SI116竪穴住居跡
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【壁面】　やや内湾して立ち上がる。残存する壁高は、最大18㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦である。5･6層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から3基、掘り方から3基検出した。規模、平面形状はさまざまで、P 1･ 2･ 4･ 5では柱痕跡を確認した

が、性格は不明である。

【周溝】　検出した範囲においては、壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅31㎝、深さ6㎝を測る。

【カマド】　検出していない。

【その他の施設】　掘り方から土坑1基を検出した。SK1はP5と重複関係にあり、P5より古い。性格は不明である。

【掘り方】　検出した範囲では、全面に掘り込まれる。深さは12㎝を測る。

【出土遺物】　石製品1点を掲載した(第180図)。この他に、堆積土中から土師器･須恵器片が出土しているが、図化

できるような遺物はなかった。

　石製品は、掘り方堆積土から出土した不明石製品である。素材の縁辺に剥離を施し円形に加工している。石材は軟

質な石英安山岩質凝灰岩を使用している。

【時期】　伴う土器はないが、本書の時期区分5bⅱ期(8世紀前葉)の土器を伴うSI110より古いことから、本竪穴住居

跡は5bⅱ期以前と考えられる。
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西台畑遺跡4・5・7次

Kd-14

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-14

0 10cm(1:3)

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1a 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
1b 10YR4/6 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、径10㎜の黒色シルトブロックを少量含む。
2 10YR3/1 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。

周溝 4 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。

掘り方
5a 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロック･黒色シルト粒を少量、炭化物粒を微量に含む。
5b 10YR5/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
6 10YR6/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック･径10㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR2/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロック･焼土粒･炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロック･炭化物粒･焼土粒を微量に含む。

P2
1 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径20㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。一部グライ化。
3 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 径20㎜の黒色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P3 1 7.5YR2/2 黒褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒を含む。

P4
1 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/4 褐色 シルト Ⅳ層ブロック･褐色シルトを含む。

P5

1a 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 炭化物粒を多量、焼土粒を微量に含む。(柱痕跡)
1b 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 柱材。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 径20㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックと褐色シルトを含む。黒褐色シルトを互層状に含む。

P6

1 10YR5/8 黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、褐色シルトを斑状に多量に含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径20㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR5/8 黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、褐色シルトを斑状に多量に含む。
4 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロック･炭化物粒を微量に含む。一部グライ化。

SK1

1 10YR4/1 褐灰色 シルト 径20㎜のⅣ層ブロックを多量含む。一部グライ化。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、黒色シルト粒を微量に含む。
3 10YR5/8 黄褐色 粘土質シルト 黒色シルトを斑状に多量に含む。
4 10YR4/4 褐色 シルト Ⅳ層ブロックを斑状に多量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 51×39 36
P2 楕円形 90×60 39
P3 円形 (33)×33 45
P4 不整円形 39×30 39

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P5 楕円形 69×69 57
P6 不整楕円形 45×27 51
SK1 不整楕円形 129×(87) 36

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

1 Kd-014 17街区 SI116 掘り方堆積土 石製品 不明
石製品 5.6 5 .2 1 .4 29 .12 石英安山岩質凝灰岩 複数縁辺に二次加工あり 83

SI116　堆積土註記表

SI116　施設堆積土註記表

SI116　施設観察表

第180図　SI116竪穴住居跡出土遺物

1( 掘り方堆積土 )
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SI117　竪穴住居跡(第181 ～ 183図)
【位置･確認】　17街区東半、Z-8グリッドに位置する。西半と南半は重複遺構(SI112･113、SD74、SB6･7、Pit37

･94･95･104･108･111･112･114･115･121 ～ 131)と撹乱により失われている。

【重複】　SI112･113 、SD74･75、 Pit37･94･95･104･108･111･112･114･115･121 ～ 131と重複関係にあ

り、これらより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北480㎝、東西416㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定される。

【方向】　東壁基準でN-17°-Wである。

【堆積土】　大別8層、細別11層に分層された。1 ～ 3層は住居堆積土で、上層は灰黄褐色シルト、下層は褐色･暗

褐色･黒褐色シルトを主体とし、炭化物粒を含む。4･5層は、周溝堆積土である。6 ～ 8層は、掘り方堆積土である。
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第181図　SI117竪穴住居跡(1)
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【壁面】　直線的に立ち上がる。残存する壁高は、最大9㎝を測る。

【床面】　平坦である。6 ～ 8層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から3基、掘り方から6基検出した。床面から検出したP 1 ～ 3のうち、P 1は規模と位置関係および柱

痕跡が確認されたことから主柱穴に相当すると考えられる。P 2･ 3は、P 2では柱痕跡が確認されたが性格は不明であ

る。掘り方から検出したP4 ～ 9は、P7とP9で新旧関係が認められ、P5 ～ 8で柱痕跡を確認したが性格は不明である。

【周溝】　検出した範囲においては、北壁と東壁の北半は壁際に沿って周り、東壁の南半は壁からやや離れた位置を周

る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅9 ～ 24㎝、深さ18㎝を測る。

【カマド】　検出していない。元より付設されなかったのか、重複遺構･撹乱により失われたのか不明である。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面が掘り込まれ、中央が島状に高まる。深さは5 ～ 12㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏2点、礫石器2点を掲載した(第183図)。

　土師器坏2点は、1は住居堆積土、2は掘り方堆積土からの出土である。1は、鬼高系土師器(南小泉型関東系土器

)の特徴を有する。底部は丸底と推定され、扁平に内湾する体部から短く外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁

部と体部の境は、外面に段、内面に弱い稜を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデのち一部ヘラミガキ、体部外面お

よび内面ヘラミガキが施される。2は、底部は丸底で、扁平に内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈す

る。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持つ。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘ

ラミガキが施される。内面は、黒色処理される。

　礫石器2点は、3は床面直上、4は床面施設(P 8)から出土した楕円礫を素材とする礫石器である。3は、表面に線

条痕を伴う磨面と下端部に敲打痕が確認される。4は、表裏面・側縁部・下端部に敲打痕が確認される。表面器体中

央には、凹痕が確認される。

【時期】　伴う土器はないが、本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)の土器を伴うSI 113より古いことから、本竪穴

住居跡の時期は、5a期以前と考えられる。
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部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
2a 10YR4/4 褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。
2b 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。
3 10YR3/1 黒褐色 シルト 白色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

周溝
4a 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。
4b 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。
5 10YR4/6 褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

掘り方

6a 10YR6/6 明黄褐色 砂質シルト 褐色シルトブロックを少量含む。
6b 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
7 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロック･灰白色粘土ブロックを多量に含む。
8 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量、黒色シルトブロックを微量に含む。

第182図　SI117竪穴住居跡(2)-掘り方完掘時施設検出状況

SI117　堆積土註記表

222

西台畑遺跡4・5・7次P175～254_初.indd   222 2013/03/02   21:44:54



C-283

C-283

西台畑遺跡 4・5・7次

C-284

C-284

西台畑遺跡 4・5・7次
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Kc-45

凹
敲

敲

部位 層位 土色 土性 備考

P1

1 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。(柱痕跡)
2 10YR5/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
3 10YR6/4 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
4 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、径5 ～ 20㎜の焼土ブロック･炭化物粒を少量含む。
5 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P2

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR5/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。
3 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 径5㎜の黒色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
4 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック･黒褐色シルト粒を少量含む。

P3
1 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロック･炭化物粒を少量、焼土粒を微量に含む。
2 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒を微量に含む。

P4
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。

P5
1a 10YR3/2 黒褐色 シルト 灰白色粘土粒･焼土粒･炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
1b 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径5 ～ 40㎜のⅣ層土ブロックを少量、焼土粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 褐色シルトブロックを多量に含む。

P6
1 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層土ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 褐色シルトブロックを少量、黒色シルトブロックを微量に含む。

P7
1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。
2 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 灰白色粘土･黒色シルトブロックを微量に含む。(柱痕跡)
3 10YR4/4 褐色 シルト 黒色シルトブロックを多量に含む。

P8

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 黒色シルトブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
2 10YR2/3 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロック･炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)

3a 10YR3/1 黒褐色 シルト 径30 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
3b 10YR4/4 褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。

P9
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径5㎜の灰白色粘土ブロックを少量含む。
2 10YR4/1 褐灰色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 66×54 63
P2 不整円形 63×54 21
P3 不整円形 39×36 60
P4 円形 36×36 24
P5 不整楕円形 (69)×45 36

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P6 不整楕円形 (45)×(36) 39
P7 円形 27×24 60
P8 楕円形 42×39 39
P9 不整円形 27×(24) 36

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-283 17街区 SI117 住居堆積土
上層 土師器 坏 口縁

～体 (16.4) - (3 .2 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 83

2 C-284 17街区 SI117 掘り方堆積土 土師器 坏 略完形 16.6 - 5 .1 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面摩耗 83

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚
3 Kc-013 17街区 SI117 床面直上 礫石器 磨+敲 10.9 4 .3 2 .8 161 .85 安山岩 棒状礫、磨(1面)、敲(1箇所)程度弱、刃物痕あり 83
4 Kc-045 17街区 SI117 P8堆積土 礫石器 凹＋敲 14.0 7 .4 4 .5 676 .86 安山岩 楕円礫、凹(1箇所)深さ浅、敲(4箇所)程度強 83

第183図　SI117竪穴住居跡出土遺物

SI117　施設堆積土註記表

SI117　施設観察表

4(P8 堆積土 )

1( 住居堆積土上層 )
2( 掘り方堆積土 )

3( 床面直上 )
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SI118　竪穴住居跡(第184 ～ 187図)
【位置･確認】　17街区東半、Z- 8グリッドに位置する。南西コーナー付近と東半は、重複遺構(SI 109･ 111、SB 7)と

撹乱により失われている。

【重複】　SI109･111･126と重複関係にあり、SI126より新しくSI109･111より古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北462㎝、東西222㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定され

る。

【方向】　西壁基準でN-18°-Eである。

【堆積土】　大別7層、細別10層に分層された。1 ～ 5層は住居堆積土で、褐色･黒褐色シルトを主体とし、焼土粒･

炭化物粒を含む。6･7層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　直線的に外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大39㎝を測る。

【床面】　平坦である。6･7層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から9基、掘り方から1基検出した。床面から検出したP 1 ～ 3と掘り方から検出したP 10は、規模と位

置関係から主柱穴に相当すると考えられ、P 2からは柱痕跡を確認した。このうち、P 1とP 10、P 2と3は重複関係が

認められることから、建て替えが行われたと考えられる。床面から検出したP４～ 9は、壁際に規則的に並ぶことから

壁柱穴と考えられる。また、P４～ 9の間からは、補助柱穴と考えられる小ピットを13基検出した。

【周溝】　検出していない。

【カマド】　検出していない。元から付設されなかったのか、撹乱により失われたのか不明である。

【その他の施設】　掘り方から土坑2基を検出した。SK１･ 2とも平面形状は楕円形で、テラス状の段を持ち、底面は平

坦である。

【掘り方】　西壁と北壁は壁のやや内側から掘り込まれ、南壁際は壁直下から掘り込まれる。深さは6 ～ 18㎝を測る。

底面から、多数の工具痕を検出した。

【出土遺物】　土師器坏2点･鉢1点･甕3点、須恵器坏3点･碗1点、石製品1点を掲載した(第186･187図)。

　土師器坏2点(第186図- 1･ 2)は、１は掘り方堆積土、2は床面施設(SK 1)堆積土からの出土である。1は、底部

は丸底と推定され、扁平に内湾する体部から短く外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、段･

稜を持たない。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施される。内面は、黒色処理

される。2は、底部は丸底で、扁平に内湾する体部から外反する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、

外面に段、内面に稜を持つ。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施される。内面

は、黒色処理される。

　土師器鉢(第186図- 3)は、住居堆積土からの出土である。底部は平底で、半球形に内湾する体部から短く直立す

る口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、段･稜を持たない。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面

および内面はヘラミガキが施される。内面は、黒色処理される。

　土師器甕(第186図- 4 ～ 6)は、4･ 5は住居堆積土、6は床面直上からの出土である。いずれも長胴の胴部から外

傾する口縁部にいたる器形を呈する。4の口縁端部内面は折り返され、5の口縁部外面は若干肥厚する。口縁部と胴

部の境は、4･ 5は段･稜を持たず、６は段を持つ。胴部の最大径は、4･ 5は上位、6は中位に持つ。調整は、口縁

部内外面ヨコナデは共通するが、胴部の調整は異なり、４は内外面ヘラナデ、5は外面ハケメ、内面下半ハケメのち上

半ヘラナデ、6は外面ヘラケズリのち一部ヘラミガキ、内面ヘラケズリが施される。

　須恵器坏3点(第186図- 7･ 8、第187図- 1)は、住居堆積土からの出土である。第186図- 7は底部と体部の境は

緩やかに屈曲し、体部から口縁部は直線的に外傾する器形を呈する。体部下半に沈線が1条施される。底部切り離し
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SI118 竪穴住居跡

SI118 竪穴住居跡（２）

第184図　SI118竪穴住居跡(1)

225

技法は不明だが、回転ヘラケズリのち手持ちヘラケズリが施される。第186図- 8･第187図- 1は、底部と体部の境は

強く屈曲し、第186図- 8は緩やかに内湾する体部から外傾する口縁部にいたり、第187図- 1は体部から口縁部は直

線的に外傾する器形を呈する。第186図- 8の底部切り離し技法は回転ヘラ切り、第187図- 1の底部切り離し技法は

不明だが手持ちヘラケズリが施される。第186図- 8の底部には「T」字状、第187図- 1の底部には「×」字状の線刻が

施される。

　須恵器碗(第187図-2)は、住居堆積土からの出土である。体部から口縁部は直線的に外傾する。

　石製品(第187図-3)は、住居堆積土から出土した凝灰岩製の砥石である。全面に砥面が形成され、顕著な線条痕・

溝状痕を伴う。使用により形状は大きく変形している。石質は、緻密で仕上砥に相当する。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器甕(第186図- 6)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられるが、

明確な時期は不明である。しかし、本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)の土器を伴うSI 111より古いことから、

本竪穴住居跡の時期は5a期以前と考えられる。
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SI118 竪穴住居跡

SI118 竪穴住居跡（２）

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR4/4 褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
2 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、焼土粒を微量に含む。上部に炭化物を帯状(厚5㎜ )に含む。

3a 10YR4/1 褐灰色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3b 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト 褐色シルトブロックを多量に含む。
3c 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。
4 10YR3/3 暗褐色 シルト 白色粘土ブロックを多量、上部に炭化物を帯状(厚10㎜ )に含む。

5a 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
5b 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロック･焼土粒を微量に含む。

掘り方
6 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。
7 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P2
1a 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。(柱痕跡)
1b 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径20 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。

P3
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、焼土粒を微量に含む。
2 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P4
1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 径30㎜の黒褐色シルトブロックを少量含む。
2 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。

P5
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径50㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。

P6
1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
2 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。下部グライ化。

P7 1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P8
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量、白色粘土ブロックを微量に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック･炭化物粒を微量に含む。

P9
1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 黒色シルトブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック･焼土粒を微量に含む。
3 10YR2/1 黒色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。

P10 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

SK1
1 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 褐色シルト･黒色シルトを含む。
2 2.5Y5/2 暗灰黄色 粘土 径10 ～ 40㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒を少量含む。
3 10YR8/2 灰白色 粘土 黒色シルトブロックを多量に含む。

SK2 1 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 円形 42×39 27
P2 不整円形 45×45 48
P3 不整円形 (36)×36 39
P4 楕円形 24×18 33
P5 楕円形 33×21 12
P6 楕円形 24×18 12

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P7 楕円形 30×21 9
P8 円形 24×(21) 18
P9 円形 21×18 12

P10 楕円形 (51)×42 27
SK1 楕円形 (90)×57 15
SK2 楕円形 75×48 6

SI118　堆積土註記表

SI118　施設堆積土註記表

SI118　施設観察表

第185図　SI118竪穴住居跡(2)-掘り方完掘時施設検出状況
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C-285

C-285

西台畑遺跡 4・5・7次

C-286

C-286

西台畑遺跡 4・5・7次

C-287

C-287

西台畑遺跡 4・5・7次

C-289

C-289

西台畑遺跡 4・5・7次

C-288

C-290

E-090

E-090

西台畑遺跡 4・5・7次

E-091

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-285 17街区 SI118 掘り方堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (15.4) - (3 .8 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ、

体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面被熱
摩耗 83

2 C-286 17街区 SI118 SK1堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (19.3) - (5 .3 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 83

3 C-287 17街区 SI118 住居堆積土
上層 土師器 鉢 口縁

～底 (15.9) (9 .1 ) 8 .4
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、内外面磨
耗 83

4 C-290 17街区 SI118 住居堆積土
下層 土師器 甕 口縁

～胴 (22.2) - (17 .9 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面煤付着 83

5 C-288 17街区 SI118 住居堆積土
下層 土師器 甕 口縁

～胴 (23.6) (8 .5 ) (26 .0 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾊｹﾒ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ

外面被熱摩耗､外面胴～
底部煤付着 84

6 C-289 17街区 SI118 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (19.0) - (17 .4 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴:ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗｹｽﾞﾘ 84

7 E-090 17街区 SI118 住居堆積土
上層 須恵器 坏 口縁

～底 (14.0) - 5 .3
ﾛｸﾛ調整、沈線1条、
底:回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ→手持ち
ﾍﾗｹｽﾞﾘ

ﾛｸﾛ調整 84

8 E-091 17街区 SI118 住居堆積土
下層 須恵器 坏 口縁

～底 (11.1) 7 .3 3 .6 ﾛｸﾛ調整、
底:回転ﾍﾗ切り→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整 外面底部に「T」字状線刻 84

第186図　SI118竪穴住居跡出土遺物(1)

4( 住居堆積土下層 )

6( 床面直上 )

1( 掘り方堆積土 )

2(SK1 堆積土 )

3( 住居堆積土上層 )

5( 住居堆積土下層 )

7( 住居堆積土上層 )

8( 住居堆積土下層 )
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0 10cm(1:3)

E-089

E-089

西台畑遺跡 4・5・7次

E-092

E-092

西台畑遺跡 4・5・7次

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-04

Kd-04

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 E-089 17街区 SI118 住居堆積土
上層 須恵器 坏 口縁

～底 (15.8) (9 .2 ) 4 .7 ﾛｸﾛ調整､体下端～底:手
持ちﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 外面底部に「×」字状線

刻 84

2 E-092 17街区 SI118 住居堆積土
下層 須恵器 碗 口縁

～体 (19.2) - (6 .2 ) ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ調整 84

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

3 Kd-004 17街区 SI118 住居堆積土
下層 石製品 砥石 7.7 5 .1 4 .5 244 .63 凝灰岩 砥面6面、溝状痕あり、線条痕あり、刃物痕あり 84

第187図　SI118竪穴住居跡出土遺物(2)

2( 住居堆積土下層 )

1( 住居堆積土上層 )
3( 住居堆積土下層 )

228

SI119　竪穴住居跡(第188 ～ 190図)
【位置･確認】　17街区東半、Z- 9グリッドに位置する。カマドから北東コーナーにかけてを検出した。西側は撹乱によ

り失われ、南側は調査区外にかかる。

【重複】　SI116･127と重複関係にあり、これらより新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北100㎝、東西330㎝を測る。平面形状は不明である。

【方向】　カマド煙道部基準でN-13°-Eである。

【堆積土】　大別16層、細別24層に分層された。1 ～ 5層は住居堆積土で、黒褐色シルトを主体とする層が多く、焼

土粒･炭化物粒を含む。6層は、周溝堆積土である。7 ～ 13層はカマド関連層位で、このうち10層は天井崩落土で

ある。煙道部底面直上の12b層は焼土層、13層は炭化物層である。14･ 15層は、カマド袖構築土である。16層は、

掘り方堆積土である。

【壁面】　やや内湾して立ち上がる。残存する壁高は、最大45㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦である。16層上面を床面としている。

【柱穴】　検出していない。

【周溝】　検出した範囲においては、カマド直下を除き壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅30

㎝、深さ12㎝を測る。

【カマド】　北壁に位置し、壁面に対して直交して付設される。西袖の半分は撹乱により失われている。袖の規模は、西

袖は残存する長さ42㎝、幅12㎝、東袖は長さ57㎝、幅33㎝を測る。壁面に対し、東袖は直交する。

　燃焼部の規模は、奥行き57㎝、幅48㎝、奥壁高12㎝を測り、奥壁は住居から若干張り出す。底面は平坦で、奥
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第188図　SI119竪穴住居跡(1)

229

壁は直線的に外傾して立ち上がる。燃焼部前面の床面は被熱を受ける。

　煙道部の規模は、長さ168㎝、幅39㎝、深さ15 ～ 48㎝を測る。底面は、燃焼部側から先端に向かって大きく下が

る。底面直上に堆積する焼土層( 12b層)と炭化物層( 13層)の上面に天井崩落土( 10b層)が堆積している。このこと

から、本竪穴住居跡が廃絶されるまで、焼土層と炭化物層が厚く堆積した状態で使用されていたと考えられる。

【その他の施設】　床面から1基、掘り方から1基の土坑を検出した。いずれも位置関係から貯蔵穴と考えられるが、

SK1は底面にピット状の落ち込みがみられる事から、主柱穴の可能性も考えられる。

【掘り方】　全面が掘り込まれる。深さは2 ～ 14㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏2点･鉢1点･甕1点を掲載した(第190図)。

　土師器坏2点は、ともに住居堆積土からの出土である。1は、底部は平底で、底部と体部の境は緩やかに屈曲し、

内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。2は、底部は底径の大きい平底で、底部と体部の境は屈曲

し、内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。1･ 2とも、口縁部と体部の境は、段･稜を持たない。

調整は、口縁部外面ヨコナデ、内面ヘラミガキは共通で、体部外面は1がヘラミガキ、2はヘラケズリが施される。内

面は、黒色処理される。

　土師器鉢は、住居堆積土からの出土である。底部は平底状の丸底で、内湾する体部から短く外傾する口縁部にいた

る器形を呈する。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラミガキ、内面ヘラミガキが施される。内面は黒色処理さ

れる。外面は、被熱による摩耗がみられ、特に底部は顕著である。

　土師器甕は、カマド堆積土からの出土である。胴部は長胴で、胴部の最大径は中位に持つと考えられる。底部と胴

部の境は強く屈曲し、底部は突出する。調整は、胴部外面ヘラケズリ、胴部内面ハケメが施される。

【時期】　伴う土器はないが、本書の時期区分5bⅱ期( 8世紀前葉)以前と考えられるSI 116より新しいことから、本竪

穴住居跡の時期は、5bⅱ期以降と考えられる。
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C-294

C-294

C-294

被熱範囲

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを少量、下部に炭化物を帯状に含む。(厚10 ～ 20㎜ )
2a 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを多量、褐色シルトブロックを少量含む。
2b 10YR2/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
3 10YR3/1 黒褐色 シルト 灰褐色シルトブロック･焼土粒･炭化物粒を少量含む。
4 10YR3/3 暗褐色 シルト 灰褐色シルトブロック･焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
5 10YR2/1 黒色 シルト Ⅳ層ブロック･灰白色粘土ブロック･炭化物粒を微量に含む。

周溝
6a 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
6b 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

カマド

7a 10YR3/4 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒を少量、焼土粒を微量に含む。
7b 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 炭化物粒を少量、縁辺に炭化物を帯状に含む。
8a 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
8b 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
9a 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、焼土粒を微量に含む。
9b 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。
10a 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 炭化物粒･灰を少量、焼土粒を微量に含む。(天井崩落土)
10b 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 褐灰色シルトを斑状に多量、下部に炭化物を帯状に含む。(天井崩落土)
10c 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜の焼土ブロックを多量、炭化物粒･灰を少量含む。(天井崩落土)
11 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 炭化物を多量、にぶい黄褐色粘土質シルトを斑状に少量含む。

12a 10YR3/1 黒褐色 シルト 炭化物と灰を含む。径5 ～ 20㎜の焼土ブロックを多量に含む。
12b 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 焼土層。
13 N1.5/0 黒色 シルト 炭化物層。径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒を微量に含む。

カマド袖
14 2.5YR4/2 灰赤色 シルト Ⅳ層ブロックと焼土を含む。炭化物粒を少量含む。
15 10YR6/3 にぶい黄橙色 砂質シルト 炭化物粒･焼土粒を微量に含む。

掘り方 16 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の灰白色粘土ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考
SK1 ① 7.5YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロック･褐色シルトを含む。

SK2
1 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック･褐色シルトを含む。径10 ～ 20㎜の焼土ブロック･径10㎜の炭化物を少量含む。
2 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の焼土ブロックを微量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
SK1 不明 (66)×(48) 30
SK2 円形 45×42 12

第189図　SI119竪穴住居跡(2)-掘り方完掘時施設検出状況
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SI119　施設堆積土註記表

SI119　施設観察表
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C-291

C-291

西台畑遺跡 4・5・7次

C-292

C-292

西台畑遺跡 4・5・7次

C-293

C-293

西台畑遺跡 4・5・7次

C-294

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-291 17街区 SI119 住居堆積土
上層 土師器 坏 口縁

～底 (15.7) - 4 .1 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底:ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面被熱

摩耗顕著 84

2 C-292 17街区 SI119 住居堆積土
上層 土師器 坏 口縁

～底 (19.8) (11 .5 ) 3 .7 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面摩耗 84

3 C-293 17街区 SI119 住居堆積土
上層 土師器 鉢 口縁

～底 18.6 - 8 .6
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面摩耗 84

4 C-294 17街区 SI119 カマド堆積土 土師器 甕 胴～底 (29.0) 9 .6 (16 .9 ) 胴:ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底:木葉痕 ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾊｹﾒ 外面被熱(底部が顕著)

内面被熱剥落 84

第190図　SI119竪穴住居跡出土遺物

4( カマド堆積土 )

1( 住居堆積土上層 )

2( 住居堆積土上層 )

3( 住居堆積土上層 )
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SI120　竪穴住居跡(第191 ～ 193図)
【位置･確認】　17街区西半、W- 8グリッドに位置する。北壁の一部と東壁は、撹乱により失われている。本竪穴住居

跡は、カマドの造り替えが行われたと考えられ、カマド燃焼部が2基検出された。新しいものをカマド1、古いものをカ

マド2とした。

【重複】　SI121･122と重複関係にあり、これらより新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北355㎝、東西489㎝を測る。平面形状は、主柱穴と考えられるP 1 ～ 4

の位置関係から方形と推定される。

【方向】　カマド1煙道部基準でN-7°-Eである。

【堆積土】　大別25層、細別29層に分層された。1 ～ 4層は住居堆積土で、にぶい黄褐色･暗灰黄色シルト、黒褐色

粘土質シルトを主体とし、焼土粒･炭化物粒を含む。5層は、周溝堆積土である。6 ～ 15層はカマド1の関連層位で、

にぶい黄褐色･にぶい黄橙色･灰黄褐色シルトを主体とし、灰白色粘土ブロック･焼土粒･炭化物粒を含む。このうち、

6･ 7層は天井崩落土である。16･ 17層は、カマド1の袖構築土である。18 ～ 22層はカマド2の関連層位で、22層

は掘り方である。21層は、支脚掘り方と考えられるピット状の落ち込みの堆積土である。23 ～ 25層は、掘り方堆積土

である。

【壁面】　緩やかに内湾して立ち上がる。残存する壁高は、最大27㎝を測る。
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【床面】　若干起伏する。23 ～ 25層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から4基検出した。P 1 ～ 4は、規模と位置関係およびP１～ 3では柱痕跡が確認されたことから、主柱

穴に相当すると考えられる。

【周溝】　検出した範囲においては、カマド付近と東壁南半を除き、壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の

規模は、幅18 ～ 45㎝、深さ24㎝を測る。

【カマド】　カマドの造り替えが行われたと考えられ、カマド燃焼部が2基検出された。新しいものをカマド1、古いも

のをカマド2とした。カマド2は、燃焼部の一部を除き撹乱により失われている。カマド1は北壁のやや東側に位置し、

壁面に対して直交して付設される。袖の規模は、西袖が長さ54㎝、幅18㎝、東袖が長さ75㎝、幅36㎝を測る。北

壁に対し、西袖は直交し、東袖は西傾する。カマド2は北壁の中央に位置し、壁面に直交して付設されたと考えられる。

袖は、残存していない。

　カマド1の燃焼部の規模は、奥行き72㎝、幅54㎝、奥壁高11㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。底面は平坦で、

奥壁は緩やかに外傾して立ち上がる。燃焼部の奥壁よりやや西側から、支脚として使用されたと考えられる円礫が直立

した状態で検出された。また、底面直上から外面に被熱を受けた土師器坏(第193図-4)が出土した。

　カマド2の燃焼部の規模は、奥行き63㎝、幅60㎝、奥壁高11㎝を測り、奥壁は住居から大きく張り出す。底面は

奥壁に向かって緩やかに上がる。底面からは、支脚の掘り方と考えられるピット状の落ち込みが2 ヶ所検出された。

　カマド1の煙道部の規模は、長さ222㎝、幅42㎝、深さ27 ～ 33㎝を測る。底面は、おおむね平坦である。

　カマド1の煙出し部の規模は、長軸81㎝、短軸48㎝、煙道部からの深さ20㎝を測る。底面はほぼ平坦で、壁面は

ほぼ垂直に立ち上がる。

【その他の施設】　床面から3基、掘り方から2基の土坑を検出した。床面から検出したSK 1と2は、カマド1の東袖に

隣接し、住居北東隅に位置することから、貯蔵穴と考えられる。

【掘り方】　不規則に全面が掘り込まれるとともに、土坑状の掘り込みが多数みられる。深さは、25 ～ 47㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏4点、須恵器壺1点を掲載した(第193図)。

　土師器坏4点は、1は住居堆積土、2はカマド2堆積土、3は床面直上、4はカマド1燃焼部底面直上からの出土で

ある。1は、鬼高系土師器(南小泉型関東系土器)の特徴を有する。底部は丸底と推定され、扁平に内湾する体部から

直線的に内傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、内外面とも稜を持つ。調整は、口縁部内外面

ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが施される。2 ～ 4は、底部は丸底で、扁平に内湾する体部から

外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持つ。調整は、口縁部外面ヨコ

ナデ、内面ヘラミガキは共通で、体部外面は2･ 3がヘラケズリ、4はヘラミガキが施される。内面はいずれも、黒色処

理される。

　須恵器壺は、住居堆積土からの出土である。肩部に1条、胴部に2条の沈線で区画された範囲に、刺突文が施文さ

れる。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器坏( 3)とカマド1燃焼部底面直上から出土した土師器坏( 4)

は、本竪穴住居跡に伴うと考えられる。本書の時期区分では、5a期( 7世紀中葉～後葉)の土器であり、本竪穴住居跡

の時期を示している。
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第191図　SI120竪穴住居跡(1)
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SI120竪穴住居跡 掘り方

カマド2

カマド1

支脚

C-297 石

C-298

被熱範囲

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
2a 10YR3/3 暗灰黄色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
2b 10YR3/3 暗灰黄色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･径10㎜の灰白色シルトブロック･炭化物粒を多量に含む。
3a 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。下部に黄灰色シルトブロックを多量に含む。
3b 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
4a 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径5㎜の暗褐色シルトブロックを少量含む。
4b 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･灰白色シルトブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
4c 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

周溝 5 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 下部に径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の黒褐色粘土ブロックを微量に含む。

カマド1

6 10YR6/3 にぶい黄橙色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。(天井崩落土)
7 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の焼土ブロックを多量、白色粘土ブロックを微量に含む。(天井崩落土)
8 2.5YR4/2 灰褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の焼土ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。下部に炭化物を帯状に含む。(厚10㎜ )
9 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の黄灰色粘土を少量、炭化物粒･焼土粒を微量に含む。

10 10YR3/2 黒褐色 シルト 炭化物粒を多量、径10㎜の焼土ブロックを少量含む。
11 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト Ⅳ層ブロックを斑状に少量、径30㎜の灰白色粘土ブロックを多量、焼土粒を少量含む。
12 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、径10 ～ 20㎜の灰色粘土ブロックを少量含む。

13 10YR5/3 にぶい黄橙色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、径10 ～ 20㎜の灰色粘土ブロックを少量、径20㎜の黒褐色粘土ブロックを微
量に含む。

14 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 上部に黒褐色粘土を帯状に含む。径20㎜の灰白色粘土ブロック･焼土粒を微量に含む。
15 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、灰白色粘土ブロックを微量に含む。

カマド1袖
16 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック･径20 ～ 30㎜の焼土ブロックを含む。
17 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト Ⅳ層ブロック･径10 ～ 50㎜の黒褐色粘土を含む。西袖は焼土粒を多量に含む。

カマド2

18 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト 径10㎜の焼土ブロックを少量、灰白色粘土ブロックを微量に含む。
19 10YR6/6 明黄褐色 シルト 上部に径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、下部に焼土ブロック･炭化物粒を少量含む。
20 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径10㎜の焼土ブロックを多量、上部に黄灰色粘土ブロックを少量含む。
21 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト 径20 ～ 30㎜の焼土ブロック･径50㎜の黄灰色粘土ブロックを多量に含む。(支脚掘り方)
22 10YR5/3 にぶい黄橙色 シルト 焼土粒･炭化物を少量、黒褐色粘土ブロックを微量に含む。(掘り方)

掘り方
23 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック･黄灰色粘土ブロックを含む。上部に焼土粒を多量に含む。
24 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
25 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト Ⅳ層ブロック･径10 ～ 20㎜の黒褐色粘土ブロックを少量、白色粘土ブロックを微量に含む。

第192図　SI120竪穴住居跡（2）-掘り方完掘時施設検出状況

SI120　堆積土註記表
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C-295
C-296

C-297

C-298

0 10cm(1:3)
E-093

部位 層位 土色 土性 備考

P1

1 10YR4/1 褐灰色 シルト 径10㎜の灰白色粘土ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2a 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを帯状に含む。黒褐色粘土ブロックを微量に含む。
2b 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の白色粘土を微量に含む。
4 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒を少量含む。

P2

1a 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、径10㎜の黒褐色粘土ブロック･炭化物粒･焼土粒を微量に含む。
1b 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 黄白色粘土ブロックを帯状に含む。径10㎜の黒褐色粘土ブロックを少量含む。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 上部に径20 ～ 30㎜の黄白色粘土ブロックを多量、炭化物粒･Ⅳ層ブロックを微量に含む。(柱痕跡)
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P3

1a 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、径10㎜の黒褐色粘土ブロックを微量に含む。
1b 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
3 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒･径10㎜の黒褐色粘土ブロックを微量に含む。

P4
1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
2 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、径20㎜の灰黄褐色粘土ブロックを少量含む。

SK1
1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、径10 ～ 20㎜の白色粘土ブロックを微量に含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物･マンガン粒を微量に含む。
3 10YR6/3 にぶい黄橙色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の灰白色シルトブロックを少量含む。

SK2
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黄白色粘土を斑状に多量、炭化物粒を少量含む。
2 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 炭化物を帯状に含む。底部に径20㎜の黄白色粘土ブロックを多量、焼土粒を微量に含む。
3 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒を微量に含む。

SK3

1 2.5YR6/3 にぶい黄色 粘土 酸化鉄を多量、炭化物粒を微量に含む。
2 2.5Y5/2 暗灰黄色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜の黄灰色粘土ブロックを少量、径20㎜の黒褐色粘土ブロックを微量に含む。
3 2.5Y5/2 暗灰黄色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロック･焼土粒･炭化物粒(一部塊)を多量に含む。
4 2.5Y6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック･黒褐色粘土ブロックを含む。

SK4 1 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径10㎜の黒褐色粘土ブロックを微量に含む。
SK5 1 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト 径10 ～ 20㎜の灰白色粘土ブロックを少量含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 円形 51×45 54
P2 円形 48×42 45
P3 隅丸方形 (66)×48 48
P4 不明 (42)×(39) 42

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
SK1 不整楕円形 87×(63) 12
SK2 隅丸長方形 (90)×78 18
SK3 不整楕円形 126×66 30
SK4 隅丸長方形 102×75 30
SK5 不整楕円形 60×48 15

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-295 17街区 SI120 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (12.0) - (3 .2 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､

体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾍﾗﾅﾃﾞ 内面摩耗 84

2 C-296 17街区 SI120 カマド2 
堆積土 土師器 坏 口縁

～底 (9.0) - (2 .3 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面摩耗 84

3 C-298 17街区 SI120 床面直上 土師器 坏 口縁
～底 (15.6) - 3 .8 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面被熱 84

4 C-297 17街区 SI120 カマド1
燃焼部底面 土師器 坏 略完形 (17.4) - 6 .0 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､

体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面被熱 84

5 E-093 17街区 SI120 住居堆積土 須恵器 壺 肩 - - (3 .3 ) ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ調整 沈線3条、刺突文 84

SI120　施設堆積土註記表

SI120　施設観察表

第193図　SI120竪穴住居跡出土遺物

4(カマド1燃焼部底面)

1( 住居堆積土 ) 2( カマド 2堆積土 )
3( 床面直上 )

5( 住居堆積土 )
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SI121　竪穴住居跡(第194･195図)
【位置･確認】　17街区西半、W- 8グリッドに位置する。南東部と西壁の一部、カマドの大半は、重複遺構(SI 120、

SK105、Pit82)と撹乱により失われている。

【重複】　SI120･122･123と重複関係にあり、SI122･123より新しく、SI120より古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北762㎝、東西738㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　カマド基準でN-33°-Wである。

【堆積土】　大別12層、細別20層に分層された。1 ～ 6層は住居堆積土で、にぶい黄褐色･灰黄褐色シルトを主体と

し、灰白色粘土ブロック･焼土粒･炭化物粒を含む。7層は、周溝堆積土である。8層は、間仕切り溝堆積土である。
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9･10層はカマド関連層位で、9層は天井崩落土である。11･12層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大30㎝を測る。

【床面】　おおむね平坦である。11･12層上面を床面としている。

【柱穴】　5基検出した。すべての柱穴で、柱痕跡が確認された。P 1 ～ 3は、規模と位置関係から主柱穴に相当すると

考えられ、P4･5は、壁柱穴と考えられる。

【周溝】　検出した範囲においては、壁際に沿って全周する。カマド付近に関しては、撹乱により失われているため不明

である。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅12 ～ 48㎝、深さ9 ～ 18㎝を測る。

【カマド】　北壁中央に位置し、壁面に対して直交して付設されたと考えられる。燃焼部と袖の一部を除き、撹乱により

失われている。残存する袖の規模は、西袖は長さ18㎝、幅15㎝、東袖は長さ60㎝、幅24㎝を測る。袖の先端は、

燃焼部に向かって屈曲する。

　残存する燃焼部の規模は、奥行き60㎝、幅42㎝を測り、底面は掘り込まれない。堆積土中から、芯材と考えられる

自然礫を検出した。

【その他の施設】　土坑5基と間仕切り溝4条を検出した。SK 2･ 5は住居北東コーナーに位置し、重複関係が認めら

れる。平面形状は、ともに不整楕円形を呈し、底面は平坦である。これらのことから、SK 2･ 5は貯蔵穴と考えられる。

SK 1･ 3･ 4は、規模･形状は似ているが性格は不明である。間仕切り溝の規模は、長さ43 ～ 128㎝、幅12 ～ 17㎝、

深さ5 ～ 18㎝を測る。間仕切り溝は、西壁から2条、東壁と南壁から1条が壁面に直交して伸びる。西壁から伸びる

間仕切り溝の位置関係から、撹乱により失われているが、本来は東壁と南壁もそれぞれ2条の間仕切り溝が掘り込まれ

ていたと考えられる。

【掘り方】　全面が掘り込まれる。深さは4 ～ 27㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏3点･鉢1点･甕5点･甑1点を掲載した(第196･197図)。

　土師器坏3点(第196図-1 ～ 3)は、1はSK2堆積土、2･3は住居堆積土からの出土である。1は、底部は丸底で、

半球形に内湾する体部から短く内傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に稜を持つ。調整

は、口縁部内外面ヨコナデのち一部ヘラミガキ、体部外面ヘラミガキ、体部内面ヘラナデが施される。2は、底部は丸

底で、扁平に内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、内外面に弱い稜を持つ。

調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが施される。3は、底部は丸底で、扁平に

内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部境は、外面に段、内面に稜を持つ。調整は口

縁部外面ヘラミガキ、体部外面ヘラケズリのちヘラミガキ、内面ヘラミガキが施され、内面は黒色処理される。

　土師器鉢(第196図- 4)は、住居堆積土からの出土である。半球形に内湾する体部から短く内傾する口縁部にいたる

器形を呈する。底部と体部の境は緩やかに屈曲し、底部は突出する。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケ

メのち下半ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが施される。

　土師器甕5点(第196図- 5 ～ 8、第197図- 1)は、第196図- 5・6・8、第197図- 1は床面直上、第196図- 7は

床面施設(SK2)堆積土からの出土である。第196図-5･6は、球胴の胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。

第196図- 5の口縁端部は強く外傾し、口唇部は肥厚する。口縁部と胴部の境は、第196図- 5は段を持ち、第196図

-6は段･稜を持たない。第196図-5の調整は、口縁部･肩部外面ハケメのち一部ヘラミガキ、口縁部内面ヘラミガキ、

肩部内面ヘラケズリが施される。第196図- 6の調整は口縁部内外面ヨコナデ、肩部外面ハケメ、肩部内面ヘラナデの

ち頸部ヘラケズリが施される。第196図- 7は、内湾する胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大

径は、上位に持つ。口縁部と胴部の境は段を持つ。第196図- 8･第197図- 1は、長胴の胴部から外傾･外反する口

縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は、中位に持つ。口縁部と胴部の境は、段を持つ。調整は、口縁部内外

面ヨコナデ、胴部内面ヘラナデは共通で、胴部外面は第196図-８がヘラケズリ、第197図- 1はハケメのち下半ヘラ
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第194図　SI121竪穴住居跡(1)
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ケズリが施される。

　土師器甑(第197図- 2)は、床面直上からの出土である。底部は単孔式で、緩やかに内湾する胴部から外傾する口

縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は上位に持つ。口縁部と胴部の境は、段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨ

コナデ、胴部外面ハケメのち下半ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデのち下半ヘラケズリが施される。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器甕(第196図- 5･ 6･ 8、第197図- 1)、土師器甑(第197

図- 2)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられる。本書の時期区分では、4a期( 6世紀末葉) ～ 4b期( 7世紀初頭～中葉)

の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示している。
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SI121 竪穴住居跡（1）

SI121 竪穴住居跡（2）

石

C-306

C-308

C-307

C-303

被熱範囲

0 2m(1:60)

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、白色粒･焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

2a 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを微量、白色粒･焼土粒･炭化物粒を少量、下部に径10 ～ 20㎜の灰白色色粘土ブロックを
少量含む。

2b 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、下部に炭化物粒･焼土粒を微量に含む。
3 10YR6/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

4 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、白色粒･焼土粒･炭化物粒を微量、下部に径10㎜の黒褐色粘土ブロックを微
量に含む。

5a 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 白色粒･炭化物粒を微量に含む。一部グライ化。
5b 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、下部に径10㎜の灰白色粘土ブロック･炭化物粒を微量に含む。
6 10YR6/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒･焼土粒を微量に含む。

周溝
7a 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 上部に径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の灰白色粘土ブロックを少量含む。
7b 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 下部に径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
7c 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロック･白色粘土ブロックを微量に含む。

間仕切り溝 8 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロック･灰白色粘土ブロック･黒褐色粘土ブロックを含む。

カマド
9 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、径5 ～ 10㎜の黒褐色粘土ブロックを微量、焼土粒を少量含む。(天井崩落土)

10 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロック･灰白色粘土ブロックを少量、下部に焼土ブロックを多量に含む。

掘り方

11a 10YR5/1 褐灰色 シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の灰白色粘土ブロックを微量に含む。
11b 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロック･黒褐色粘土ブロックを含む。
11c 10YR5/1 褐灰色 シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロック･径10 ～ 20㎜の灰白色粘土ブロックを多量に含む。
12a 10YR5/1 褐灰色 シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
12b 10YR5/1 褐灰色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロック･黒褐色粘土･灰白色粘土を含む。
12c 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量、径10㎜の灰黄褐色粘土ブロックを少量含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロック･径10 ～ 20㎜の灰白色粘土ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

P2

1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、下部に径20㎜の灰白色粘土ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを微量、径5 ～ 20㎜の灰白色粘土ブロックを少量含む。
4 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

P3
1 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜の灰白色粘土ブロックを多量、径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを微量、下部に炭化物粒を多量に含む。

P4
1 10YR6/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、径10㎜の灰白色粘土ブロックを微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒を微量に含む。
3 10YR6/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

P5
1 10YR6/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、径10㎜の灰白色粘土ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の灰白色粘土ブロックを少量含む。

SK1
1 10YR5/4 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の灰白色粘土ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR4/2 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロック･黒褐色粘土を互層、焼土粒･炭化物粒を少量含む。
3 7.5YR4/3 褐色 粘土質シルト 焼土粒を多量、径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

SK2

1 7.5YR5/2 灰褐色 粘土質シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒を少量、下部に灰白色粘土ブロックを含む。
2a 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色粘土･灰白色粘土、径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
2b 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径30㎜の灰黄褐色粘土ブロックを少量含む。
3 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土 上部に灰白色粘土を帯状、下部に径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

SK3
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、白色粒･焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜の灰白色粘土ブロックを少量、下部にⅣ層ブロックを多量に含む。

SK4 1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 上部に径50㎜の黒褐色粘土ブロック･炭化物粒･炭化材を少量、下部にⅣ層ブロックを多量に含む。

SK5
1 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック･黒褐色粘土を含む。西半部グライ化。
2 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。西半部グライ化。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径20㎜の黒褐色粘土ブロックを少量含む。西半部グライ化。

第195図　SI121竪穴住居跡(2)

SI121　堆積土註記表

SI121　施設堆積土註記表
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C-299 C-300 
C-301

C-302

C-306

C-304

C-307

C-305

0 10cm(1:3)

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不整円形 96×78 66
P2 楕円形 123×105 60
P3 不整円形 105×87 42
P4 隅丸方形 60×51 9
P5 隅丸方形 48×(42) 6

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
SK1 円形 72×66 21
SK2 不整楕円形 144×114 33
SK3 円形 66×(60) 21
SK4 不整円形 54×(51) 9
SK5 不整楕円形 120×84 24

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-299 17街区 SI121 SK2堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (10.3) - (5 .6 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､体

～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底:ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面摩耗 85

2 C-300 17街区 SI121 住居堆積土
下層 土師器 坏 口縁

～底 (14.1) - (4 .1 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底:ﾍﾗﾅﾃﾞ 内外面摩耗 85

3 C-301 17街区 SI121 住居堆積土
下層 土師器 坏 口縁

～底 (14.1) - (4 .4 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面口縁

部一部黒色化、外面摩耗 85

4 C-302 17街区 SI121 住居堆積土
下層 土師器 鉢 口縁

～底 (10.4) (6 .2 ) 8 .6
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾊｹﾒ→体下半:
ﾍﾗｹｽﾞﾘ､底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底:ﾍﾗﾅﾃﾞ 85

5 C-306 17街区 SI121 床面直上 土師器 甕 口縁
～肩 (19.2) - (6 .8 )

口縁:ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ
→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
肩:ﾊｹﾒ→一部ﾍﾗﾐｶﾞｷ

口縁:ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ
→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
肩:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

85

6 C-307 17街区 SI121 床面直上 土師器 甕 口縁
～肩 19.2 - (8 .0 ) 口縁:ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ､

肩:ﾊｹﾒ
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
肩:ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ 85

7 C-304 17街区 SI121 SK2堆積土 土師器 甕 口縁
～胴 (20.6) - (12 .8 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴:ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱 85

8 C-305 17街区 SI121 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (18.2) - (10 .4 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴:ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 85

SI121　施設観察表

第196図　SI121竪穴住居跡出土遺物(1)

4( 住居堆積土下層 )

1(SK2 堆積土 )
2( 住居堆積土下層 ) 3( 住居堆積土下層 )

5( 床面直上 )

6( 床面直上 )

7(SK2 堆積土 )

8( 床面直上 )
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C-303

C-308

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-303 17街区 SI121 床面直上 土師器 甕 略完形 17.1 5 .1 29 .2 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､胴:ﾊｹﾒ→
胴下半:ﾍﾗｹｽﾞﾘ､底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱､外面胴部下端

に工具痕 85

2 C-308 17街区 SI121 床面直上 土師器 甑 略完形 8.8 - 23 .6 口縁:ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾊｹﾒ→体下半:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､体:ﾍﾗﾅﾃﾞ→
体下半:ﾍﾗｹｽﾞﾘ 単孔 85

第197図　SI121竪穴住居跡出土遺物(2)

1( 床面直上 )

2( 床面直上 )

240

SI122　竪穴住居跡(第198 ～ 201図)
【位置･確認】　17街区西半、V･W- 8グリッドに位置する。東壁の一部と南壁は、重複遺構(SI 120･ 121、SB 9、

SK 106、Pit 84)と撹乱により失われている。南西部は調査区外へかかる。本竪穴住居跡は、カマドを伴わず地床炉が

検出され、古墳時代前期(塩釜式)の土師器が多数出土した。このことから、本竪穴住居跡の時期は、古墳時代前期と

考えられる。

【重複】　SI120･121･124と重複関係にあり、SI124より新しく、SI120･121より古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北594㎝、東西642㎝を測る。平面形状は、長方形と推定される。

【方向】　西壁基準でN-43°-Wである。

【堆積土】　大別6層、細別7層に分層された。1･ 2層は住居堆積土で、にぶい黄褐色シルトを主体とし、炭化物粒を

含む。3･ 4層は地床炉堆積土で、3層は多量の焼土粒と少量の炭化物粒を含む。4層は、地床炉の掘り方堆積土であ

る。5･6層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　垂直に近い角度で立ち上がる。残存する壁高は、最大12㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦である。5･6層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から4基、掘り方から1基検出した。規模と位置関係からP１～ 4は、いずれも主柱穴に相当すると考え

られ、P1･4･5では、柱痕跡が確認された。

【周溝】　検出していない。

【地床炉】　主柱穴と考えられるP 4のやや東で検出した。平面形状は円形で、規模は57×51㎝を測り、深さ9㎝の掘

り方を伴う。掘り方堆積土の4層上面には被熱の痕跡がみられた。また、本地床炉の東側にも、床面が被熱した範囲
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第198図　SI122竪穴住居跡(1)
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を検出しており、同様に地床炉であった可能性が考えられる。

【その他の施設】　床面から土坑1基を検出した。

【掘り方】　全面が掘り込まれ、中央が島状に高まる。深さは4 ～ 15㎝を測る。

【出土遺物】　土師器高坏1点･器台1点･壺2点･鉢1点･甕3点を掲載した(第200･201図)。

　土師器高坏(第200図- 1)は、床面施設(P 2)堆積土上層から、土師器甕(第201図- 3)と重なった状態で出土した。

坏部は接合面から剥落しており、脚部から裾部は直線的に外傾して開く。調整は、脚部外面～裾部ハケメのちヘラミガ

キ、脚部内面ヘラナデのちヘラミガキ、裾部ヨコナデが施され、脚部内面上部にしぼり痕が観察される。

　土師器器台(第200図- 2)は、床面施設(P 1)堆積土からの出土である。受け部はやや内湾して立ち上がり口縁部は

外傾し、台部は緩やかに内湾して開く器形を呈する。調整は、口縁部外面と裾部内外面ヨコナデ、外面ヘラケズリ、内

面ハケメのち屈曲部にヘラケズリが施される。

　土師器壺2点(第201図- 1･ 2)は、1は床面施設(SK 1)堆積土、2は床面直上からの出土である。1は二重口縁壺

の口縁部である。口縁部は大きく外反する。調整は、外面ハケメ･ヘラミガキ、内面ヘラミガキが施される。内面は、

赤彩される。2は、体部は球形で、体部の最大径は中位に持つ。調整は、外面ヘラケズリのちヘラミガキ、内面ヘラナ

デが施される。

　土師器鉢(第200図- 3)は、床面施設(P 2)住居堆積土からの出土である。球形の体部から、短く外傾する口縁部に

いたる器形を呈する。底部と体部の境は屈曲し、底部は突出する。調整は口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズ
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第199図　SI122竪穴住居跡(2)-掘り方完掘時施設検出状況
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リ、体部内面ヘラナデ、底部外面は周縁に粘土が貼り付けられたのちヘラナデが施される。

　土師器甕3点(第201図- 3 ～ 5)は、3は床面施設(P 2)堆積土上層、4は床面施設(P 2)底面直上、5は床面直上

からの出土である。3 ～ 5は、球胴の胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。いずれも、胴部の最大径は、

中位に持つ。3の調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケメのち下半ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデが施される。
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C-310
C-311 C-312

0 10cm(1:3)

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 円形 66×63 57
P2 円形 66×63 54
P3 円形 (90)×75 48

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P4 不整方形 78×(54) 60
P5 不整円形 (78)×69 45
SK1 円形 60×54 12

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 酸化鉄を少量、径10 ～ 20㎜の灰黄褐色粘土ブロックを微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜の灰黄褐色粘土ブロックを少量含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜の黒褐色粘土ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P2
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

2a 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
2b 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

P3

1 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、径5㎜の黄白色粘土ブロックを微量に含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒を微量に含む。

3a 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、径10㎜の黒褐色粘土ブロックを微量に含む。
3b 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト 上部に径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

P4

1 10YR4/1 褐灰色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

3a 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径20㎜の黒褐色粘土ブロックを少量含む。
3b 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
3c 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト 径10 ～ 20㎜の黒褐色粘土ブロックを少量含む。
4 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

P5
1 10YR4/3 褐灰色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の黒褐色粘土ブロックを微量に含む(柱痕跡)
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒･径10㎜の黒褐色粘土を微量に含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

SK1
1 10YR4/1 褐灰色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロック･黒褐色粘土を含む。炭化物粒を微量に含む。
2 10YR5/1 褐灰色 シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層土ブロックを多量に含む。

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-310 17街区 SI122 P2堆積土
上層 土師器 高坏 脚 10.9 - (6 .7 ) 脚:ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ 脚:ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ

裾部:ﾖｺﾅﾃﾞ
外面に籾痕あり、内面上
部にしぼり痕、外面摩耗 85

2 C-311 17街区 SI122 P1堆積土 土師器 器台 口縁
～台 (12.5) 12 .7 10 .6

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
台:ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
裾:ﾖｺﾅﾃﾞ

台:ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
裾:ﾖｺﾅﾃﾞ 85

3 C-312 17街区 SI122 P2堆積土
中層 土師器 鉢 略完形 8.3 4 .1 6 .4

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ､底:周縁粘土
貼付→ﾍﾗﾅﾃﾞ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底:ﾍﾗﾅﾃﾞ 内外面被熱摩耗 85

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜の灰白色粘土ブロックを少量、径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒を微量に含む。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

地床炉
3 7.5YR4/1 褐灰色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。下部に焼土粒を多量に含む。
4 7.5YR5/3 にぶい褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒を少量、炭化物粒を微量に含む。

掘り方
5 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜の灰白色粘土ブロックを多量、径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

6a 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の灰白色粘土ブロックを微量に含む。
6b 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜の暗褐色粘土ブロックを少量含む。

SI122　施設観察表

第200図　SI122竪穴住居跡出土遺物(1)

3(P2 堆積土中層 )

1(P2 堆積土上層 ) 2(P1 堆積土 )

SI122　施設堆積土註記表

SI122　堆積土註記表

243

4の調整は、口縁部外面ヨコナデのちハケメ、胴部外面ハケメのち一部ヘラナデ、口縁部内面ヨコナデ、胴部内面ヘラ

ナデが施される。5の調整は、口縁部外面ヨコナデ、胴部外面ハケメのち下半ヘラケズリ、口縁部内面ハケメ、胴部内

面ヘラナデが施される。ハケメ工具は、2種使用されており、口縁部内面のハケメは非常に粗いものである。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器壺(第201図- 1)･甕(第201図- 5)、床面施設(P 2)底面直

上から出土した土師器甕(第201図- 4)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられる。本書の時期区分では、3期(古墳時代

前期)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示している。
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C-309

C-316

C-313

C-314

0 10cm(1:3)
C-315

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-309 17街区 SI122 SK1堆積土 土師器 壺 口縁 (17.0) - (2 .6 ) 口縁:ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
頸:ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ 口縁:ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面赤彩、内面摩耗 85

2 C-316 17街区 SI122 床面直上 土師器 壺 胴～底 - 8.6 (17 .1 ) 胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面摩耗 86

3 C-313 17街区 SI122 P2堆積土
上層 土師器 甕 略完形 11.3 4 .7 12 .2

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾊｹﾒ→胴下半:
ﾍﾗｹｽﾞﾘ､底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底:ﾍﾗﾅﾃﾞ 内面被熱 85

4 C-314 17街区 SI122 P2底面 土師器 甕 口縁
～胴 16.3 - (12 .2 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾊｹﾒ､

胴:ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴:ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱 86

5 C-315 17街区 SI122 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 15.6 - (23 .1 ) 口縁：ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ、

胴：ﾊｹﾒ→胴下半：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾊｹﾒ、
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ

外面被熱摩耗、
内面被熱、歪みあり、
ﾊｹﾒ工具２種使用

86

2( 床面直上 )

1(SK1 堆積土 )

3(P2 堆積土 )

4(P2 底面 )

第201図　SI122竪穴住居跡出土遺物(2)

5( 床面直上 )

244

SI123　竪穴住居跡(第202図)
【位置･確認】　17街区西半、W- 8グリッドに位置する。遺構上面は削平により失われており、掘り方のみを検出した。

東側と南側および北西部は、重複遺構(SI121、SK108)と撹乱により失われている。

【重複】　SI121と重複関係にあり、これより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北438㎝、東西324㎝を測る。平面形状は、不明である。

【方向】　西壁基準でN-4°-Eである。

【堆積土】　3層に分層された。いずれも、掘り方堆積土である。

【壁面】　削平により失われており不明である。
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SI123竪穴住居跡 掘り方完掘時施設検出状況

部位 層位 土色 土性 備考

掘り方
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
P2 1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不整楕円形 51×36 33

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P2 不整円形 42×36 54

SI123　堆積土註記表

SI123　施設堆積土註記表

SI123　施設観察表

第202図　SI123竪穴住居跡
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【床面】　削平により失われており不明である。

【柱穴】　2基検出した。2基とも堆積土は単層で、柱痕跡は確認されなかった。

【周溝】　検出していない。

【カマド】　検出していない。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面が掘り込まれる。深さは、6 ～ 18㎝を測る。

【出土遺物】　堆積土から、土師器の破片が少量出土しているが、図化できる遺物はなかった。

【時期】　伴う土器はないが、本書の時期区分4a期( 6世紀末葉) ～ 4b期( 7世紀初頭～前葉)の土器を伴うSI 121よ

り古いことから、本竪穴住居跡の時期は4a ～ 4b期と同時期かそれ以前と考えられる。

SI124　竪穴住居跡(第203図)
【位置･確認】　17街区西半、V･W- 8･ 9グリッドに位置する。遺構上面および西半は削平により失われており、南西部

と東壁は、重複遺構(SI 122、SB 9、SK 128、Pit 57･ 62･ 78)と撹乱により失われている。南側は、調査区外へかか

る。

【重複】　SI122と重複関係にあり、これより古い。
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部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1a 10YR6/4 にぶい黄橙色 砂質シルト 径5 ～ 10㎜の黒褐色土ブロックを少量含む。
1b 10YR6/4 にぶい黄橙色 砂質シルト 径5 ～ 20㎜の黒褐色土ブロックを少量、径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･白色粒を微量に含む。
2 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径20 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量、径10 ～ 20㎜の灰白色粘土ブロックを微量に含む。

掘り方 3 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、径5 ～ 20㎜の黒褐色粘土ブロックを少量含む。

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 下部に径10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
P2 1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、白色粒を微量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不整円形 42×39 12

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P2 不整円形 24×21 6

第203図　SI124竪穴住居跡

SI124　堆積土註記表

SI124　施設堆積土註記表

SI124　施設観察表
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【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北414㎝、東西336㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定され

る。

【方向】　北壁基準でN-60°-Eである。

【堆積土】　大別3層、細別4層に分層された。1･ 2層は住居堆積土で、にぶい黄橙色砂質シルト･灰黄褐色粘土質シ

ルトを主体とし、黒褐色土ブロックとⅣ層ブロックを含む。3層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　残存状況が悪く明確ではないが、外傾して立ち上がると推定される。残存する壁高は、最大3㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦で、北壁付近が若干下がる。3層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から2基検出した。性格は、不明である。

【周溝】　検出していない。

【カマド】　検出していない。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　検出した範囲においては、全面が掘り込まれる。深さは、2 ～ 11㎝を測る。

【出土遺物】　堆積土から土師器の破片が極少量出土しているが、図化できる遺物はなかった。

【時期】　伴う土器はないが、本書の時期区分3期(古墳時代前期)の土器を伴うSI 122より古いことから、本竪穴住居

跡の時期は3期の範囲に収まると考えられる。
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第204図　SI125竪穴住居跡（1）
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SI125　竪穴住居跡(第204 ～ 206図)
【位置･確認】　17街区東半、Z- 8グリッドに位置する。住居の大半は、重複遺構(SI 109･ 111･ 113、SK 132･ 134、

Pit 110･ 120)と撹乱により失われている。床面を検出したのは北西･北東･南東コーナー付近のみで、住居中央は掘

り方検出面で床面施設を検出した。また、カマドは検出されず、地床炉を検出した。

【重複】　SI109･111･113と重複関係にあり、これらより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北570㎝、東西474㎝を測る。平面形状は、方形と推定される。

【方向】　北壁基準でN-49°-Wである。

【堆積土】　大別8層、細別9層に分層された。1 ～ 3層は住居堆積土で、暗褐色･灰黄褐色シルトを主体とし、焼土

粒･炭化物粒を含む。4･ 5層は地床炉堆積土で、4層は焼土粒を多量、炭化物粒を微量に含み、5層は焼土を少量、

炭化物粒を微量に含む。6層は、周溝堆積土である。7･8層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　北壁はやや内湾して立ち上がり、南壁はほぼ垂直に立ち上がる。残存する壁高は、最大30㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦である。7･8層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から1基、掘り方検出面で4基検出した。P 1 ～ 3は、規模と位置関係から主柱穴に相当すると考えられ

る。P2と重複関係にあるP4も、同様に主柱穴に相当すると考えられる。

【周溝】　床面上で検出した周溝は、壁際に沿って周る。検出した周溝の規模は、幅7 ～ 30㎝、深さ15㎝を測る。

【地床炉】　住居中央のやや北東側、P 5に近接した位置で検出した。平面形状は不整円形で、規模は57×54㎝、深
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0 2m(1:60)

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を少量含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

3a 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量、焼土粒を微量に含む。
3b 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

地床炉
4 2.5YR3/3 暗赤褐色 シルト 焼土を多量、径10㎜の黒色シルトブロックを少量、Ⅳ層ブロック･炭化物粒を微量に含む。
5 5YR5/8 明赤褐色 シルト 焼土･黒色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

周溝 6 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック･灰白色粘土粒を少量含む。

掘り方
7 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
8 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを多量、径10㎜の灰褐色シルトブロックを少量含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径10㎜の焼土ブロックを多量、径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒を少量含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量含む。
4 10YR4/1 褐灰色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

P2 - - - - 註記なし。
P3 - - - - 註記なし。

P4
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の灰白色粘土ブロックを多量に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

P5
1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。
3 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

SK1 1 5YR3/3 明赤褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜の焼土ブロックを多量、径10㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒を少量含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不整円形 (66)×(45) 66
P2 楕円形 (63×51) 51
P3 不整楕円形 (84)×(66) 24

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P4 不整円形 (60)×(51) 63
P5 不整楕円形 (36)×(35) 36
SK1 不明 (48)×(21) 9

SI125　堆積土註記表

SI125　施設堆積土註記表

SI125　施設観察表

第205図　SI125竪穴住居跡(2)
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さは6㎝を測る。底面では、被熱の痕跡が確認された。また、本地床炉の南側にも、床面が被熱した範囲を検出して

おり、同様に地床炉であった可能性が考えられる。

【その他の施設】　掘り方検出面で、土坑1基を検出した。

【掘り方】　検出した範囲では、全面が掘り込まれる。深さは15㎝を測る。

【出土遺物】　土師器甕1点、須恵器鉢1点を掲載した(第206図)。

　土師器甕は、床面施設(P 1)西側の検出面と撹乱との境で、大半が撹乱に露出した状態で出土した。緩やかに内湾

する胴部から、短く外傾する口縁部にいたる器形を呈する。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリ、胴

部内面ヘラナデが施される。

　須恵器鉢は、住居堆積土からの出土である。わずかに内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。

【時期】　上記の遺物のうち、土師器甕( 1)は5a ～ 5b期に属すると考えられる。しかし１は、出土状況から混入の可

能性があり、本竪穴住居跡に伴わない可能性が考えられる。重複関係では、本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉

)の土器を伴うSI 111･ 113、5bⅱ期( 8世紀前葉)の土器を伴うSI 109より古い。また、本竪穴住居跡からはカマドは

検出されず、地床炉が検出された。同様に地床炉が検出されたSI 122は、3期(古墳時代前期)の土器を伴う。このこ

とから、本竪穴住居跡の時期は重複関係からは5a期以前と考えられ、また、地床炉を伴うSI 122と同様に3期に遡る

可能性が考えられる。
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図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-317 17街区 SI125 P1検出面 土師器 甕 口縁
～底 (14.5) (7 .6 ) (14 .1 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ､

胴～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底:ﾍﾗﾅﾃﾞ 86

2 E-094 17街区 SI125 住居堆積土 須恵器 鉢 口縁
～底 (28.6) (13 .3 ) (8 .5 ) ﾛｸﾛ調整､体下半:回転ﾍﾗ

ｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 86

第206図　SI125竪穴住居跡出土遺物

1(P1 検出面 )

2( 住居堆積土 )
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SI126　竪穴住居跡(第207･208図)
【位置･確認】　17街区東半、Z- 8グリッドに位置する。検出したのはカマド燃焼部から南壁の一部で、西壁･北壁と南

壁の一部は重複遺構(SI110･111･118)と撹乱により失われている。

【重複】　SI110･111･118と重複関係にあり、これらより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北279㎝、東西165㎝を測る。平面形状は、不明である。

【方向】　カマド基準でN-69°-Wである。

【堆積土】　大別13層、細別18層に分層された。1 ～ 5層は住居堆積土で、オリーブ黒色･黒褐色シルトを主体とし、

Ⅳ層ブロックと灰白色粘土ブロックを含む。6層は、周溝堆積土である。7 ～ 11層はカマド関連層位で、7c層は天井

崩落土、11層は掘り方堆積土である。11a層上面が火床面となる。12層は、カマド袖構築土である。13層は、掘り

方堆積土である。

【壁面】　直線的にわずかに外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大42㎝を測る。

【床面】　カマドと壁周辺が、わずかに下がる。13層上面を、床面としている。

【柱穴】　掘り方から1基検出した。P1からは、柱痕跡が確認された。

【周溝】　検出した範囲においては、壁に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅18㎝、深さ12㎝を測

る。

【カマド】　住居壁面は重複遺構により失われているが、西壁に付設されていたと考えられる。煙道部と北袖の一部は、

重複遺構により失われている。袖の規模は、北袖が長さ21㎝、幅7㎝、南袖は長さ36㎝、幅15㎝を測る。北袖は、

竪穴住居跡構築時に掘り残した基本層Ⅳ層が直接使用されている。

　燃焼部の規模は、奥行き39㎝、幅54㎝、奥壁高9㎝を測る。奥壁は、緩やかに外傾して立ち上がる。底面には明

瞭な被熱範囲が確認され、底面から燃焼部の前方にかけて、炭化物の拡がりが確認された。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面が掘り込まれ、検出範囲の中央が窪む。深さは、6 ～ 18㎝を測る。底面からは、多数の工具痕を検

出した。

【出土遺物】　土師器甕1点を掲載した(第208図)。

　土師器甕は、カマド南袖先端に隣接した床面直上からの出土である。胴部は長胴で、胴部の最大径は中位に持つ。

調整は、外面ヘラケズリ、内面ヘラナデが施される。胴部下半には、粘土が帯状に貼り付けられており、粘土剥落部
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SI126 竪穴住居跡

C-318

炭化物範囲被熱範囲

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 7.5YR3/2 オリーブ黒色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、径10㎜の灰白色粘土ブロックを微量に含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを少量、径10㎜の灰白色粘土ブロックを微量に含む。
4 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
5 10YR2/2 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

周溝 6 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを微量に含む。

カマド

7a 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径30㎜の黒色シルトブロックを少量、径10㎜のⅣ層ブロックを微量に含む。
7b 5YR3/3 暗赤褐色 シルト Ⅳ層ブロック･黒色シルトブロックを少量、灰を微量に含む。
7c 7.5YR4/2 灰褐色 粘土質シルト 径10㎜の白色粘土ブロックを少量、Ⅳ層ブロック･焼土粒を微量に含む。(天井崩落土)
8a 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10㎜の焼土ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
8b 7.5YR4/4 褐色 シルト 径10㎜の焼土ブロックを多量に含む。
9a 10YR2/1 黒色 シルト 炭化物層。白色粘土粒、焼土粒を微量に含む。
9b 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
10 7.5YR5/4 にぶい褐色 シルト 灰を少量含む。

11a 2 .5YR5/8 明赤褐色 シルト 黒色シルトブロックを微量に含む。
11b 2.5YR3/3 暗赤褐色 シルト 焼土層。黒色シルト粒を微量に含む。

カマド袖 12 10YR2/1 黒色 シルト 炭化物層。径10㎜の焼土ブロックを少量、径10㎜の白色粘土ブロックを微量に含む。
掘り方 13 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量、径5 ～ 10㎜の焼土ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR4/4 褐色 シルト 褐色シルトを斑状に少量含む。
2 10YR2/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを斑状に少量含む。(柱痕跡)
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 径20 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 (36)×30 30

第207図　SI126竪穴住居跡

SI126　堆積土註記表

SI126　施設堆積土註記表

SI126　施設観察表

250

の観察では外面調整と同様にヘラケズリが施されていた。

【時期】　土師器甕( 1)は、床面直上からの出土であり本竪穴住居跡に伴うと考えられるが、胴部資料であり明確な時期

は不明である。しかし、重複関係では、本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)の土器を伴うSI 111より古いことか

ら、本竪穴住居跡の時期は、5a期以前と考えられる。
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C-318

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-318 17街区 SI126 床面直上 土師器 甕 胴～底 - 7.0 (23 .2 ) 胴:ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底:木葉痕→ﾍﾗﾅﾃﾞ 胴～底:ﾍﾗﾅﾃﾞ

胴下半に帯状に粘土貼
付、粘土剥落部に調整あ
り、外面被熱

86

1( 床面直上 )

第208図　SI126竪穴住居跡出土遺物
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SI127　竪穴住居跡(第209･210図)
【位置･確認】　17街区東半、Z- 9グリッドに位置する。カマド煙道部と北壁部分の掘り方を検出した。大半は、重複遺

構(SI116･119、SK135)により失われている。南側は、調査区外へかかると推定される。

【重複】　SI116･119、SK135と重複関係にあり、これらより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北183㎝、東西288㎝を測る。平面形状は、不明である。

【方向】　カマド煙道部基準でN-20°-Ｗである。

【堆積土】　大別6層、細別7層に分層された。1 ～ 5層はカマド関連層位で、1･ 2層は煙道部堆積土、3 ～ 5層は煙

出し部堆積土である。6層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　削平により失われており不明である。

【床面】　削平により失われており不明である。

【柱穴】　検出していない。

【周溝】　検出していない。

【カマド】　燃焼部は失われており、煙道部を検出した。煙道部西側と煙出し部の一部は、重複遺構により失われてい

る。

　残存する煙道部の規模は、長さ162㎝、深さ54㎝を測る。底面は、平坦である。

　残存する煙出し部の規模は、上端径は不明であるが、煙道部からの深さ33㎝を測る。壁面は、ほぼ垂直に立ち上が

る。
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部位 層位 土色 土性 備考

カマド

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR7/1 灰白色 シルト 酸化鉄を多量に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜の白色粘土ブロックを少量含む。

4a 10YR6/6 明黄褐色 シルト 黒色シルトブロックを微量に含む。下部に炭化物を帯状に含む。(厚5㎜ )。
4b 10YR4/1 褐灰色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロック･黒色シルトを多量、炭化物粒を微量に含む。
5 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト 褐色シルトを斑状に多量含む。下部に炭化物を帯状に含む。(厚10㎜ )。

掘り方 6 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考
SK1 1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒･焼土粒を微量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
SK1 不整楕円形 (66)×(42) 33

第209図　SI127竪穴住居跡

SI127　堆積土註記表

SI127　施設堆積土註記表

SI127　施設観察表
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【その他の施設】　土坑1基を検出した。

【掘り方】　検出した範囲では、全面が掘り込まれる。深さは9㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏1点･鉢1点、礫石器2点を掲載した(第210図)。

　土師器坏は、カマド煙道部堆積土からの出土である。底部は丸底で、扁平に内湾する体部から短く外傾する口縁部

にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に稜、内面に弱い稜を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体

部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが施される。

　土師器鉢は、カマド煙道部検出面からの出土である。底部は平底状の丸底で、球形に内湾する体部から内傾する口

縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ

ケズリ、体部内面ヘラナデが施される。

　礫石器は、3は掘り方堆積土、4はカマド煙道部検出面からの出土である。3は、楕円礫を素材とする大型の敲石で

ある。側縁及び上下端部に敲打痕が確認される。側縁の使用が顕著で大型の剥離痕を伴う。石材は、石英安山岩質

凝灰岩を使用している。4は、扁平礫を素材とする台石である。表裏両面に磨面が形成され、線条痕を伴う。線条痕

は、長軸方向が多いが直交方向や斜め方向も確認される。下端部は欠損している。石材は、硬質な安山岩を使用して

いる。

【時期】　伴う土器はないが、本書の時期区分5bⅱ期( 8世紀前葉)と考えられるSI 116･ 119より古いことから、本竪

穴住居跡の時期は5bⅱ期以前と考えられる。
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Kc-37

磨
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磨

磨

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

１ C-319 17街区 SI127 カマド煙道部
堆積土 土師器 坏 口縁

～体 (9.0) - (2 .3 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾍﾗﾅﾃﾞ 86

２ C-320 17街区 SI127 カマド煙道部
検出面 土師器 鉢 完形 8.6 - 10 .2

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体:ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底:ﾍﾗﾅﾃﾞ 86

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚
3 Kc-052 17街区 SI127 掘り方堆積土 礫石器 敲石 22.3 10 .8 6 .6 1074 .58 石英安山岩質凝灰岩 楕円礫、敲(2箇所)程度強 86

4 Kc-037 17街区 SI127 カマド煙道部
検出面 礫石器 台石 (21.2) (17 .9 ) 4 .2 (1938 .91) 安山岩 不整形扁平礫、磨面2面、線条痕あり、欠損あり 87

第210図　SI127竪穴住居跡出土遺物

4( カマド煙道部検出面 )

1( カマド煙道部堆積土 )

2( カマド煙道部検出面 )

3( 掘り方堆積土 )
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第211図　SI128竪穴住居跡

254

SI128　竪穴住居跡(第211･212図)
【位置･確認】　17街区東半、Z- 8グリッドに位置する。上面の大半は重複遺構(SI 109)により失われ、西側と南東部

は重複遺構(SI110･111･119･125、Pit97･117･155･157)と撹乱により失われている。

【重複】　SI109･110･111･125と重複関係にあり、これらより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北660㎝、東西342㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定され

る。

【方向】　北壁基準でN-83°-Wである。

【堆積土】　大別6層、細別8層に分層された。1 ～ 4層は住居堆積土で、褐色砂質シルトを主体とする層が多く、Ⅳ

層ブロック･炭化物粒を含む。5層は、周溝堆積土である。6層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大9㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦である。6層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から5基検出した。P 1は、規模と位置関係から、主柱穴に相当すると考えられる。P 3は壁柱穴の可能

性が考えられるが、P2･4･5の性格は不明である。
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C-378

0 10cm(1:3)

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径30㎜のⅣ層ブロック･径20㎜の黒色シルトブロックを少量含む。
2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロック･酸化鉄を少量含む。

3a 10YR4/6 褐色 砂質シルト 径10㎜の灰白色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3b 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 灰白色シルトを互層状、黒色シルトブロックを微量に含む。
4 10YR4/4 褐色 砂質シルト 径10㎜のⅣ層ブロック･灰白色シルトブロックを多量に含む。下部に酸化鉄を含む。

周溝
5a 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 灰色シルトブロックを微量に含む。
5b 10YR4/1 褐灰色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。

掘り方 6 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 灰色シルト･黒色シルト･褐色シルトを互層状に含む。焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック･黒色シルトを含む。炭化物粒を微量に含む。
P2 1 10YR3/2 黒褐色 シルト 灰色シルトブロック･黒色シルトブロックを微量に含む。

P3
1 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径20㎜の黒色シルトブロック･径5 ～ 10㎜の焼土ブロックを少量含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径10㎜の灰白色シルトブロック･炭化物粒を多量、焼土粒を微量に含む。

P4 - - - - 註記なし。

P5
1 10YR5/8 黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロック･灰白色シルトブロックを少量含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 灰白色シルト･黒色シルトを斑状に少量含む。(柱痕跡)
3 10YR4/6 褐色 シルト 灰白色シルトブロックを微量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 51×33 27
P2 不整楕円形 57×45 24
P3 隅丸方形 (57)×51 12

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P4 楕円形 57×51 18
P5 楕円形 42×30 30

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-378 17街区 SI128 P3堆積土 土師器 ﾐﾆﾁｭｱ 口縁
～底 (8.3) (4 .4 ) 4 .4 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾊｹﾒ､

体下端～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾊｹﾒ､底：ﾅﾃﾞ

内面ﾊｹﾒ調整は工具二種
使用 87

SI128　堆積土註記表

第212図　SI128竪穴住居跡出土遺物

SI128　施設堆積土註記表

SI128　施設観察表

1(P3 堆積土 )

255

【周溝】　検出した範囲においては、北東コーナーを除き全周する。床面が残存する南壁では、壁面に沿って周る。床

面検出時に確認した周溝の規模は、幅24㎝､ 深さ12㎝を測る。

【カマド】　検出していない。元より付設されなかったのか、重複遺構、撹乱により失われたのか不明である。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面が掘り込まれる。深さは、12㎝を測る。

【出土遺物】　土師器ミニチュア1点を掲載した(第212図)。

　土師器ミニチュアは、床面施設(P 3)堆積土からの出土である。鉢形の器形で、体部から口縁部は直線的に外傾する

器形を呈する。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ハケメが施される。

【時期】　伴う土器はないが、本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)の土器を伴うSI 111より古いことから、本竪穴

住居跡の時期は、5a期以前と考えられる。

SA1材木列(第213･214図)
　17街区西半、N･W- 8グリッドに位置する。北東から南西方向に断続的に延びる溝状の掘り込みで、底面から総数

52基のピットを検出した。中央付近の残存状況は悪く、一部ではピットのみを検出した。SK 108･ 127と重複関係にあ

り、これらより古い。

　溝状の掘り込みの検出規模は、全長1290㎝、上端幅40 ～ 42㎝、下端幅18 ～ 24㎝、深さ3 ～ 36㎝を測る。

N- 56°-Eの方向に延び、南西側は撹乱により失われているが、調査区外へかかると推定され、北東端は調査区内で収

束する。断面形状は逆台形を呈し、底面はわずかに起伏し、中央が高くなる。

(2 )材木列(第213･214図)

　17街区西半から1条検出した。
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C-351

C-352

C-353

C-354

0 10cm(1:3)

遺構名 調査区 グリッド 方向
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考
全長 上端幅 下端幅 深さ

SA1 17街
区 N･Ｗ-8 N-56°-E (1290) 40 ～

42
18 ～

24
3 ～
36

1a 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、一部に黒褐色粘土ブロック･炭化物
粒を微量含む。

1b 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

2a 10YR4/6 にぶい黄褐色 シルト 上部に径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、灰白色粘土ブロック･炭化物
粒を微量に含む。(柱痕跡)

2b 2 .5Y7/2 褐色 粘土 下部に酸化鉄を含む。

3a 10YR6/2 灰黄色 粘土質シルト 径10㎜の灰白色粘土ブロックを少量、径5 ～ 10㎜の黒褐色粘土ブロック
を微量含む。

3b 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜の黒褐色粘土ブロック･径10㎜の灰白色粘土ブロックを微
量含む。

3c 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-351 17街区 SA1 堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (11.3) - (12 .6 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 87

2 C-353 17街区 SA1 堆積土 土師器 高坏 脚 - - (4 .8 ) 脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ､裾：ﾖｺﾅﾃﾞ 坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ 内面坏部黒色処理 87

3 C-354 17街区 SA1 堆積土 土師器 壺 口縁
～頸 (21.8) - (7 .0 )

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ
頸：突帯貼付→ﾊｹﾒ→
ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ

口縁～頸：ﾖｺﾅﾃﾞ→
ﾍﾗﾐｶﾞｷ
肩：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

87

4 C-352 17街区 SA1 堆積土 土師器 甕 口縁 (16.0) - (1 .9 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾊｹﾒ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ 87

2( 堆積土 )

4( 堆積土 )

3( 堆積土 )

1( 堆積土 )

第214図　材木列出土遺物

257

　底面で検出したピットは、大半が溝状の掘りこみの中央に位置するが、壁際に掘り込まれるものもみられ、一部のピ

ットでは重複関係がみられた。このうち、P 5からは柱痕跡が確認された。検出したピットの平面形状は、円形ないし楕

円形を呈するものが多く、方形を呈するものが小数みられる。断面形状は、｢U｣ 字状を呈するものが大半を占める。規

模は、上端径40 ～ 42㎝、深さ3 ～ 36㎝を測る。

　堆積土からの出土遺物として、土師器坏1点･高坏1点･壺1点･甕1点を掲載した(第214図)。

　土師器坏は、扁平に内湾する体部からわずかに外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面

に段、内面に稜を持つ。調整は口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが施される。

　土師器高坏は、脚部は柱状中実で、裾部はラッパ状に開くと推定される。調整は、脚部外面ヘラナデ、裾部外面ヨ

コナデ、坏部内面ヘラミガキ、裾部内面ヘラナデが施される。坏部内面は、黒色処理される。

　土師器壺は、二重口縁壺の口縁部で、外反する頸部から屈曲して外傾する口縁部にいたる。頸部と体部の境には、

凸帯が貼り付けられる。調整は、口縁部外面ヨコナデ、頸部外面ハケメのちヘラミガキ、頸部内面ヨコナデのちヘラミ

ガキ、肩部内面ヘラケズリが施される。

　土師器甕は、屈曲する口縁部を持ち、屈曲部は外面に段、内面に稜を持つ。口唇部内面は、面を持つ。調整は口

縁部外面ヨコナデのち一部ハケメ、口縁部内面ヨコナデが施される。

　伴う土器や、時期の判る遺構との重複関係がなく、本遺構の時期は不明である。

(3 )溝跡(第215 ～ 235図)
　Ⅴ区から1条(SD 61)、Ⅴ区下層調査から1条(SD 61)、17街区から4条(SD 61･ 74 ～ 76･ 78)、総数5条検出し

た。このうちSD 61は、Ⅴ区、Ⅴ区下層調査、17街区にまたがって検出しており、堆積土中から極めて多量の遺物が

出土した。SD 74 ～ 76･ 78は、竪穴住居跡･SD 61と重複関係にあり、竪穴住居跡より新しく、SD 61より古い。これ

ら溝跡の時期は、SD 61から竪穴住居跡とほぼ同時期の遺物が出土していることから、SD 61より古く竪穴住居跡より新

しいSD74 ～ 76･78も竪穴住居跡と同時期と考えられる。

　以下、古墳時代～古代と考えられる5条の溝跡について、個別に報告する。
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SD61　溝跡(第215 ～ 234図)
　Ⅴ区北半、Ⅴ区下層調査西半、17街区東半において溝跡の一部を検出した。検出範囲が連続しないため堆積土の

対比が困難であった。そのため、堆積土･出土遺物については、00年度Ⅴ区調査範囲をⅤ区東半、01年度Ⅴ区調査

範囲をⅤ区西半、05年度Ⅴ区下層調査範囲をⅤ区下層、07年度17街区調査範囲を17街区として調査区ごとに個別

に報告し、出土遺物に関しても各調査区の層位に準じて報告する。

　本溝跡は、Ａ～Ｄ･Ｚ- 7･ 8グリッドに位置し、両端は調査区外へかかると推定される。重複関係は、古墳時代～古

代の遺構より新しく、古代～中世の遺構より古い。検出した規模は、総長46. 5m、上端幅260 ～ 450㎝、下端幅39

～ 100㎝、深さ120 ～ 159㎝を測る。方向はN- 3°-Eである。断面形状は、逆台形を呈し、南壁の立ち上がりは緩や

かで、部分的に屈曲ないしテラス状の段を持つ。堆積土は、上層は黒褐色･暗褐色シルトないし粘土質シルトを主体と

し、灰白色火山灰を含む層が多くみられる。中層は、にぶい黄褐色･灰黄褐色シルトないし粘土質シルトを主体とする

層が多く、17街区では焼土層･炭化物層がみられる。下層は、にぶい黄褐色シルト･褐色粘土質シルトを主体とする

層が多く、底面付近はグライ化する。

　遺物は、土師器･須恵器を中心に多量に出土したがいずれも堆積土からの出土であり、底面から出土した遺物はな

い。このうち、土師器坏41点･高坏3点･器台1点･鉢6点･甕19点･甑2点･ミニチュア3点、須恵器蓋4点･坏5

点･盤1点･瓦泉1点･鉢2点･甕2点･硯1点、丸瓦1点、土製品7点、金属製品5点、石製品1点、礫石器20点を掲

載した(第218 ～ 234図)。

　土師器坏41点(第218図- 1 ～ 15、第219図- 1 ～ 15、第220図- 1 ～ 11)のうち、第218図- 1 ～ 4は北武蔵型

土師器(清水型関東系土器)の特徴を有する。底部は丸底と推定され、半球形ないし扁平に内湾する体部から｢S｣ 字状

に緩やかに外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持つ。調整は口縁

部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが施される。第218図- 5 ～ 10は、底部は丸底で、扁平

に内湾する体部から短く外傾ないし直立する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に

稜を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが施され、9の体部外面と5･ 6

の内面はヘラミガキが施される。第218図- 11 ～ 15、第219図- 1 ～ 13は、底部は丸底で、扁平に内湾する体部か

ら外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、第218図- 11 ～ 15、第219図- 1 ～ 5は外面に段、

内面に稜を持ち、第219図- 6 ～ 13は外面に不明瞭な段ないし稜、内面に稜を持つ。第219図- 14･ 15、第220図

- 1･ 2は、底部は平底ないし平底状の丸底で、扁平に内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁

部と体部の境は、外面に段ないし稜を持つ。第218図- 11 ～ 15、第219図- 1 ～ 15、第220図- 1 ～ 3の調整は、

口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキを基調とし、外面にヘラミガキが施されるもの、内面にヨ

コナデ･ヘラナデが施されるものがみられる。内面は、黒色処理されるものとされないものがみられる。第220図- 4 ～

9は、底部は丸底で、緩やかに内湾する体部からわずかに外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境

は、外面に稜を持つものと持たないものがみられる。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミ

ガキを基調とし、外面にヘラミガキが施される物もみられる。第220図- 5･ 7の内面は、黒色処理される。第220図

-10･11は、ロクロ使用の土師器坏である。第220図-10の底部切り離し技法は、回転ヘラ切りのち手持ちヘラケズリ、

第220図- 11の底部切り離し技法は不明だが、体部下端から底部に回転ヘラケズリが施される。第220図- 11の内面

は、ヘラミガキが施される。

　土師器高坏(第220図- 12 ～ 14)のうち、第220図- 12の坏部は扁平な体部から外傾する口縁部にいたり、脚部は

外傾してラッパ状に開く裾部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持つ。脚部に二等

辺三角形の透かしを3窓持つ。第220図- 13の坏部は、緩やかに内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を
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呈する。第220図- 12･ 13の調整は、口縁部外面ヨコナデ、坏部外面ヘラケズリ、坏部内面ヘラミガキが施され、第

220図- 12の脚部は外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ、裾部内外面ヨコナデが施される。坏部内面は、黒色処理される。

第220図-14は、内外面にヘラミガキが施され、円形の透かしが5窓残存する。

　土師器器台(第220図-15)は、脚部は外傾して開き、透かしを3窓持つ。

　土師器鉢(第221図- 1 ～ 6)のうち、第221図- 1 ～ 4は半球形に内湾する体部から、外反･外傾する口縁部にいた

る器形を呈する。口縁部と体部の境は、第221図- 1･ 2は稜、第221図- 3･ 4は段を持つ。第221図- 5は、平底の

底部から内湾する体部にいたる。底部と体部の境は屈曲し、底部は突出する。第221図-6は、球形の体部から外傾す

る口縁部にいたる器形を呈する。第221図-2 ～ 5の内面はヘラミガキが施され、黒色処理される。

　土師器甕(第221図-7 ～ 9、第222図-1･2、第223図-1 ～ 6、第224図-1 ～ 4、第225図-1 ～ 3)のうち、第

221図- 7 ～ 9、第222図- 1･ 2、第223図- 1は球胴の胴部から外傾･外反する口縁部にいたる器形を呈する。胴部

の最大径は、第221図- 7は上位、第221図- 8･ 9、第222図- 1･ 2、第223図- 1は上位に持つ。口縁部と胴部の

境は、第221図- 7･ 9、第222図- 2、第223図- 1は段を持ち、第221図- 8、第222図- 1は段を持たない。第223

図- 2 ～ 5は、緩やかに内湾する胴部から外傾･内傾する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は、第223図

- 2･ 3は上位、第223図- 4･ 5は中位に持つ。口縁部と胴部の境は、段ないし不明瞭な段を持つ。第223図- 6、第

224図- 1 ～ 4、第225図- 1･ 2は、長胴の胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は、いず

れも中位に持つ。口縁部と胴部の境は、第223図- 6、第224図- 1･ 2･ 4、第225図- 1は段を持ち、第224図- 3は

段･稜を持たない。第225図-3は、内湾する胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は下位に

持つ。口縁部と胴部の境は、段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部内面ヘラナデを基調とし、胴部外面は

ハケメ、ヘラケズリ(全面･胴部下半)、ヘラナデ、ヘラミガキが施される。

　土師器甑(第225図- 4、第226図- 1 ～ 3)は、いずれも緩やかに内湾する胴部から外傾する口縁部にいたる器形

を呈する。底部が残存する第226図- 2･ 3は単孔式である。胴部の最大径は、第225図- 4、第226図- 1･ 2は上位、

第226図- 3は中位に持つ。口縁部と胴部の境は、第225図- 4は不明瞭な段、第226図- 3は段･稜を持たず、第
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226図- 1･ 2は段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケメのち下半ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデ、

孔周辺ヘラケズリが施される。

　土師器ミニチュア(第226図-4 ～ 6)は、いずれも鉢形で、第226図-4･5は手捏ねである。

　須恵器蓋(第226図- 7 ～ 10)は、第226図- 7は内湾する天井部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。天井

部と口縁部の境に段を持つ。第226図-8 ～ 10は、カエリを持つ。天井部から口縁部へ緩やかに内湾する器形を呈し、

口唇部は第226図-8･9が斜め下方を向き、第226図-10は垂下する。第226図-8･9はボタン状のつまみが付く。

　須恵器坏(第227図- 1 ～ 5)のうち、第227図- 1･ 2は扁平に内湾する体部からほぼ直立する口縁部にいたる器形

を呈する。第227図-1の体部～底部は手持ちヘラケズリ、第227図-2は回転ヘラケズリが施される。第227図-3は、

扁平に内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、段を持つ。体部外面は、手

持ちヘラケズリが施される。第227図- 4･ 5は、底部と体部の境は屈曲し、体部から口縁部は外傾する器形を呈する。

第227図-5は、高台が貼り付けられる。

　須恵器盤(第227図-6)は、体部･口縁部とも短く外傾し、口縁部と体部の境は段を持つ。体部内面に青海波文が施

される。

　須恵器瓦泉(第227図- 7)は、口縁部の一部が欠損するがほぼ完形で、Ⅴ区東半の堆積土からの出土である。体部は

球形で、外反する頸部から屈曲して外傾する口縁部にいたる器形を呈する。調整はロクロ調整のち体部下半に手持ち

ヘラケズリが施される。口縁部外面に櫛描き波状文、頸部に2条の沈線が施され、体部には2条の沈線で区画したの
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遺構名 グリッド 層位 土性 粘性 しまり 備考
1 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 弱 強 Ⅳ層ブロック(φ20～30mm程度)を多量、黒色シルトブロック(φ10ｍｍ程度)･灰白色火山灰を少量含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 弱 強 上部に灰白色火山灰を多量に含む。下部に炭化物を帯状(厚20mm程度)に含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 弱 強 上部に灰白色火山灰を多量に含む。下部に炭化物を帯状(厚50mm程度)に含む。

4 10YR3/4 暗褐色 シルト 弱 強
上部に灰白色火山灰(厚5mm程度)を含む。下部にⅣ層ブロック(φ50mm程度)を多量、炭化物を帯状
(厚20mm程度)に含む。

5 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 弱 強 Ⅳ層ブロック(φ30～150mm程度)を含む。酸化鉄斑を微量含む。
6 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 強 弱 Ⅳ層土と黒色シルトを互層状に含む。酸化鉄斑を少量含む。
7 10YR3/2 黒褐色 シルト 弱 強 Ⅳ層ブロック(φ10～40mm程度)･酸化鉄斑を少量含む。
8 10YR5/6 黄褐色 シルト 強 弱 黒色シルトブロック(φ10～30mm程度)を多量に含む。
9 10YR5/8 黄褐色 粘土 強 弱 黒色シルトブロック(φ10mm程度)を多量に含む。
10 10YR3/2 黒褐色 粘土 強 強 灰褐色シルトと黒色粘土を互層状に含む。
11 10YR5/6 黄褐色 シルト 弱 弱
12 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 強 弱 黒色シルト粒を多量に含む。(一部グライ化)
13 10YR6/6 明黄褐色 粘土 強 強 Ⅳ層ブロック･灰褐色粘土･黒色粘土ブロックを含む。
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遺構名 グリッド 層位 土性 粘性 しまり 備考
1 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 弱 強 Ⅳ層ブロック(φ20～30mm程度)を多量、黒色シルトブロック(φ10ｍｍ程度)･灰白色火山灰を少量含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 弱 強 上部に灰白色火山灰を多量に含む。下部に炭化物を帯状(厚20mm程度)に含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 弱 強 上部に灰白色火山灰を多量に含む。下部に炭化物を帯状(厚50mm程度)に含む。

4 10YR3/4 暗褐色 シルト 弱 強
上部に灰白色火山灰(厚5mm程度)を含む。下部にⅣ層ブロック(φ50mm程度)を多量、炭化物を帯状
(厚20mm程度)に含む。

5 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 弱 強 Ⅳ層ブロック(φ30～150mm程度)を含む。酸化鉄斑を微量含む。
6 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 強 弱 Ⅳ層土と黒色シルトを互層状に含む。酸化鉄斑を少量含む。
7 10YR3/2 黒褐色 シルト 弱 強 Ⅳ層ブロック(φ10～40mm程度)･酸化鉄斑を少量含む。
8 10YR5/6 黄褐色 シルト 強 弱 黒色シルトブロック(φ10～30mm程度)を多量に含む。
9 10YR5/8 黄褐色 粘土 強 弱 黒色シルトブロック(φ10mm程度)を多量に含む。
10 10YR3/2 黒褐色 粘土 強 強 灰褐色シルトと黒色粘土を互層状に含む。
11 10YR5/6 黄褐色 シルト 弱 弱
12 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 強 弱 黒色シルト粒を多量に含む。(一部グライ化)
13 10YR6/6 明黄褐色 粘土 強 強 Ⅳ層ブロック･灰褐色粘土･黒色粘土ブロックを含む。
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部位 層位 土色 土性 備考

SD61(Ⅴ区)
A-A'

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 木炭粒･焼土粒･マンガン粒を含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭粒･マンガン粒を含む。2層最下部に灰白色火山灰(2.5Y8/1 灰白シルト)を帯状に含む。
3 10YR3/1 黒褐色 シルト 2.5Y6/4にぶい黄褐色シルト･木炭粒･マンガン粒を含む。
4 10YR4/1 褐灰色 粘土 酸化鉄･マンガン粒を含む。
5 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロック･マンガン粒を含む。
6 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロックを含む。
7 10YR3/2 黒褐色 粘土 木炭粒･マンガン粒を含む。

部位 層位 土色 土性 備考

SD61(Ⅴ区)
B-B'

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物･焼土粒を少量、灰白色火山灰ブロックを含む。
2 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 褐色土･灰白色火山灰ブロックを含む。
3 10YR2/2 黒褐色 シルト 明黄色土･褐色土･灰白色火山灰ブロックを含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 下部に明黄色土･褐色土ブロックを含む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 酸化鉄斑を含む。
6 10YR2/3 黒褐色 シルト にぶい黄褐色ブロックを多量、酸化鉄斑を含む。

部位 層位 土色 土性 備考

SD61
(Ⅴ区下層

調査)
C-C'

Ⅰ 表土(盛土)。砕石を含む。
Ⅱ 10YR4/2 黄橙色 シルト にぶい黄褐色シルトブロックを微量に含む。
Ⅲ 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 黄褐色シルトブロックを多量に含む。
Ⅳ 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黄褐色シルトブロックを微量に含む。
Ⅴ 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色粘土ブロック微量に含む。(基本層Ⅳaに対応か)
Ⅵ 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土 灰黄褐色シルトブロック微量に含む。(基本層Ⅳa'に対応?)
7 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜の橙色焼土･明黄褐色シルトブロックをわずかに含む。
8 2.5Y6/2 灰黄色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜の炭･明黄褐色シルトブロックを多量に含む。
9 2.5Y6/3 にぶい黄色 シルト 径10 ～ 20㎜の褐灰色シルトブロックを微量に含む。

10 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 20㎜の褐灰色シルトブロックを多量に含む。
11 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5㎜の橙色焼土ブロックを含む。径5 ～ 10㎜の炭･明黄褐色シルトブロックをわずかに含む。
12 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 橙色焼土･明黄褐色シルトブロックを微量、炭をわずかに含む。
13 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10㎜の褐灰色シルトブロックを微量、炭をわずかに含む。
14 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径10㎜の褐灰色シルトブロック･径20㎜の灰色粘土ブロックを微量に含む。
15 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の明黄褐色シルトブロックを微量に含む。
16 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜の明黄褐色シルトブロックを微量、径10㎜の灰色粘土ブロックをわずかに含む。
17 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の褐灰色シルトブロックを多量に含む。
18 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径20㎜の灰色粘土ブロックを微量に含む。
19 10YR6/6 明黄褐色 シルト 径5㎜の灰黄褐色シルトブロックをわずかに含む。
20 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜の明黄褐色シルトブロックを微量に含む。
21 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 灰白色シルトを多量に含む。
22 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5㎜の明黄褐色シルトブロック･黒褐色粘土ブロックを微量、径10㎜の灰色粘土ブロックをわずかに含む。
23 10YR6/6 明黄褐色 シルト 径5㎜の灰黄褐色シルトブロックをわずかに含む。
24 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径5㎜の明黄褐色シルトブロックを微量、径5㎜の黒褐色粘土ブロックをわずかに含む。
25 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土 径10 ～ 20㎜の灰黄褐色シルトブロックを斑状に多量に含む。
26 5G5/1 緑灰色 粘土 　
27 5BG5/1 青灰色 粘土 径30㎜の黒褐色土粘土ブロックを含む。
28 10YR6/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト (グライ化)
29 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10㎜のにぶい黄橙色シルトブロックを微量に含む。(グライ化)

部位 層位 土色 土性 備考

SD61
(Ⅴ区下層

調査)
D-D'

1 2 .5YR7/1 灰白色 砂質シルト 灰白色火山灰一次堆積層。
2 2.5Y6/3 にぶい黄色 粘土質シルト 灰白色火山灰を多量、炭･赤褐色焼土ブロックをわずかに含む。
3 10YR5/1 褐灰色 粘土質シルト 径5㎜のにぶい黄褐色シルトブロック･灰を微量、橙色焼土ブロックをわずかに含む。
4 2.5YR6/2 灰黄色 粘土質シルト 炭･酸化鉄をわずかに含む。
5 10YR5/1 褐灰色 粘土質シルト 炭を多量、灰黄色粘土ブロックを微量に含む。
6 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜の黒褐色シルトブロックを微量、明黄褐色シルトブロックをわずかに含む。
7 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 酸化鉄をわずかに含む。
8 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜の黒褐色シルトブロックを微量に含む。
9 2.5Y6/1 黄灰色 粘土質シルト 径5㎜の灰白色粘土ブロックを微量、炭･橙色焼土粒をわずかに含む。

10 5YR5/4 にぶい赤褐色 粗砂 焼土層。
11 2.5Y6/2 灰黄色 粘土 径5㎜の灰白色粘土を微量、酸化鉄･炭をわずかに含む。
12 5Y5/1 灰色 粘土 酸化鉄をわずかに含む。
13 10YR5/2 黄褐色 シルト 径10㎜の明黄褐色シルトブロックを微量に含む。
14 10YR4/1 褐灰色 シルト 径10㎜のにぶい黄橙色シルトブロックを多量、炭をわずかに含む。
15 10YR4/1 褐灰色 シルト 径10㎜のにぶい黄橙色シルトブロックを多く含む。
16 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜の褐灰色シルトブロックを多量、橙色焼土粒をわずかに含む。
17 5Y5/1 灰色 粘土質シルト 径5㎜の灰白色粘土ブロックを微量、酸化鉄をわずかに含む。
18 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のにぶい黄橙色シルトブロックを微量、酸化鉄をわずかに含む。
19 10Y5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10㎜の明黄褐色シルトブロックを多量に含む。
20 5BG4/1 暗青灰色 粘土 径5 ～ 10㎜の青灰色粘土ブロック･酸化鉄を微量に含む。
21 10YR6/3 にぶい黄橙色 シルト 径5 ～ 20㎜の黒褐色シルトブロックを多量に含む。
22 5BG4/1 青灰色 シルト 径5 ～ 10㎜の青灰色粘土ブロックを多量に含む。
23 5GY7/1 明オリーブ灰色 粘土 径5 ～ 10㎜の酸化鉄･黒褐色シルトブロックを微量に含む。
24 5GY7/1 明オリーブ灰色 シルト 径5 ～ 10㎜の酸化鉄･黒褐色シルトブロックをわずかに含む。
25 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜の明黄褐色シルトブロックを微量に含む。
26 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト 酸化鉄を微量に含む。
27 5Y5/1 灰色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜の褐灰色シルトブロックを微量、酸化鉄をわずかに含む。
28 7.5Y5/2 灰オリーブ色 粘土 径20㎜の褐灰色シルトブロックを微量に含む。
29 7.5Y5/1 灰色 粘土 黒色粘土ブロック･黒褐色シルトブロックを多く含む。
30 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜の黄灰色シルトブロック･酸化鉄を微量に含む。

SD61(Ⅴ区)A-A'土層観察表

SD61(Ⅴ区)B-B'土層観察表

SD61(Ⅴ区下層調査)C-C'土層観察表

SD61(Ⅴ区下層調査)D-D'土層観察表
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遺構名 調査区 グリッド 方向
規模(㎝ )

備考
全長 上端幅 下端幅 深さ

SD61 Ⅴ区･
17街区

A ～ D･Z
-7･8 N-78°-Ｗ (4650) 260 ～

450 39 ～ 100 159

部位 層位 土色 土性 備考

SD61
(17街区)

E-E'

1 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 径20 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の黒色シルトブロック･灰白色火山灰を少量含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 上部に灰白色火山灰を多量に含む。下部に炭化物を帯状に含む(厚20㎜ )。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 上部に灰白色火山灰を多量に含む。下部に炭化物を帯状に含む(厚50㎜ )。
4 10YR3/4 暗褐色 シルト 上部に灰白色火山灰を含む(厚5㎜ )。下部に径50㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物を帯状に含む(厚20㎜ )。
5 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径30 ～ 150㎜のⅣ層ブロックを含む。酸化鉄斑を微量含む。
6 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層土と黒色シルトを互層状に含む。酸化鉄斑を少量含む。
7 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10 ～ 40㎜のⅣ層ブロック･酸化鉄斑を少量含む。
8 10YR5/6 黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。
9 10YR5/8 黄褐色 粘土 径10㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。
10 10YR3/2 黒褐色 粘土 灰褐色シルトと黒色粘土を互層状に含む。
11 10YR5/6 黄褐色 シルト
12 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 黒色シルト粒を多量に含む。(一部グライ化)
13 10YR6/6 明黄褐色 粘土 Ⅳ層ブロック･灰褐色粘土･黒色粘土ブロックを含む。

SD61(17街区)E-E'土層観察表

SD61溝跡観察表

263

ち刺突文が施文される。注口部は、施文後に貼り付けられている。

　須恵器鉢(第227図- 8･ 9)は、直線的に外傾して体部から口縁部にいたる器形を呈する。第227図- 9の口縁端部

は肥厚し、口縁部に1条、体部に2条の沈線が施される。8は、横瓶の可能性がある。

　須恵器甕(第227図- 10･ 11、第228図- 1)のうち、第227図- 10･ 11の口縁部は外傾して開き、口唇部は垂下す

る。第227図-10の頸部には、櫛描き波状文が施される。第228図-1は、歪みの大きい大型の甕の胴部である。

　須恵器硯(第229図- 1)は、Ⅴ区下層調査、堆積土中層からの出土で、把手付中空円面硯に分類される。底部はや

や上げ底で、体部はわずかに膨らみを持って外傾し、外堤部にいたる器形を呈する。海部から硯面へは、外傾して立

ち上がる。硯面の中央は、使用によるものか不明だが、円形に凹む。把手剥落部には、径5㎜の孔が斜め上方に向け

て穿孔される。調整は、ロクロ調整のち体部下半回転ヘラケズリ、底部手持ちヘラケズリが施される。

　丸瓦(第229図- 2)は、側縁はヘラケズリが施され、凸面は縄タタキ目、凹面は糸切り痕のち布目痕のち一部ナデが

観察される。

　土製品(第229図-3 ～ 6、第230図-1 ～ 3)は、第229図-3は支脚、第229図-4 ～ 6は管状の土錘、第230図

-1は紡錘形の土錘、第230図-2･3は土製円盤である。第230図-1の外面には、斜め方向に非貫通孔が穿孔される。

　金属製品(第230図-4 ～ 8)は、第230図-4 ～ 6は刀子、第230図-7は鎌、第230図-8は鉄鏃である。

　石製品(第230図- 9 ～ 11)は、第230図- 9は磨面や敲打の使用痕跡は確認されないが、風化した刃物痕が確認さ

れる礫である。第230図- 11は横長剥片の末端に剥離を施した不明石製品である。形状は剥片石器に似るが、石材に

軟質な石英安山岩質凝灰岩を使用している。

　礫石器(第230図-12、第231図-1 ～ 6、第232図-1 ～ 5、第233図-1 ～ 5、第234図-1)は、第230図-12、

第231図- 1･ 3･ 4･ 6、第232図- 1･ 2･ 4･ 5、第233図- 3･ 4は器体の一部に敲打痕が確認される敲石である。第

233図- 1は上半部を欠損するが、欠損面に敲打痕が確認される。第231図- 2、第232図- 3、第233図- 2は敲打痕

に加えて磨面が確認される礫石器である。第231図- 5、第233図- 2では線条痕及び溝状痕が確認される。第231図

- 5の表面の線条痕は敲打痕によって切られる。第231図- 2は裏面に凹痕が確認される。表裏共に顕著な線条痕が確

認される。裏面の線条痕は凹痕を切っている。第233図- 5は台石であるが、側縁部に剥離を伴う敲打痕が発達してお

り敲石として使用した可能性もある。第234図- 1は大型の台石である。表面の磨面には顕著な線条痕及び溝状痕を伴

う。裏面中央には浅い凹痕が確認される。

　本溝跡は、その規模から区画施設と考えられるが、出土遺物は全て堆積土からの出土であり、伴う遺物はなく、時期

は不明である。しかし、17街区において本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)以降と考えられるSI 112と重複関

係にあり、SI112より新しいことから、本溝跡の時期は5a期以降と考えられる。
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図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-198 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土中層 土師器 坏 完形 10.8 - 3 .7 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ
体～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 87

2 C-200 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 坏 口縁

～体 (11.6) - (4 .4 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 87

3 C-324 17街区 SD61 4層下部
炭化物層 土師器 坏 口縁

～底 (11.0) - (4 .4 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 87

4 C-326 17街区 SD61 5 ～ 7層 土師器 坏 口縁
～体 12.6 - (3 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 87

5 C-202 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 坏 口縁

～底 10.2 - 3 .2 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：不明 ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面被熱

顕著、内面剥落 87

6 C-201 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 坏 口縁

～底 (10.7) - (4 .0 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 87

7 C-323 17街区 SD61 3層下部
炭化物層 土師器 坏 完形 10.7 - 3 .7 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 87

8 C-325 17街区 SD61 4層下部
炭化物層 土師器 坏 口縁

～底 (10.4) - (4 .5 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 87

9 C-374 Ⅴ区
下層 SD61 3 ～ 5層 土師器 坏 口縁

～体 (15.2) - (4 .2 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
→ﾍﾗﾐｶﾞｷ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 内外面摩耗 87

10 C-174 Ⅴ区
西半 SD61 堆積土 土師器 坏 口縁

～体 (16.2) - (4 .1 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 87

11 C-321 17街区 SD61 堆積土中層 土師器 坏 口縁
～体 (9.1) - (2 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 87

12 C-211 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土中層 土師器 坏 口縁

～底 (9.2) - 2 .9 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 87

13 C-209 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 坏 略完形 15.1 - 5 .2 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面底部
「Ｘ」刻書 87

14 C-176 Ⅴ区
西半 SD61 堆積土 土師器 坏 口縁

～底 (15.6) - (4 .7 ) 口縁：ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗﾐｶﾞｷ 87

15 C-210 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 坏 口縁

～底 (16.0) - 5 .0 口縁：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 87

第218図　SD61溝跡出土遺物(1)

1( 堆積土中層 )
2( 堆積土上層 ) 3(4 層下部炭化物層 )

4(5 ～ 7 層 ) 5( 堆積土上層 ) 6( 堆積土上層 )

7(3 層下部炭化物層 ) 8(4 層下部炭化物層 ) 9(3 ～ 5 層 )

10( 堆積土 )

11( 堆積土中層 )

12( 堆積土中層 )
13( 堆積土上層 )

14( 堆積土 )

15( 堆積土上層 )
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C-338

C-197

C-197
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C-348
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図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-212 Ⅴ区
下層 SD61 3 ～ 5層 土師器 坏 口縁

～底 (18.0) - (3 .6 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 87

2 C-332 17街区 SD61 堆積土中層 土師器 坏 口縁
～底 (12.7) - 4 .7 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面摩耗、内面黒色処理 87

3 C-214 Ⅴ区
下層 SD61 3 ～ 5層 土師器 坏 口縁

～体 (15.2) - (5 .3 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 87

4 C-333 17街区 SD61 堆積土中層 土師器 坏 口縁
～底 (14.8) - 5 .5 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 87

5 C-335 17街区 SD61 堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (19.2) - (5 .4 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 坏部内面黒色処理 87

6 C-203 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土中層 土師器 坏 口縁

～底 (9.4) - 3 .3 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 87

7 C-322 17街区 SD61 3層下部
炭化物層 土師器 坏 口縁

～底 (9.8) - 3 .9 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 87

8 C-199 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 坏 口縁

～底 (12.5) - 4 .0 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 87

9 C-331 17街区 SD61 5 ～ 7層 土師器 坏 口縁
～底 (12.6) - (3 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面摩耗 87

10 C-208 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 坏 口縁

～底 14.7 - 4 .4 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面底部

に籾痕 87

11 C-206 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 坏 口縁

～体 (15.2) - (3 .8 )
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ
→ﾍﾗﾐｶﾞｷ

ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 87

12 C-204 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 坏 口縁

～底 (12.2) - (4 .9 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 内外面摩耗 88

13 C-338 17街区 SD61 3層下部
炭化物層 土師器 坏 口縁

～体 (15.1) - (5 .0 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 87

14 C-197 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土中層 土師器 坏 完形 10.9 - 2 .5 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 88

15 C-348 17街区 SD61 堆積土中層 土師器 坏 口縁
～底 (12.6) - 3 .1 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面摩耗 88

第219図　SD61溝跡出土遺物(2)

1(3 ～ 5 層 ) 2( 堆積土中層 )
3(3 ～ 5 層 )

4( 堆積土中層 ) 5( 堆積土 )

6( 堆積土中層 )

7(3 層下部炭化物層 ) 8( 堆積土上層 ) 9(5 ～ 7 層 )

10( 堆積土上層 )
11( 堆積土上層 )

12( 堆積土上層 )

13(3 層下部炭化物層 )

14( 堆積土中層 )
15( 堆積土中層 )
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図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-334 17街区 SD61 3層下部
炭化物層 土師器 坏 略完形 13.6 - 3 .9 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理､外面摩耗 88

2 C-336 17街区 SD61 4層下部
炭化物層 土師器 坏 口縁

～底 (18.0) (7 .3 ) 4 .4 ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理
外面被熱 88

3 C-213 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土下層 土師器 坏 略完形 (14.5) - 4 .0 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 88

4 C-327 17街区 SD61 堆積土中層 土師器 坏 口縁
～底 (12.3) - 3 .4 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色漆仕上げ、外面
摩耗 88

5 C-328 17街区 SD61 4層下部
炭化物層 土師器 坏 完形 13.5 - 3 .8 ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 88

6 C-329 17街区 SD61 3層下部
炭化物層 土師器 坏 口縁

～底 (13.9) - (3 .9 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内外面摩耗 88

7 C-207 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 坏 口縁

～底 (12.4) - 3 .7 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 88

8 C-205 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 坏 口縁

～底 (13.4) - 4 .9 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 88

9 C-330 17街区 SD61 3層下部
炭化物層 土師器 坏 口縁

～体 (18.0) - (3 .4 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 体部下半に穿孔あり 88

10 D-002 17街区 SD61 堆積土上層 土師器 坏 口縁
～底 (12.4) (8 .5 ) 3 .5 ﾛｸﾛ調整､底：回転ﾍﾗ切り

→手持ち ﾛｸﾛ調整 88

11 D-001 17街区 SD61 堆積土上層 土師器 坏 口縁
～底 (14.9) (10 .4 ) 4 .0 ﾛｸﾛ調整､

体下半～底：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整､ﾍﾗﾐｶﾞｷ 88

12 C-177 Ⅴ区
西半 SD61 堆積土 土師器 高坏 口縁

～脚 (14.4) (11 .6 ) 9 .9
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
坏～脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ、
裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ
裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

坏部内面黒色処理、透し
3窓、ﾍﾗｹｽﾞﾘにて面取り、
坏部内面摩耗

88

13 C-215 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 高坏 口縁

～底 (9.4) - (4 .9 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ 坏部内面黒色処理 88

14 C-339 17街区 SD61 4層下部
炭化物層 土師器 高坏 脚 - - (6 .8 ) 坏：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､

脚：ﾍﾗﾐｶﾞｷ
坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ

透し5窓残存、
ﾍﾗｹｽﾞﾘにて面取り、脚内
部にしぼり痕

88

15 C-217 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 器台 台 - - (4 .6 ) ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ 受：ﾍﾗﾅﾃﾞ､

台：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､裾：ﾊｹﾒ 透し3窓 88

第220図　SD61溝跡出土遺物(3)

1(3 層直下炭化物層 )
2(4 層下部炭化物層 ) 3( 堆積土下層 )

4( 堆積土中層 ) 5(4 層下部炭化物層 ) 6(3 層下部炭化物層 )

7( 堆積土上層 ) 8( 堆積土上層 ) 9(3 層下部炭化物層 )

10( 堆積土上層 ) 11( 堆積土上層 )

12( 堆積土 )

13( 堆積土上層 )

14(4 層下部炭化物層 )
15( 堆積土上層 )
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図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-342 17街区 SD61 5 ～ 7層 土師器 鉢 口縁
～体 (11.6) - (5 .1 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 88

2 C-178 Ⅴ区
西半 SD61 堆積土 土師器 鉢 口縁

～体 (20.2) - (7 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面摩耗 88

3 C-340 17街区 SD61 3層下部
炭化物層 土師器 鉢 口縁

～体 (19.5) - (6 .6 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ
内面黒色処理、
内面に籾痕、
外面摩耗

88

4 C-341 17街区 SD61 堆積土中層 土師器 鉢 口縁
～体 (25.2) - (5 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 88

5 C-216 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 鉢 体～底 - 7.5 (4 .5 ) ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 88

6 C-343 17街区 SD61 3層下部
炭化物層 土師器 鉢 完形 9.3 - 9 .2 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体～底：ﾊｹﾒ

→ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱､歪みあり 88

7 C-346 17街区 SD61 4層下部
炭化物層 土師器 甕 口縁

～胴 (11.9) - 7 .2 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱 88

8 C-180 Ⅴ区
東半 SD61 堆積土 土師器 甕 口縁

～底 (14.7) 7 .4 15 .0
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ、
底：木葉痕→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ、
底：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ

外面底部に籾痕 89

9 C-228 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土中層 土師器 甕 頸～胴 - - (17 .6 ) 頸：ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ
頸：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

外面被熱摩耗煤付着、
内面摩耗 88

第221図　SD61溝跡出土遺物(4)

1(5 ～ 7 層 )
2( 堆積土 )

3(3 層下部炭化物層 ) 4( 堆積土中層 )

5( 堆積土上層 )

6(3 層直下炭化物層 )
7(4 層直下炭化物層 )

8( 堆積土 )

9( 堆積土中層 )
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C-227

C-227

西台畑遺跡 4・5・7次

C-223

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-227 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 甕 口縁

～底 - 9.1 (24 .3 )
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾊｹﾒ､
胴下半：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底：木葉痕→ﾍﾗﾅﾃﾞ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面摩耗 89

2 C-223 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土中層 土師器 甕 頸～底 - 9.0 (30 .9 )

頸：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ､
胴下端ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底：木葉痕→ﾍﾗﾅﾃﾞ

頸：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 内外面赤彩？外面摩耗 89

第222図　SD61溝跡出土遺物(5)

1( 堆積土上層 )

2( 堆積土中層 )
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西台畑遺跡 4・5・7次

C-181

C-181

C-225

C-225

西台畑遺跡 4・5・7次

C-350

C-221
  

C-222

C-220

C-220

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-181 Ⅴ区
東半 SD61 堆積土 土師器 甕 口縁

～底 18.2 7 .4 27 .1
口縁：ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴上半：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ、
胴下半：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ、
底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 89

2 C-225 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 甕 口縁 (17.0) - (4 .3 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、

胴：ﾊｹﾒ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 89

3 C-350 17街区 SD61 4層下部
炭化物層 土師器 甕 口縁

～胴 (10.0) - (8 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ 89

4 C-221 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 甕 口縁

～底 (10.9) 6 .1 15 .0
口縁：ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ
胴：ﾊｹﾒ→胴下半：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
底：木葉痕

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 90

5 C-222 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 甕 胴～底 (12.6) 6 .9 (11 .0 )

胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ､
胴下端：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

ﾍﾗﾅﾃﾞ 90

6 C-220 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 甕 口縁

～胴 (19.2) - (9 .7 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾅﾃﾞ、
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 90

第223図　SD61溝跡出土遺物(6)

1( 堆積土 )

2( 堆積土上層 )

3(4 層直下炭化物層 )

4( 堆積土上層 )

5( 堆積土上層 )

6( 堆積土上層 )
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C-345

C-226

C-226

西台畑遺跡 4・5・7次

C-347

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-345 17街区 SD61 3層下部
炭化物層 土師器 甕 頸～胴 - - (16 .1 ) 頸：ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ、胴：ﾊｹﾒ

→胴下半：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 頸：ﾖｺﾅﾃﾞ、胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱摩耗、内面頸部
摩耗 90

2 C-229 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土中層 土師器 甕 頸～胴 - - (18 .0 ) 頸：ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴：ﾊｹﾒ
頸：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ

外面被熱摩耗煤付着、内
面頸部摩耗 90

3 C-226 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 甕 頸～底 - 7.2 (19 .3 ) 頸：ﾖｺﾅﾃﾞ、胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ→胴

下端：ﾍﾗｹｽﾞﾘ、底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 頸：ﾖｺﾅﾃﾞ、胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面摩耗 90

4 C-347 17街区 SD61 3層下部
炭化物層 土師器 甕 口縁

～胴 (15.0) - (21 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
→ﾍﾗﾅﾃﾞ 90

第224図　SD61溝跡出土遺物(7)

3( 堆積土中層 )

2( 堆積土上層 )

4(3 層直下炭化物層 )

1(3 層直下炭化物層 )
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C-224

C-349

C-230

C-230

西台畑遺跡 4・5・7次

C-219

C-219

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-224 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 甕 略完形 19.8 - (26 .8 )

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
胴下半：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
胴～底：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ 91

2 C-349 17街区 SD61 4層下部
炭化物層 土師器 甕 胴～底 - 7.4 (18 .7 ) 胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 91

3 C-230 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土中層 土師器 甕 略完形 11.4 4 .5 15 .0 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴上半：ﾊｹﾒ

､胴下半～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱摩耗 91

4 C-219 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 甑 口縁

～胴 (19.2) - (11 .9 ) 口縁：ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾊｹﾒ→下半：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 91

第225図　SD61溝跡出土遺物(8)

1( 堆積土上層 )

2(4 層直下炭化物層 )

3( 堆積土中層 ) 4( 堆積土上層 )
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C-218

C-218

西台畑遺跡 4・5・7次

C-179

C-179

西台畑遺跡 4・5・7次

C-344

C-379

C-380

C-381

E-057

E-057

西台畑遺跡 4・5・7次

E-055

E-055

西台畑遺跡 4・5・7次

E-056　

E-056　

西台畑遺跡 4・5・7次

E-031

E-031

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-218 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土師器 甑 口縁

～胴 (27.2) - (18 .7 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 単孔、外面被熱摩耗 91

2 C-179 Ⅴ区
東半 SD61 堆積土 土師器 甑 口縁

～孔 (23.4) 8 .0 19 .7
口縁：ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴上半：ﾊｹﾒ→ﾅﾃﾞ､胴下
半～孔周辺：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ､
孔周辺：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

外面摩耗 91

3 C-344 17街区 SD61 堆積土上層 土師器 甑 口縁
～孔 (18.6) (7 .8 ) 20 .1 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、胴：ﾊｹﾒ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ、

孔周辺：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 単孔、外面被熱 91

4 C-379 17街区 SD61 4層下部
炭化物層 土師器 ﾐﾆﾁｭｱ 完形 4.1 - 3 .1 ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 92

5 C-380 17街区 SD61 堆積土中層 土師器 ﾐﾆﾁｭｱ 口縁
～底 7.0 5 .1 3 .8 口縁～体：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾅﾃﾞ

→指頭調整 ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面に工具による刺突痕
あり 92

6 C-381 17街区 SD61 堆積土中層 土師器 ﾐﾆﾁｭｱ 体～底 - (3 .0 ) (2 .1 ) ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾅﾃﾞ 92

7 E-057 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 須恵器 蓋 天井～

口縁 (15.0) - (3 .0 ) ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ調整 外面自然釉付着 92

8 E-055 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 須恵器 坏 口縁

～体 9.8 - 2 .3 ﾛｸﾛ調整､
天井：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 歪みあり、擬宝珠 92

9 E-056 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 須恵器 蓋 つまみ

～口縁 (13.4) - 3 .1 ﾛｸﾛ調整、
天井：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 外面自然釉付着 92

10 E-031 Ⅴ区
西半 SD61 堆積土 須恵器 蓋 天井～

口縁 (13.2) - (1 .3 ) ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ調整 外面自然釉付着 92

第226図　SD61溝跡出土遺物(9)

1( 堆積土上層 )
3( 堆積土 )

2( 堆積土上層 )

4(4 層直下炭化物層 ) 5( 堆積土中層 )

6( 堆積土中層 )

7( 堆積土上層 )

8( 堆積土上層 )
9( 堆積土上層 )

10( 堆積土 )
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E-095

E-108

E-028

E-028

西台畑遺跡 4・5・7次

E-029

E-029

西台畑遺跡 4・5・7次

E-030

E-030

西台畑遺跡 4・5・7次

E-096

E-061

E-061

西台畑遺跡 4・5・7次

E-032

E-032

西台畑遺跡 4・5・7次

E-033

E-033

西台畑遺跡 4・5・7次

E-058

E-058

西台畑遺跡 4・5・7次

E-097

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 E-095 17街区 SD61 4層下部
炭化物層 須恵器 坏 口縁

～底 9.3 6 .2 4 .4 ﾛｸﾛ調整､体下半：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 92

2 E-108 17街区 SD61 3層下部
炭化物層 須恵器 坏 略完形 9.1 7 .8 6 .0 ﾛｸﾛ調整､

体～底：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 92

3 E-028 Ⅴ区
西半 SD61 堆積土 須恵器 坏 略完形 14.1 4 .8 3 .5 ﾛｸﾛ調整､

体下端～底：手持ちﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 92

4 E-029 Ⅴ区
西半 SD61 堆積土 須恵器 坏 口縁

～底 (17.3) (13 .7 ) 3 .3 ﾛｸﾛ調整､
底：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 底部外面自然釉付着 92

5 E-030 Ⅴ区
西半 SD61 堆積土 須恵器 坏 口縁

～底 (15.4) (12 .9 ) 4 .0 ﾛｸﾛ調整→高台貼付 ﾛｸﾛ調整 92

6 E-096 17街区 SD61 堆積土中層 須恵器 盤 口縁
～体 (28.0) (26 .6 ) (2 .8 ) ﾛｸﾛ調整､

体：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ
ﾛｸﾛ調整､
体：青海波文 92

7 E-061 Ⅴ区
東半 SD61 堆積土 須恵器 瓦泉 略完形 (12.2) - 15 .4

口縁～頸：ﾛｸﾛ調整→沈
線3条･波状文→ﾖｺﾅﾃﾞ、
肩：ﾛｸﾛ調整→沈線2条→
刺突→注口部粘土貼付、
体下半～底：ﾛｸﾛ調整
→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁～頸：ﾛｸﾛ調整 注口部径13.5㎝ 92

8 E-032 Ⅴ区
西半 SD61 堆積土 須恵器 横瓶？ 口縁 (19.0) - (8 .4 ) 平行ﾀﾀｷ目→ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ調整 内面自然釉付着 92

9 E-033 Ⅴ区
東半 SD61 3層 須恵器 鉢 口縁

～体 (15.6) - (10 .0 ) ﾛｸﾛ調整→ｶｷ目→沈線3条 ﾛｸﾛ調整 内外面自然釉付着 92

10 E-058 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土中層 須恵器 甕 口縁 - - (6 .6 ) 平行ﾀﾀｷ目→ﾛｸﾛ調整→

櫛描波状文 ﾛｸﾛ調整 92

11 E-097 17街区 SD61 堆積土中層 須恵器 甕 口縁
～肩 (19.1) - (7 .5 ) ﾛｸﾛ調整､

肩：平行ﾀﾀｷ目
ﾛｸﾛ調整､
肩：青海波文→ﾍﾗｹｽﾞﾘ 92

第227図　SD61溝跡出土遺物(10)

1(4 層直下炭化物層 )

2(3 層下部炭化物層 )

3( 堆積土 )

4( 堆積土 )

5( 堆積土 )

6( 堆積土中層 )

7( 堆積土 )

8( 堆積土 )

9(3 層 )

10( 堆積土中層 )
11( 堆積土中層 )
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第228図　SD61溝跡出土遺物(11)

1(
堆
積
土
上
層
)
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E-060

F-003

P-034

P-021

P-035
P-036

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 E-060 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土中層 須恵器

把手付
中空

円面硯
硯体 (10.3) 7 .9 4 .2

硯部：ﾛｸﾛ調整､
硯体：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底：手持ちﾍﾗｹｽﾞﾘ

- 内面中空､外面把手欠損
部に孔あり(孔径0.5㎝ ) 93

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚
3 P-034 17街区 SD61 堆積土上層 土製品 支脚 (11.9) 4 .3 4 .3 210 .4 ﾅﾃﾞ､被熱摩耗 93

4 P-036 17街区 SD61 4層下部
炭化物層 土製品 土錘 (8.3) 4 .9 4 .9 (213 .7 ) ﾅﾃﾞ、孔径1.1㎝、管状、側面に工具痕 93

5 P-021 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土製品 土錘 12.3 5 .0 5 .0 298 .2 ﾅﾃﾞ､孔径2.0㎝､管状 93

6 P-035 17街区 SD61 3層下部
炭化物層 土製品 土錘 (13.0) 5 .0 4 .4 (247 .8 ) ﾅﾃﾞ､管状､被熱､端部使用による凹みあり 93

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
凸面調整 凹面調整 備考 写真 

図版全長 幅 厚

2 F-003 17街区 SD61
3層下
部炭化
物層

瓦 丸瓦 (17.4) (9 .8 ) 1 .5 縄ﾀﾀｷ目 糸切り痕→布目痕→一部ﾅﾃﾞ､
側縁：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 93

第229図　SD61溝跡出土遺物(12)

1( 堆積土中層 )

3( 堆積土上層 )

5( 堆積土上層 )

6(3 層直下炭化物層 )

4(4 層下部炭化物層 )

2(3 層直下炭化物層 )
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P-022

P-037

N-010
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N
-
0
0
8

N-021

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-50

Kc-50

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-12

磨

磨

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-12

磨

磨

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-16

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-16

0 10cm(1:3)

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-49

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-49

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚

1 P-022 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 土製品 土錘 5.8 1 .7 1 .6 18 .1 ﾅﾃﾞ､孔径0.4㎝ 側面に孔径0.2㎝の非貫通孔､完形 93

2 P-037 17街区 SD61 堆積土上層 土製品 土製
円盤 4.7 5 .3 1 .0 - 土師器甕の体部､破片素材､外面：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､内面：ﾍﾗﾅﾃﾞ 93

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚

3 N-010 Ⅴ区
下層 SD61 3 ～ 5層 金属製品 刀子 (9.1) (1 .5 ) (0 .6 ) (7 .8 ) 93

4 N-020 17街区 SD61 堆積土中層 金属製品 刀子 (10.5) 1 .3 0 .6 (11 .2 ) 93
5 N-022 17街区 SD61 4層下部炭化物層 金属製品 刀子 (10.2) 0 .9 0 .35 (12 .6 ) 柄部に木質残存 93

6 N-008 Ⅴ区
西半 SD61 堆積土 金属製品 鎌 (18.6) (3 .8 ) 1 .1 (738 .3 ) 93

7 N-021 17街区 SD61 堆積土中層 金属製品 鉄鏃 (11.75) 0 .7 0 .6 (11 .4 ) 93

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

8 Kd-019 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 礫石器 その他 7.5 7 .6 2 .7 127 .81 石英安山岩質凝灰岩 円礫、刃物痕あり 93

9 Kd-012 17街区 SD61 2層下部
炭化物層 石製品 砥石 (7.7) (3 .9 ) (2 .3 ) (25 .60) 石英安山岩質凝灰岩 砥面1面、溝状痕あり、線条痕あり、欠損あり 93

10 Kd-016 17街区 SD61 2層下部
炭化物層 石製品 不明石製品 13.9 8 .3 2 .2 106 .53 石英安山岩質凝灰岩 1側縁に二次加工あり、線条痕あり、刃物痕あ

り 93

11 Kc-049 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 礫石器 敲石 16.7 6 .4 4 .7 679 .60 安山岩 棒状礫、敲(1箇所)程度弱 93

第230図　SD61溝跡出土遺物(13)

1( 堆積土上層 )

2( 堆積土上層 )

3(3 ～ 5 層 ) 4( 堆積土中層 )
5(4 層下部炭化物層 )

6( 堆積土 )

7( 堆積土中層 )

8( 堆積土上層 ) 9(2 層下部炭化物層 )

10(2 層下部炭化物層 )
11( 堆積土上層 )
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西台畑遺跡4・5・7次

Kc-07

Kc-07

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-32

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-32

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-25

敲

敲

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-25

敲

敲

0 10cm(1:3)

Kc-06
敲

敲
敲

磨

磨磨

磨

磨

磨

磨

磨
敲

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-06
敲

敲
敲

磨

磨磨

磨

磨

磨

磨

磨
敲

西台畑遺跡4・5・7次

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-11

敲

Kc-11

敲

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-28

敲

凹

Kc-28

敲

凹

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

1 Kc-007 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土中層 礫石器 敲石 6.7 5 .9 4 .7 254 .91 安山岩 円礫、敲(4箇所)程度強 93

2 Kc-028 Ⅴ区
下層 SD61 13 ～ 20層 礫石器 凹+敲 (13 .7) 10 .3 4 .0 421 .27 石英安山岩質凝灰岩 楕円礫、凹(1箇所)深さ深、敲(2箇所)程度

強、線条痕あり、刃物痕あり、欠損あり 93

3 Kc-032 17街区 SD61 堆積土中層 礫石器 敲石 (6.1) (7 .9 ) (3 .7 ) (127 .93) 石英安山岩質凝灰岩 円礫、敲(3箇所)程度弱、刃物痕あり、欠損あ
り 93

4 Kc-025 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 礫石器 敲石 13.1 10 .6 5 .9 660 .39 凝灰岩 円礫、敲(1箇所)程度弱 93

5 Kc-006 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 礫石器 磨+敲 15.1 8 .9 4 .8 805 .40 安山岩 楕円礫、磨(2面)、敲(6箇所)程度強、溝状痕

あり、線条痕あり、刃物痕あり 94

6 Kc-011 Ⅴ区
西半 SD61 堆積土下層 礫石器 台石 (14.1) 10 .8 4 .7 (556 .30) 石英安山岩質凝灰岩 楕円扁平礫、敲(1箇所)程度弱、刃物痕あり、

欠損あり 94

第231図　SD61溝跡出土遺物(14)

1( 堆積土中層 )

3( 堆積土中層 )

4( 堆積土上層 )

5( 堆積土上層 )

6( 堆積土下層 )

2(13 ～ 20 層 )
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西台畑遺跡4・5・7次

Kc-47

磨 磨敲

敲

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-47

磨 磨敲

敲

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-29

敲

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-29

敲

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-30

敲

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-30

敲

0 10cm(1:3)

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-51

敲

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-51

敲

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-02敲

敲

Kc-02敲

敲

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚
1 Kc-029 Ⅴ区下層 SD61 堆積土上層 礫石器 敲石 16.0 8 .7 (5 .3 ) (1264 .22) 花崗岩 楕円礫、敲(1箇所)程度弱 94

2 Kc-030 17街区 SD61 2層下部
炭化物層 礫石器 敲石 (15.1) 7 .7 6 .0 (697 .48) 凝灰岩 棒状礫、敲(2箇所)程度強、欠損あり 94

3 Kc-047 Ⅴ区下層 SD61 堆積土上層 礫石器 磨+敲 14.1 7 .7 4 .8 787 .52 安山岩 楕円礫、磨(2面)、敲(3箇所)程度弱 94
4 Kc-002 17街区 SD61 堆積土中層 礫石器 敲石 14.5 4 .7 2 .3 165 .51 凝灰岩 棒状礫、敲(4箇所)程度強、刃物痕あり 94
5 Kc-051 17街区 SD61 堆積土中層 礫石器 敲石 12.7 6 .5 2 .8 319 .28 安山岩 不整形礫、敲(1箇所)程度強 94

第232図　SD61溝跡出土遺物(15)

3( 堆積土上層 )

1( 堆積土上層 )
2(2 層下部炭化物層 )

5( 堆積土中層 )

4( 堆積土中層 )
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西台畑遺跡4・5・7次

Kc-35

敲

敲

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-35

敲

敲

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-23

敲

敲

敲

敲

敲

敲

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-23

敲

敲

敲

敲

敲

敲

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-26

磨

敲

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-26

磨

敲

0 10cm(1:3)

西台畑遺跡4・5・7次

敲

Kc-42

西台畑遺跡4・5・7次

敲

Kc-42

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-20

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-20

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

1 Kc-023 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 礫石器 敲石 (13.6) 5 .6 5 .6 (532 .91) 凝灰岩 棒状礫、敲(5箇所)程度強、破損あり 94

2 Kc-026 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 礫石器 磨+敲 16.6 7 .5 2 .8 440 .98 砂岩 棒状礫、磨(1面)、敲(2箇所)程度強、線条痕

あり 94

3 Kc-020 17街区 SD61 2層下部
炭化物層 礫石器 敲石 10.0 7 .0 2 .1 192 .37 石英安山岩 楕円礫、敲(3箇所)程度強、線条痕あり、刃物

痕あり 94

4 Kc-035 Ⅴ区
下層 SD61 堆積土上層 礫石器 台石 (20.9) 12 .4 6 (2224 .45) 石英安山岩 楕円礫、敲(1箇所)程度弱、欠損あり 94

5 Kc-042 17街区 SD61 堆積土上層 礫石器 台石 20.2 17 .0 6 .2 1629 .75 石英安山岩質凝灰岩 円形扁平礫、敲(1箇所)程度強、線条痕あり、
刃物痕あり 94

第233図　SD61溝跡出土遺物(16)

4( 堆積土上層 )

1( 堆積土上層 )

2( 堆積土上層 )

3(2 層下部炭化物層 )

5( 堆積土上層 )
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第234図　SD61溝跡出土遺物(17)

1(
堆
積
土
上
層
)
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SD74・75・76・78　溝跡

0 2m(1:60)0 (1:150) 5m

遺構名 調査区 グリッド 方向
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考
全長 上端幅 下端幅 深さ

SD74 17街区 Z-8 N-25°-E 235 38 ～ 40 15 ～ 30 9
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロック、炭化物粒を少量、焼土粒を微量含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロック、径10㎜黒褐色粘土ブロックを少量含む。

SD75 17街区 Z-8 N-26°-E (435) 35 ～ 42 26 ～ 35 6 1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック、炭化物粒を微量含む。
SD76 17街区 Z-8 N-30°-E (170) 27 ～ 34 16 ～ 25 9 1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック、炭化物粒を微量含む。
SD78 17街区 Z-7 N-51°-W (280) 18 ～ 25 12 ～ 16 6 1 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト 酸化鉄斑を多量、焼土粒･炭化物粒を微量含む。

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚
1 N-023 17街区 SD75 堆積土 金属製品 鎹? (4 .7 ) (1 .2 ) 0 .6 (11 .36) 95

第235図　SD74 ～ 76･78溝跡･SD75出土遺物

1(SD75堆積土 )

SD溝跡観察表

281

SD75　溝跡(第235図)
　17街区東半、Z-8グリッドに位置する。SI107･117、SD61、Pit27･38･52と重複関係にあり、SI117より新しく、

SI 107、SD 61、Pit 27･ 38･ 52より古い。検出した規模は、全長735㎝、上端幅35 ～ 42㎝、下端幅26 ～ 35㎝、

深さ6㎝を測る。N- 26°-Eの方向に延び、北側はSI 107、SD 61により失われている。断面形状は逆台形を呈し、底

面はやや起伏する。SD74･76と並走する。

　堆積土中から出土した金属製品1点を掲載した(第235図)。

SD74　溝跡(第235図)
　17街区東半、Z- 8グリッドに位置する。SI 108･ 112、SD 61と重複関係にあり、SI 112より新しく、SI 108、SD 61

より古い。検出した規模は、全長235㎝、上端幅38 ～ 40㎝、下端幅15 ～ 30㎝、深さ9㎝を測る。N- 25°-Eの方向

に延び、北側はSD61により失われている。断面形状は逆台形を呈し、底面は平坦である。SD75･76と並走する。

　堆積土中から土師器の破片が少量出土しているが、図化できる遺物はなかった。

SD76　溝跡(第235図)
　17街区東半、Z- 8グリッドに位置する。SI 116、SB 7、SD 61と重複関係にあり、SI 116より新しく、SB 7、SD 61よ

り古い。検出した規模は、全長170㎝、上端幅27 ～ 34㎝、下端幅16 ～ 25㎝、深さ9㎝を測る。N- 30°-Eの方向

に延び、北側はSD61により失われている。断面形状は逆台形を呈し、底面は平坦である。SD74･75と並走する。

　堆積土中から土師器･須恵器の破片が少量出土しているが、図化できる遺物はなかった。

SD78　溝跡(第235図)
　17街区東半、Z- 7グリッドに位置する。SD 61、SK 98、SM 1と重複関係にあり、いずれより古い。検出した規模は、
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第236図　土坑(1)

Ⅴ区
17街区

282

(4 )土坑(第236･237図)
　Ⅴ区下層調査Ⅳ層から3基、17街区から12基検出した。Ⅴ区下層調査では調査区中央に分布し、17街区では調

査区西半と東半にそれぞれまとまりをもって分布する。これらの土坑は、平面形状は重複が激しく形状が判るものは少

ないが、円形ないし楕円形を基調とするものが多くみられる。断面形状は、概ね逆台形･ ｢U｣字形を呈する。

　堆積土は、Ⅴ区下層調査検出のSK 19 ～ 21はにぶい黄褐色粘土質シルトを主体とし、明黄褐色シルトブロックを含

む。17街区で検出したものは、黒褐色･灰黄褐色粘土質シルトを主体とし、大半の土坑はⅣ層ブロックを含む。

　遺物は、17街区で検出した土坑からは土師器･須恵器が少量出土しているが、図化できるような遺物はなかった。

全長280㎝、上端幅18 ～ 25㎝、下端幅12 ～ 16㎝、深さ6㎝を測る。N- 51°-Wの方向に延び、北側はSK 95、南

側はSD61により失われている。断面形状は逆台形を呈し、底面は平坦である。遺物は出土していない。
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遺構名 調査区 グリ
ッド 平面形

規模(㎝ )
層位 土色 土性 備考 重複長軸×

短軸 深さ

SK19 Ⅴ区下層 B-8 楕円形 63×45 12
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径100㎜の灰褐色シルトブロックを微量含む。

SK20より新しい。2 10YR4/1 褐灰色 シルト 明黄褐色シルトブロックをわずかに含む。
3 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径50㎜の灰色シルトブロックをわずかに含む。

SK20 Ⅴ区下層 B-8 円形 84×81 18
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径50 ～ 100㎜の明黄褐色シルトブロックを微量含む。

SK19より古い。2 10YR3/1 黒褐色 シルト 径100 ～ 200㎜のにぶい黄橙色シルトブロックをわずかに含む。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径100 ～ 200㎜の明黄褐色シルトブロックを多量に含む。

SK21 Ⅴ区下層 B-8 不整円形 (81)×45 9 1 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径100㎜のにぶい黄橙色シルトブロックを微量含む。

遺構名 調査区 グリ
ッド 平面形

規模(㎝ )
層位 土色 土性 備考 重複長軸×

短軸 深さ

SK103 17街区 V-7･8 楕円形 (84)×60 81

1 10YR4/1 褐灰色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量含む。

SD72より古い。

2a 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
2b 10YR4/1 褐灰色 シルト Ⅳ層ブロックを微量含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを微量含む。
4a 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを微量含む。
4b 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
5 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを微量含む。

SK125 17街区 V-7 楕円形 147×
141 60

1 10YR6/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

SD72より古い。
2 10YR5/1 褐灰色 シルト Ⅳ層ブロックを帯状に含み、炭化物粒･材を少量含む。
3 10YR6/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
4 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

SK126 17街区 V-7 隅丸方形 192×
(93) 24

1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の灰白色粘土を微量含む。

SD72･SK103より
古い。

2 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

3 10YR5/1 褐灰色 粘土質シルト 上部に径30㎜のⅣ層ブロック･下部に灰白色粘土ブロックを多量
に含む。

4 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10～30㎜のⅣ層ブロックを多量、灰白色粘土ブロックを微量含む。

SK130 17街区 Z-8 円形 90×72 21
1 10YR6/4 にぶい黄褐色 シルト 径5㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。

SK133より新しい。2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
3 10YR5/6 黄褐色 砂質シルト 黒色シルトブロックを微量含む。

SK131 17街区 Z-8 不明 90×(21) 15
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜の灰白色粘土ブロックを多量に含む。
2 10YR5/6 黄褐色 砂質シルト 褐色シルトブロックを少量含む。

SK132 17街区 Z-8 方形 108×
(54) 30

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10㎜の灰白色粘土ブロックを多量に含む。 SI128、
Pit116･117より新
しい。

2 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 径10～20㎜の灰白色粘土ブロックを多量、Ⅳ層ブロックを微量含む。
3 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、灰白色粘土を少量含む。

SK133 17街区 Z-8 楕円形 105×99 36
1 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、焼土粒を微量含む。 SI110より新しく、

SK130、Pit118よ
り古い。

2 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロック･焼土粒を微量含む。
3 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量含む。

SK134 17街区 Z-8 円形 (60)×
(36) 24

1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量、径10㎜の黒褐色シルトブロックを少量、焼土
粒を微量含む。 SI125より新しく、

SI109･111より古
い。2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量含む。

3 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 白色粘土ブロック･炭化物を少量含む。

SK135 17街区 Z-9 不明 (96)×
(90) 21

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒を微量含む。 SI116･119より古
い。2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径30㎜のⅣ層ブロックを微量含む。

SK136 17街区 Z-8 不整円形 (99)×
(78) 21

1 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。

SI110･111･125、
SB8、Pit110･157
より古い。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量含む。
3 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

4 7.5YR4/1 褐灰色 シルト 径5 ～ 10㎜の焼土ブロック･炭化物粒を多量、径5 ～ 10㎜のⅣ
層ブロックを少量含む。

5 10YR6/4 にぶい黄褐色 砂質シルト Ⅳ層ブロックを多量、径5㎜の暗褐色シルトブロックを少量含む。

SK137 17街区 Z-8 不明 (150)×
(123) 36

1 10YR4/4 褐色 シルト 径5㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。
SI109･111･125、
Pit149より古く、
SM3より新しい。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト 灰白色シルトブロックを微量含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 炭化物粒を微量含む。
4 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを斑状に少量含む。

SK138 17街区 Z-8 隅丸方形 (102)×
(57) 24

1 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
SI107･115、SM3
より古い。2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量含む。

3 10YR4/1 褐灰色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

第237図　土坑(2)
Ⅴ区　土坑観察表

17街区　土坑観察表
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遺構名 グリッド 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト あり やや強 φ10～20㎝の灰黄褐色シルトブロックを若干含む。

2 10YR4/1 褐灰色 シルト やや強 やや強 φ5～10㎝の明黄褐色シルトブロックを若干含む。

3 10YR7/6 明黄褐色 粘土質シルト あり やや強 黒褐色シルトブロックφ10㎝を若干含む。

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト やや強 あり
φ5～10㎝のにぶい黄橙色シルトブロック・φ10㎝の黒褐色シルトブロックを若干含
む。(柱痕跡)

2 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト あり やや強 φ10～20㎝のにぶい黄橙色シルトブロックを若干含む。

1 10YR4/1 褐灰色 シルト あり あり φ10㎝のにぶい黄橙色シルトブロックをわずかに含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト やや強 あり φ5㎝の明黄褐色シルトブロックをわずかに含む。

3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト やや強 あり φ5～10㎝の明黄褐色シルトブロックを若干含む。

4 10YR6/6 明黄褐色 粘土質シルト あり あり φ10㎝の灰黄褐色シルトブロックを微量、灰をわずかに含む。

5 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト あり あり φ10㎝の灰黄褐色シルトブロックを微量含む。
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第238図　Ⅴ区下層調査･17街区ピット(1)
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(5 )ピット(第238･239図)
　Ⅴ区下層調査Ⅳ層で6基、17街区で61基検出した。Ⅴ区では調査区中央に分布し、他遺構との重複はみられない。

17街区では、西半に3基、東半に52基が分布し、明瞭な偏りがみられる。柱痕跡は、17街区東半の20基で確認さ

れた。17街区東半で検出したピットの多くは、竪穴住居跡、溝跡、小溝状遺構群と重複し、これらの遺構より新しいも

のと古いものの両方がみられる。平面形状は、円形ないし楕円形を呈するものを基調とする。

　遺物は、17街区の33基から、少量の土師器･須恵器の破片が出土しているが、図化できる遺物はなかった。
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遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

Pit80 17街区 Z-7 円形 27×18 36 1 7.5YR3/1 黒褐色 シルト 黒色シルトブロックを少量含む。 Pit147より新しく、
SD61より古い。

Pit83 17街区 Z-7･8 楕円形 (30)×
(20) 37 1 7 .5YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。 Pit147より新しく、

SD61より古い。

Pit84 17街区 V･W-8 隅丸方形 95×48 45
1 10YR6/4 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、径20 ～ 30㎜の黒褐色シルトブロックを

少量含む。 SI122より新しい。
2 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

Pit86 17街区 W-8 楕円形 45×
(30) 17

1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

2 10YR5/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、径10㎜の黄白色粘土ブロックを微量に含
む。

Pit94 17街区 Z-8 円形 36×33 29

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)

SI112より新しい。

2 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

3 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロック･径20㎜の黒褐色粘土ブロックを微量
に含む。

4 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、径20㎜の黒褐色粘土ブロック
を微量に含む。

Pit95 17街区 Z-8 楕円形 (39)×
31 46

1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、灰白色火山灰を微量に含
む。 SI117、SD75より

新しい。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

Pit98 17街区 Z-8 楕円形 56×52 29
1 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、黒色シルトを微量に含む。

Pit99 17街区 Z-8 楕円形 70×
(54) 18

1 10YR4/6 褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。
Pit137･152より新
しい。2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。下部に炭化物を厚5㎜の

帯状に含む。

Pit100 17街区 Z-8 楕円形 60×39 30
1 10YR2/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、炭化物を微量に含む。(柱痕跡)

SM3より新しい。2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量含む。
3 2.5Y4/1 黄灰色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、黒色シルトを微量に含む。

Pit101 17街区 Z-8 楕円形 51×
(35) 31

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。 SI115、SD76より
新しい。2 10YR3/4 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒を微量に含む。

Pit102 17街区 Z-8 不整円形 (79)×
85 49

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層土ブロックを少量含む。(柱痕跡)
SM3、Pit138より
新しく、SI115より
古い。

2 10YR4/4 褐色 シルト 径5㎜の黒色シルトブロックを少量含む。
3 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。
4 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

Pit103 17街区 Z-8 楕円形 39×35 29
1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕

跡) SM3より新しい。
2 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 黒色シルト粒を少量含む。一部グライ化。

Pit104 17街区 Z 8 楕円形 50×42 10

1 10YR3/4 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

SI117より新しい。2 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。

3 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロック･白色土ブロックを微量に含む。径20㎜の黒色シ
ルトブロックを少量含む。

Pit105 17街区 Z-8 円形 49×45 17 1 10YR3/4 黒褐色 シルト Ⅳ層土ブロック･径20㎜の黒色シルトブロックを少量含む。 SI117、Pit114より
新しい。

Pit106 17街区 Z-8 不整
長方形 97×43 21

1 10YR3/4 暗褐色 シルト 炭化物を微量に含む。

SI112より新しい。2 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒･焼土粒･白色土ブロックを微
量に含む。

Pit107 17街区 Z 8 不整円形 41×41 18 1 10YR2/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。 SI117、Pit126より
新しい。

Pit108 17街区 Z-8 不円形 30×28 36 1 10YR2/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロック･白色土ブロックを微量に含む。 SI112より新しい。

Pit109 17街区 Z-8 不整円形 60×45 36 1 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。 SM3より新しく、
Pit98より古い。

Pit110 17街区 Z-8 不整円形 73×51 23
1 10YR4/4 褐色 シルト 黒色シルトブロックを多量、白色土ブロックを微量に含む。 SI125･128、

SK136、Pit157
より新しい。2 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。

遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

Pit1 Ⅴ区 
下層 B-8 不整円形 57×48 27

1 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト 径100 ～ 200㎜の灰黄褐色シルトブロックを微量に含む。
2 10YR4/1 褐灰色 シルト 径50 ～ 100㎜の明黄褐色シルトブロックを微量に含む。
3 10YR7/6 明黄褐色 粘土質シルト 径100㎜の黒褐色シルトブロックを微量に含む。

Pit2 Ⅴ区 
下層 B-8 不整円形 30×24 24

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径50 ～ 100㎜のにぶい黄橙色シルトブロック･径100㎜の黒
褐色シルトブロックを微量に含む。(柱痕跡)

2 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径100 ～ 200㎜のにぶい黄橙色シルトブロックを微量に含む。

Pit3 Ⅴ区 
下層 B-8 不整円形 57×45 15

1 10YR4/1 褐灰色 シルト 径100㎜のにぶい黄橙色シルトブロックをわずかに含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径50㎜の明黄褐色シルトブロックをわずかに含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径50 ～ 100㎜の明黄褐色シルトブロックを微量に含む。

4 10YR6/6 明黄褐色 粘土質シルト 径100㎜の灰黄褐色シルトブロックを微量、灰をわずかに含
む。

5 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径100㎜の灰黄褐色シルトブロックを微量に含む。

Pit4 Ⅴ区 
下層 B-8 楕円形 33×27 30

1 10YR3/4 暗褐色 シルト 径50 ～ 100㎜のⅣ層土ブロックを多量、暗灰色土ブロックを
少量含む。

2 10YR2/3 黒褐色 シルト 径20㎜のⅣ層土ブロックを少量含む。

Pit5 Ⅴ区 
下層 B-8 円形 30×24 24

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径50 ～ 100㎜のにぶい黄橙色シルトブロックを微量に含む。
(柱痕跡)

2 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト 径50 ～ 100㎜のにぶい黄橙色シルトブロックを多量に含む。
(柱痕跡)

3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径50 ～ 100㎜のにぶい黄橙色シルトブロックをわずかに含
む。

Pit6 Ⅴ区 
下層 B-8 円形 24×24 21

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径50 ～ 100㎜のにぶい黄橙色シルトブロックを微量に含む。
(柱痕跡)

2 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径50 ～ 100㎜のにぶい黄橙色シルトブロックをわずかに含
む。

Ⅴ区下層調査ピット観察表

17街区ピット観察表(1)
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遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

Pit111 - - - - - - - - - 欠番

Pit112 17街区 Z-8 楕円形 40×30 37

1 10YR4/1 褐灰色 シルト Ⅳ層ブロックを多量含む。(柱痕跡)

SI117より新しい。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

3a 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロック･黒褐色シルトブロックを少量含む。
3b 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 暗褐色シルトブロックを少量含む。

Pit113 17街区 Z-8 円形 32×32 14
1 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)

SI112より古い。
2 10YR5/6 黄褐色 シルト 黒色シルト粒を多量に含む。

Pit114 17街区 Z-8 楕円形 99×65 41

1a 10YR3/3 暗褐色 シルト 径20 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量、下部に炭化物を厚5㎜の
帯状に含む。(柱痕跡)

SI117より新しく、
SI109、Pit105より
古い。

1b 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色シルトブロックを少量含む。
2a 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。
2b 10YR3/4 暗褐色 シルト 径20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
3a 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 黒色シルトブロックを少量含む。
3b 10YR2/1 黒色 シルト 径30㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

Pit115 17街区 Z-8 不整
楕円形 80×68 38

1a 10YR2/3 黒褐色 シルト 灰色シルトブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
(柱痕跡)

1b 10YR3/2 黒褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒を少量含む。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径20 ～ 40㎜のⅣ層ブロック･灰色シルト粒を少量含む。

Pit116 17街区 Z-8 円形 24×23 15
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。(柱痕跡)

SK132より古い。2a 10YR4/4 褐色 シルト Ⅳ層ブロック･褐色シルトを含む。
2b 10YR4/1 褐灰色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit117 17街区 Z-8 円形 30×20 26
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕

跡) SK132より古い。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 黒色シルトブロックを少量含む。

Pit118 17街区 Z-8 楕円形 (50)×
50 20

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒を微量に含む。 SI128、SK133より
新しい。2 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径10㎜の褐灰色シルトブロックを少量含む。

Pit119 17街区 Z-8 不明 48×
(37) 24

1 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、炭化物を微量に含む。
SI110より古い。

2 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量
に含む。

Pit120 17街区 Z-8 円形 30×30 44
1 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 黒色シルトブロックを少量、灰白色粘土ブロックを微量に含む。

(柱痕跡) SI113･125より古
い。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

Pit121 17街区 Z-8 楕円形 30×22 17
1 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)

SI12より古い。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit123 17街区 Z-8 円形 26×25 29
1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

SI112より古い。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

Pit124 17街区 Z-8 円形 28×25 14
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック･炭化物粒を微量に含む。

SI112より古い。
2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

Pit125 17街区 Z-8 不整円形 (33)×
33 16

1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

SI117より新しい。
2 10YR3/1 暗褐色 粘土質シルト 下部に径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを含む。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを互層状に含む。
4 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 炭化物粒を微量に含む。

Pit126 17街区 Z-8 楕円形 (26)×
20 15 1 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜の灰色シルトブロックを多量、酸化鉄を少量含

む。
SI117より新しく、
Pit107より古い。

Pit127 17街区 Z-8 不整方形 35×34 19
1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。(柱痕跡)

SI113･117より新し
く、SK101より古い。2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量、焼土粒を微量に含む。

Pit128 17街区 Z-8 楕円形 29×25 8 1 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。 SI117より新しく、
Pit105より古い。

Pit129 17街区 Z-9 円形 25×24 15 1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量、径5 ～ 10㎜の白色粘土ブロックを微量に
含む。

SI113･117より新
しい。

Pit130 17街区 Z-8 隅丸
長方形 34×33 16

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
3 10YR4/4 褐色 シルト 炭化物粒を微量に含む。

Pit131 17街区 Z-8 円形 26×26 12
1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。 SI113、SD75より

新しい。2 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック･暗褐色シルトを互層状に含む。

Pit135 17街区 Z-8 楕円形 47×36 35
1 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

SD75より古い。
2 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

Pit136 17街区 Z-8 円形 25×25 22
1 10YR2/1 黒色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)

SD75より古い。
2 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit137 17街区 Z-8 楕円形 59×43 56
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。

Pit99より古い。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 炭化物粒を微量に含む。

Pit138 17街区 Z-8 隅丸方形 90×
(90) 34

1 10YR3/4 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
SM3より新しく、
Pit102より古い。2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。

3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit139 17街区 Z-8 楕円形 50×44 32
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 50㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の黒褐色シルト

ブロックを少量含む。 SI118、SM3より新
しい。2 10YR3/3 黒褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

3 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit140 17街区 Z-8 不明 (85)×
(62) 29

1 7 .5YR4/2 灰褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、径5㎜の黒褐色シルトブ
ロックを少量含む。(柱痕跡) SM3より新しく、

SI109･113より古
い。2 7.5YR4/2 灰褐色 砂質シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

Pit141 17街区 Z-8 不整
楕円形 73×48 17

1 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト 径5 ～ 50㎜のⅣ層土ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微
量に含む。 SI113･125より古

い。2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径20 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

Pit142 17街区 Z-8 楕円形 45×37 21 1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、径5㎜の黒褐色シルトブ
ロック･炭化物粒を少量含む。

SI113、SK101より
古い。

Pit143 17街区 Z-7･8 楕円形 45×36 26 1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。 SD61より古い。

17街区ピット観察表(2)
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遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

Pit144 17街区 Z-7･8 楕円形 (60)×
(43) 41

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。
SI112より新しく、
SD61･74より古い。2 2.5Y5/2 暗灰黄色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

3 2.5Y6/3 にぶい黄色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

Pit145 17街区 Z-7 不明 67×39 54
1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。 Pit146より新しく、

SD61より古い。2 10YR6/6 明黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜の灰黄色シルトブロックを多量に含む。

Pit146 17街区 Z-7 不明 54×
(39) 23

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
SD61、Pit145より
古い。2 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。

3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit147 17街区 Z-7･8 楕円形 (63)×
(35) 47

1 2 .5Y5/2 暗灰黄色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
SD61･74より古い。

2 2.5Y4/1 黄灰色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit148 17街区 Z-9 隅丸方形 45×34 24
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

SI110より古い。
2 10YR2/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。

Pit149 17街区 Z-8 円形 35×30 32
1 10YR4/4 褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)

SK137より新しい。2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 褐灰色シルトを斑状に多量に含む。
3 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

Pit150 17街区 Z-8 楕円形 70×40 18
1 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。

SM3より古い。
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit151 17街区 Z-8 円形 (60)×
56 50

1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)

SD75、Pit99より古
い。

2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含
む。

3 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを少量含む。
4 10YR4/1 褐灰色 シルト Ⅳ層ブロックを斑状に少量、炭化物粒を微量に含む。

Pit152 17街区 Z-8 楕円形 (37)×
33 30 1 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径50㎜の褐色シルトブロックを少量、径30㎜の黒色シルトブ

ロックを微量に含む。 Pit99より古い。

Pit153 17街区 Z-8 楕円形 32×28 37 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 灰白色シルトを斑状に少量、Ⅳ層ブロックを微量に含む。 SM3より古い。

Pit154 17街区 Z-8 不明 (25)×
25 26 1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 灰色シルトを斑状に少量、焼土粒を微量に含む。 SM3より新しく、

Pit138より古い。

Pit155 17街区 Z-8 円形 39×35 15
1 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。(柱痕跡) SI109･111より古

い。2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit156 17街区 Z-9 円形 (38)×
37 16

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
SI110より古い。2 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを微量に含む。

3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit157 17街区 Z-8 楕円形 38×33 37

1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)

SI128、SK136、
Pit110より古い。

2 10YR4/1 褐灰色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。
4 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。

第240図　SX性格不明遺構(1)

17街区ピット観察表(3)
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(6 )性格不明遺構(第240･241図)
　Ⅴ区から3基、17街区から1基検出した。Ⅴ区で検出したSX 1 ～ 3は隣接し、SX 1と3は重複関係にあり、SX 1が

新しい。平面形状はいずれも溝状で、断面形状は逆台形を呈する。SX 1は北側、SX 2は南側に向かって弧状をなす。

17街区で検出したSX1は、大半が撹乱により失われており、平面形状は不明である。底面からわずかに浮いた状態で、

自然礫が3点検出された。
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西台畑遺跡 4・5・7次
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遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

SX1 Ⅴ区 B-8 溝状 (510)×
60 27

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土をわずかに含む。 SX3よ り 新 し く、
SI88･89より古い。2 10YR3/2 黒褐色 シルト 褐色土ブロックを少量含む。

SX2 Ⅴ区 B-8･9 溝状 (618)×
69 15

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 褐色土をわずかに含む。 SM1･2より新しく、
SI79･85より古い。2 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。

SX3 Ⅴ区 B-8･9 溝状 (267)×
84 21

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土をわずかに含む。 SI85･88、SX1より
古い。2 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを多量、黒褐色土ブロックを少量含む。

SX1 17街区 Z-8･9 不明 243×
(36) 33

1 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 黒色シルトブロックを微量含む。
2 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、白色粘土ブロックを微量含む。

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-188 Ⅴ区 SX1 ～ 3 検出面 土師器 器台 受～台 (8.3) - (4 .7 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
受～台：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
受：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
台：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾅﾃﾞ

内外面摩耗、内外面赤
彩、受部内面煤？付着 95

第241図　SX性格不明遺構(2)･出土遺物

1(SX1 ～ 3検出面 )

性格不明遺構観察表
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(7 )小溝状遺構群(第242･243図)
　Ⅴ区で2群、17街区で1群検出した。

Ⅴ区1群
　調査区中央、B- 8･ 9グリッドに位置する。東西方向に延びるSM 1- 1 ～ 3の3条で構成される。方向はN- 67 ～ 87°

-Wである。検出した規模は、長さ210 ～ 474㎝、幅18 ～ 33㎝、深さ6 ～ 9㎝を測る。断面形状は、逆台形ないし

皿状を呈する。Ⅴ区2群を除く重複遺構より古く、2群より新しい。堆積土は、褐色シルトを主体とし、Ⅳ層小ブロック

を含む。

Ⅴ区2群
　調査区中央、B･C- 8･ 9グリッドに位置する。北東から南西方向に延びるSM 2- 1 ～ 15の15条で構成される。方向

はN-47 ～ 60°-Eである。検出した規模は、長さ168 ～ 1182㎝、幅15 ～ 42㎝、深さ6 ～ 9㎝を測る。断面形状は、

｢U｣ 字形･逆台形･皿状を呈する。重複する全ての遺構より古い。堆積土は、褐色シルトを主体とし、Ⅳ層小ブロック

を含む。

17街区3群
　調査区東半、Z- 8グリッドに位置する。東西方向に延びるSM 3- 1 ～ 10の10条で構成される。方向はN- 75 ～ 93°

-Wである。検出した規模は、長さ24 ～ 293㎝、幅18 ～ 33㎝、深さ6 ～ 18㎝を測る。断面形状は、｢U｣ 字形ない

し逆台形を呈する。重複する全ての遺構より古い。堆積土は、大別3層、細別11層に分層された。主体となる堆積土

　遺物は、Ⅴ区で検出したSX 1 ～ 3の検出面から土師器器台(第241図)が出土した。受け部は、緩やかに外傾する

体部から屈曲して外傾する口縁部にいたり、台部は外傾ないし外反して開くと推定される。調整は、口縁部内外面ヨコ

ナデ、体部内外面と台部外面ヘラミガキ、台部内面ヘラナデが施される。

　伴う土器はないが、Ⅴ区SX1･3は、4b期(7世紀初頭～前葉) ～ 5a期(7世紀中葉～後葉)の土器を伴うSI88より

古く、SX 2は4a期以降と考えられるSI 79･ 85より古い。このことからⅤ区SX 1 ～ 3の時期は、4a ～ 5a期以前と考

えられる。17街区SX1は、時期の判る遺構との重複もないため、時期は不明である。
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C-357

N-0090 10cm(1:3)

遺構名 調査区 部位 グリッド 方向
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複
全長 上端幅 下端幅 深さ

SM1 Ⅴ区
-1 B-8 N-87°-W (210) 27 ～ 33 12 ～ 21 6

1 10YR4/4 褐色 シルト Ⅳ層小ブロックを含む。
SM1より新しく、
SI79･85、SX2より
古い。

-2 B-8 N-67°-W 474 18 ～ 27 9 ～ 15 9
-3 B-9 N-68°-W (222) 18 ～ 30 6 ～ 14 9

SM2 Ⅴ区

-1 B-8 N-53°-E (168) 15 ～ 21 6 ～ 9 6

1 10YR4/4 褐色 シルト Ⅳ層小ブロックを含む。
SI78 ～ 80･87
～ 89･91･95、
SD65、SX2、SM1
より古い。

-2 B-8 N-52°-E (192) 21 ～ 30 9 ～ 18 9
-3 B-8 N-48°-E (204) 18 ～ 24 6 ～ 9 6
-4 B-8 N-51°-E (906) 27 ～ 33 9 ～ 18 6
-5 B-8 N-52°-E (1098) 15 ～ 42 6 ～ 27 6
-6 B-8 N-52°-E (1320) 15 ～ 30 6 ～ 18 9
-7 B-8 N-51°-E (1182) 18 ～ 36 6 ～ 21 6
-8 B･C-8 N-54°-E 168 18 ～ 30 9 ～ 18 -
-9 B-8 N-55°-E (150) 21 ～ 30 9 ～ 12 9

-10 B-8 N-47°-E (180) 18 ～ 30 6 ～ 15 9
-11 B･C-8 N-51°-E (210) 21 ～ 36 9 ～ 21 9
-12 B-8･9 N-51°-E (105) 17 ～ 27 5 ～ 8 9
-13 B-8･9 N-56°-E (195) 24 ～ 27 8 ～ 14 9
-14 B-8･9 N-56°-E 195 26 ～ 38 11 ～ 21 9
-15 B-9 N-60°-E (93) 33 ～ 36 15 ～ 21 9

SM3 17街
区

-1 Z-8 N-85°-W (240) 26 ～ 30 11 ～ 17 18 1a 10YR4/2 灰黄褐色 シルト
径20 ～ 30ミリのⅣ層ブロックを多量、径10
㎜の灰白色シルトブロック･炭化物粒を微量
含む。

SI109･112･113･
115･117･118･
125、SB6･7、
SD75、SK129･
137、Pit48･
98･102･103･
109･138･139･
140より古い。

-2 Z-8 N-93°-W (173) 18 ～ 30 6 ～ 9 9 1b 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒色シルトを少量、径10㎜のⅣ層ブロック･
炭化物粒を微粒含む。

-3 Z-8 N-91°-W (333) 23 ～ 24 5 ～ 6 9 1c 10YR5/3 にぶい
黄褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

-4 Z-8 N-82°-W (287) 18 ～ 30 11 ～ 14 15 1d 10YR4/3 にぶい
黄褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

-5 Z-8 N-84°-W (293) 18 ～ 27 8 ～ 11 9 1e 10YR5/8 黄褐色 シルト 褐色シルトを斑状に多量、径10㎜の黒色シ
ルトブロックを微量含む。

-6 Z-8 N-76°-W (189) 24 ～ 30 6 ～ 18 9 2a 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、灰白色
シルトブロック･炭化物粒を微量含む。

-7 Z-8 N-80°-W (114) 24 ～ 27 9 ～ 14 18 2b 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを微量含む。

-8 Z-8 N-79°-W (96) 27 ～ 33 9 ～ 12 12 2c 10YR4/6 褐色 シルト 黒色シルトを斑状･径5 ～ 20㎜のⅣ層ブ
ロックを少量含む。

-9 Z-8 N-75°-W (33) 36 6 ～ 9 6 2d 10YR5/6 黄褐色 シルト 褐色シルトを斑状･径10㎜のⅣ層ブロック
を多量に含む。

-10 Z-8 N-83°-W (24) 24 ～ 27 8 ～ 11 15
3a 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを微量含む。
3b 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-357 17街区 SM3-1 堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (15.5) - (4 .1 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 95

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚

2 N-009 Ⅴ区 SM2-10 堆積土 金属
製品 鎌 (8.5) (3 .5 ) 1 .0 (41 .7 ) 95

第243図　小溝状遺構群出土遺物

1(SM3-1 堆積土 ) 2(SM2-10 堆積土 )
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はさまざまだが、大半の層にⅣ層ブロックを含む。

　遺物は堆積土からの出土であるが、Ⅴ区SM 2- 10から出土した金属製品1点、17街区SM 3- 1から出土した土師器

坏1点を掲載した(第243図)。

　土師器坏は、鬼高系土師器(南小泉型関東系土器)の特徴を有する。底部は丸底で、扁平に内湾する体部から直線

的に内傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持つ。調整は、内外面ヘラ

ミガキが施される。金属製品は1/2が残存する鎌である。

　いずれの小溝状遺構群も、伴う土器はないが、重複する全ての竪穴住居跡より古い。その中でもⅤ区では4b期( 7

世紀初頭～前葉) ～ 5a期( 7世紀中葉～後葉)の土器を伴うSI 82より古く、17街区では5a期と考えられるSI 113より

古いことから、時期は4b ～ 5a期以前と考えられる。これらのことから、小溝状遺構群は、居住域が形成される以前

は、周辺が生産域として利用されていたことを示していると考えられる。
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3 .遺構外出土遺物(第244 ～ 248図)
　古墳時代から中世までの、遺構･遺物の残存状況および記録保存を目的としたⅤ区･ 17街区における基本層Ⅰ層か

らⅣ層上面までの調査では、撹乱や汚染土壌のすきとり作業等の影響が大きいものの、遺構検出作業時や調査区内の

撹乱等から、遺構に帰属し得ない遺物が多く出土している。

　それらの遺構外から出土した遺物の大部分は、本遺跡の主要時期の一つである古墳時代後期から奈良時代(本書の

時期区分4 ～ 5期)の時期幅に収まる土師器･須恵器である。

　以下、本項では、Ⅴ区･ 17街区の遺構外から出土した遺物と、1998年に行った区画道路を対象とした遺構範囲確

認調査のうち、今次報告のⅤ区にかかる第9･ 12トレンチから出土した遺物の中から、第244 ～ 248図に掲載した48

点(土師器23点、須恵器17点、土製品2点、石製品2点、剥片石器1点、礫石器3点)について、種別ごとに報告する。

(1 )土師器(第244 ～ 245図)
　坏12点･高坏4点･鉢1点･甕4点･甑1点･ミニチュア1点を掲載した。

　坏(第244図- 1 ～ 12)のうち、1は、北武蔵型土師器(清水型関東系土器)の特徴を有する。底部は丸底と推定さ

れ、半球形の体部から ｢S｣ 字状に緩やかに外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、

内面に稜を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが施される。2は、底部

は丸底で、半球形に内湾する体部から短く外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、内外面とも

段･稜を持たない。調整は、体部外面ヘラケズリのち口縁部～体部上半ヘラミガキ、内面ヘラミガキが施され、内面は

黒色処理される。3 ～ 8は、底部は丸底と推定され、扁平に内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。

このうち7の口縁部は、外反する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持つ。調整は、3･ 4･ 8は口縁部外

面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施され、6･ 7は内外面ヘラミガキが施される。5は、口縁部外

面ヘラミガキ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施される。このうち、3 ～ 6･ 8の内面は黒色処理される。9 ～

11は、底部は平底状の丸底で、扁平に内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境

は、外面に9･ 10は段を持ち、11は段を持たない。9は内面に稜を持つ。調整は、9･ 10は口縁部外面ヨコナデ、体

部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキ、11は内外面ヘラミガキが施される。10の内面は、黒色処理される。12は、体

部は扁平に内湾し、体部上半は屈曲してほぼ直立し、口縁部は屈曲して強く外傾する器形を呈する。調整は、口縁部

内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが施される。

　高坏(第244図-13 ～ 16)のうち、13の坏部は、わずかに内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。

口縁部と体部の境は外面に段、内面に稜を持つ。脚部は柱状と推定され、透かし1窓が残存する。調整は、坏部内外

面ヘラミガキ、脚部外面ヘラケズリが施され、坏部内面は黒色処理される。14 ～ 16は、脚部は外傾ないし外反し、

裾部はラッパ状に開く。15は二等辺三角形の透かしを3窓持つ。調整は、裾部内外面ヨコナデ、脚部外面ヘラケズリ、

脚部内面ヘラナデないしヘラケズリが施される。いずれも、坏部内面は黒色処理される。

　鉢(第244図- 17)は、底部は平底で、半球形に内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。胎土は緻

密で、成形･調整は精緻である。調整は、内外面ヘラミガキが施され、内外面とも黒色処理される。

　甕(第245図- 1 ～ 4)は、1は球胴、2 ～ 4は長胴である。口縁部は、いずれも外傾する。口縁部と胴部の境は、

2･ 4は段、3は不明瞭な段を持ち、1は段･稜を持たない。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部内面ヘラナデは共

通で、胴部外面は、1はハケメのちヘラナデとヘラミガキが部分的に施される。2はヘラナデ、3･ 4はヘラケズリが施さ

れる。

　甑(第245図- 5)は、底部は単孔式で、内湾する胴部から短く外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と胴部

の境は、段･稜を持たない。調整は、口縁部外面･胴部ヘラミガキ、胴部下半ヘラケズリ、口縁部内面ヨコナデ、胴部
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内面ヘラナデ、胴部下半･孔周辺ヘラケズリが施される。口縁部～胴部内面の上半には、ヘラミガキが施される。

　ミニチュア(第245図-6)は、高坏形の透かしを持つ脚部である。

(2 )須恵器(第246 ～ 247図)
　蓋1点･坏5点･盤1点･壺3点･鉢2点･甕5点を掲載した。

　蓋(第246図-1)は、大型の器形で、天井部から口縁部に緩やかに内湾する器形を呈し、口唇部は斜め下方を向く。

　坏(第246図- 2 ～ 6)のうち、2･ 3は扁平に内湾する体部から2は外傾、3は内傾する口縁部にいたる器形を呈す

る。2の体部下半から底部は手持ちヘラケズリが施される。3の底部切り離し技法は回転ヘラ切りで、その後手持ちヘ

ラケズリが施される。4･ 5は、底部は平底で、屈曲して外傾する体部から口縁部にいたる器形を呈する。底部切り離し

技法は、回転ヘラ切りが施される。6は、4･5と同様の器形で、底部は回転ヘラケズリののち高台が貼り付けられる。

　盤(第246図-7)は、体部と口縁部の境は屈曲し、外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口唇部は、面を持つ。

　壺(第246図- 8 ～ 10)のうち、8は長頸壺の口縁部、9は長頸壺の体部である。8は、口縁部はラッパ状に開き、

口縁端部は肥厚する。9は肩部と体部の境は屈曲し、肩部は膨らみを持つ。体部に3条の沈線が施される。10は、底

部は平底で、体部はわずかに内湾する。

　鉢(第246図- 11･ 12)のうち、11は、緩やかに内湾してほぼ直立する体部から内傾する口縁部にいたる器形を呈す

る。12は、直線的に外傾する口縁部で、端部は肥厚する。

　甕(第246図- 13･ 14、第247図- 1 ～ 3)は、いずれも球胴の胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。第

246図- 13･ 14、第247図- 1の口唇部は、下方ないし斜め下方に垂下する。第246図- 14の頸部外面には、櫛描き

波状文が施される。第247図- 2の口縁端部は肥厚し、外面に沈線が施される。第247図- 3の口縁端部は水平に近い

角度に屈曲し、口縁部内面は受け口状になる。調整は、ロクロ調整を基調とし、第246図- 13は胴部外面カキ目、第

246図- 14は頸部内面ヘラナデ、第247図- 1は胴部内外面ヘラナデが施される。第247図- 2は、外面平行タタキ目

のち口縁部ロクロ調整、頸部内面ヘラケズリ、胴部内面青海波文が施される。第247図-3は、胴部外面格子タタキ目、

胴部内面青海波文が施される。

(3 )土製品(第247図)
　土製品(第247図-4･5)は、いずれも管状の土錘である。

(4 )石製品(第247図)
　石製品(第247図- 6･ 7)は素材の縁辺に剥離を施した不明石製品である。6の裏面には線条痕を伴う磨面が確認さ

れる。

(5 )剥片石器(第247図)
　剥片石器(第247図- 8)は、二次加工剥片である。表裏両面に剥離が施されており、裏面に素材面が確認される。

左側面は折れ面になっている。

(6 )礫石器(第248図)
　礫石器(第248図- 1 ～ 3)は、1･ 2は礫を素材にした敲石である。3は敲打及び凹痕が確認される礫石器である。

凹痕は表裏両面に確認される。上半部は欠損する。
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C-360 C-362

C-191

C-191

西台畑遺跡 4・5・7次

C-373

C-373

西台畑遺跡 4・5・7次

C-368

C-363

C-361

C-190

C-190

西台畑遺跡 4・5・7次

C-192

C-192

西台畑遺跡 4・5・7次

C-193

C-193

西台畑遺跡 4・5・7次

C-367

C-189

C-189

西台畑遺跡 4・5・7次

C-369

C-194

C-194

西台畑遺跡 4・5・7次

C-195

C-195

西台畑遺跡 4・5・7次

C-370
C-371

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-360 17街区 遺構
検出面 - 土師器 坏 口縁

～体 (8.1) - (4 .3 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 95

2 C-362 17街区 遺構
検出面 - 土師器 坏 完形 11.3 - 4 .1 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 95

3 C-191 Ⅴ区 - Ⅲ層 土師器 坏 口縁
～体 (17.6) - (5 .2 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 95

4 C-373 Ⅴ区 試掘
トレンチ - 土師器 坏 口縁

～体 (17.3) - (4 .1 ) 口縁：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 95

5 C-368 第12
トレンチ - - 土師器 坏 口縁

～底 (14.5) - 4 .1 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面摩耗 95

6 C-363 17街区 検出面 ‐ 土師器 坏 口縁
～底 (13.0) - (3 .3 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 95

7 C-361 17街区 遺構
検出面 - 土師器 坏 口縁

～体 (14.0) - (3 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 95

8 C-190 Ⅴ区 - 撹乱 土師器 坏 口縁
～底 (15.1) - (4 .2 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 95

9 C-192 Ⅴ区 - Ⅳ層上面 土師器 坏 口縁
～底 (14.7) - 3 .0 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ、

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 95

10 C-193 Ⅴ区 - Ⅲ層 土師器 坏 口縁
～底 (19.2) - (4 .4 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面摩耗 95

11 C-367 第9･12
トレンチ - - 土師器 坏 口縁

～底 (13.3) - (3 .3 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内外面底部に赤彩か? 95

12 C-189 Ⅴ区 - Ⅲ層 土師器 坏 口縁
～体 (13.0) - (2 .9 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 内面被熱摩耗 95

13 C-369 第9
トレンチ - Ⅲ層 土師器 高坏 坏～脚 (19.8) - (5 .6 ) 坏：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 脚：ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面坏部黒色処理､透し1
窓､ﾍﾗｹｽﾞﾘにて面取り 95

14 C-194 Ⅴ区 遺構
検出面 Ⅲ層 土師器 高坏 脚 - (8 .4 ) (5 .5 ) 脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ、

裾：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾖｺﾅﾃﾞ
坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ、
裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

坏部内面黒色処理 95

15 C-370 第12
トレンチ - 撹乱 土師器 高坏 脚 - 12.1 (7 .3 ) 坏～脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､

裾：ﾖｺﾅﾃﾞ
坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､脚ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

内面坏部黒色処理､透し3
窓､ﾍﾗｹｽﾞﾘにて面取り 95

16 C-195 Ⅴ区 遺構
検出面 - 土師器 高坏 脚 - (13 .4 ) (5 .4 ) 裾：ﾖｺﾅﾃﾞ→脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ、

脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ→裾：ﾖｺﾅﾃﾞ 坏部内面黒色処理 95

17 C-371 第9
トレンチ

遺構
検出面 - 土師器 鉢 口縁

～底 (18.2) (9 .0 ) 7 .4 口縁～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→
ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内外面黒色処理 95

第244図　遺構外出土遺物(1)
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C-196

C-196

西台畑遺跡 4・5・7次

C-364

C-372

C-366

0 10cm(1:3)

C-365

C--382

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-196 Ⅴ区 遺構
検出面 - 土師器 甕 口縁

～胴 19.7 - (17 .2 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面摩耗 95

2 C-364 17街区 遺構
検出面 - 土師器 甕 口縁

～胴 (14.0) - (10 .4 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面胴部被熱摩耗 96

3 C-372 第9
トレンチ

遺構
検出面 - 土師器 甕 口縁

～胴 (14.1) - (10 .5 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 96

4 C-366 17街区 - 撹乱 土師器 甕 口縁
～底 (20.0) (6 .4 ) 28 .1 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱摩耗 96

5 C-365 17街区 遺構
検出面 - 土師器 甑 口縁

～孔 (16.4) (7 .2 ) (16 .5 )
口縁：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
孔周辺：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
孔周辺：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

単孔 96

6 C-382 17街区 遺構
検出面 - 土師器 ﾐﾆﾁｭｱ 脚 - - (3 .0 ) ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾅﾃﾞ 高坏形､透し3窓 96

第245図　遺構外出土遺物(2)
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E-107

E-044

E-044

西台畑遺跡 4・5・7次

E-101

E-105
E-099

E-045

E-045

西台畑遺跡 4・5・7次

E-106

E-102

E-049

E-049

西台畑遺跡 4・5・7次

E-103

E-048

E-048

西台畑遺跡 4・5・7次

E-051

E-051

西台畑遺跡 4・5・7次

E-052

E-052

西台畑遺跡 4・5・7次

E-104

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 E-107 第9
トレンチ

遺構
検出面 - 須恵器 蓋 天井～

口縁 (31.1) - (2 .0 ) ﾛｸﾛ調整､
天井：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整､天井：ﾅﾃﾞ 内面天井部に重ね焼き痕 96

2 E-044 Ⅴ区 - Ⅳ層上面 須恵器 坏 口縁
～底 (8.2) - 3 .3 ﾛｸﾛ調整→

体下半：手持ちﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 歪み大 96

3 E-101 17街区 - 撹乱 須恵器 坏 口縁
～底 (9.8) (5 .4 ) 3 .5 ﾛｸﾛ調整､底：回転ﾍﾗ切り

→手持ちﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 内面底部中央にﾍﾗﾅﾃﾞ 96

4 E-105 第9
トレンチ

遺構
検出面 - 須恵器 坏 口縁

～底 (14.4) (8 .4 ) 4 .0 ﾛｸﾛ調整､
底：回転ﾍﾗ切り→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整 内外面体部に煤付着 96

5 E-099 17街区 遺構
検出面 - 須恵器 坏 口縁

～底 14.1 8 .0 4 .6 ﾛｸﾛ調整､
底：回転ﾍﾗ切り→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整 96

6 E-045 Ⅴ区 遺構
検出面 - 須恵器 坏 口縁～

高台 (15.8) (9 .8 ) 4 .8 ﾛｸﾛ調整、底：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ
→高台貼付 ﾛｸﾛ調整 96

7 E-106 第9
トレンチ

遺構
検出面 - 須恵器 盤 口縁

～底 (25.0) - (3 .3 ) ﾛｸﾛ調整､
体下半～底：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 96

8 E-102 第9
トレンチ

遺構
検出面 - 須恵器 壺 口縁

～頸 (12.2) - (4 .6 ) ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ調整 内外面自然釉付着 96

9 E-049 Ⅴ区 遺構
検出面 - 須恵器 壺 体 - - (7 .0 ) ﾛｸﾛ調整､沈線3条 ﾛｸﾛ調整 外面自然釉付着 96

10 E-103 Ⅴ区 南壁側溝 - 須恵器 壺 体～底 - (4 .6 ) (3 .5 ) 体：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ、
底：ﾍﾗｷﾘ→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整 内面自然釉付着 96

11 E-048 Ⅴ区 遺構
検出面 - 須恵器 鉢 口縁

～体 (10.3) - (5 .6 ) ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ調整 96

12 E-051 Ⅴ区 遺構
検出面 - 須恵器 鉢 口縁 (18.6) - (5 .4 ) ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ調整 外面自然釉付着 96

13 E-052 Ⅴ区 遺構
検出面 - 須恵器 甕 口縁

～肩 (12.4) - (6 .5 ) ﾛｸﾛ調整、肩：ｶｷ目 ﾛｸﾛ調整 96

14 E-104 Ⅴ区 - Ⅲ層 須恵器 甕 口縁 (21.8) - (5 .5 ) ﾛｸﾛ調整→櫛書き波状文 ﾛｸﾛ調整､肩：ﾍﾗﾅﾃﾞ 96

第246図　遺構外出土遺物(3)
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E-054

E-054

西台畑遺跡 4・5・7次

E-100

E-053

E-053

西台畑遺跡 4・5・7次

P-005

P-039

0 10cm(1:3)

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-18
磨

Kd-18
磨

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-05

Kd-05

西台畑遺跡4・5・7次

Ka-02

Ka-020 (2:3) 5cm

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 E-054 Ⅴ区 遺構
検出面 - 須恵器 甕 口縁

～肩 (20.8) - 9 .9 口縁：ﾛｸﾛ調整、
肩：ﾛｸﾛ調整→ﾍﾗﾅﾃﾞ

口縁：ﾛｸﾛ調整、
肩：ﾛｸﾛ調整→ﾍﾗﾅﾃﾞ 焼成あまい、内外面摩耗 96

2 E-100 17街区 遺構
検出面 - 須恵器 甕 口縁

～肩 (26.9) - (7 .6 )
口縁：ﾛｸﾛ調整→沈線1条､
頸：平行ﾀﾀｷ目→ﾛｸﾛ調整､
肩：平行ﾀﾀｷ目

ﾛｸﾛ調整､頸：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
肩：青海波文 96

3 E-053 Ⅴ区 遺構
検出面 - 須恵器 甕 口縁

～胴 (21.2) - (8 .8 ) 口縁～頸：ﾛｸﾛ調整、
胴：格子ﾀﾀｷ目

口縁～頸：ﾛｸﾛ調整、
胴：青海波文 96

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚
4 P-005 Ⅴ区 遺構検出面 - 土製品 土錘 9.8 5 .1 4 .8 28 .9 ﾅﾃﾞ､孔径2.3㎝､管状 97
5 P-039 17街区 遺構検出面 - 土製品 土錘 (5.5) 5 .2 5 .3 (137 .1 ) ﾅﾃﾞ、孔径1.5㎝、管状 97

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

6 Kd-018 Ⅴ区 - Ⅲ層 石製品 不明石製品 8.2 11 .5 1 .8 127 .51 石英安山岩質
凝灰岩

複数縁辺に二次加工あり、磨1面、線条痕あ
り、刃物痕あり 97

7 Kd-005 Ⅴ区 遺構検出面 - 石製品 不明石製品 5.0 4 .6 1 .4 23 .96 凝灰岩 1側縁に二次加工あり、刃物痕あり 97
8 Ka-002 Ⅴ区 遺構検出面 - 剥片石器 不定形石器 2.8 1 .2 0 .8 2 .28 流紋岩 表裏両面から加工、左側面：折れ面 97

第247図　遺構外出土遺物(4)
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西台畑遺跡4・5・7次

Kc-12

Kc-12

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-15

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-15

西台畑遺跡４・5・7次

Kc-19

西台畑遺跡４・5・7次

Kc-19

凹

凹
敲

敲

凹

敲

凹

敲
敲

凹

凹
敲

敲

凹

敲

凹

敲
敲

0 10cm(1:3)

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚
1 Kc-012 17街区 遺構検出面 - 礫石器 敲石 10.3 4 .9 3 .5 241 .93 石英安山岩質凝灰岩 棒状礫、敲(2箇所)程度強 97
2 Kc-015 17街区 遺構検出面 - 礫石器 敲石 12.6 3 .0 2 .7 126 .44 砂岩 棒状礫、敲(1箇所)程度強、刃物痕あり 97

3 Kc-019 Ⅴ区 検出面 - 礫石器 凹+敲 (6 .7) 5 .7 3 .6 (87 .06) 石英安山岩質凝灰岩 楕円礫、凹(2箇所)深さ深、敲(5箇所)程
度強、刃物痕あり 97

第248図　遺構外出土遺物(5)

1 2 3
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第4節　縄文時代～弥生時代の遺構と遺物：Ⅳ層～ⅩⅣ層の調査(第249 ～ 257図)

　Ⅴ区･ 17街区では、基本層Ⅳ層上面での調査終了後、撹乱等の影響が少なく、古墳時代以降の遺構検出面とした

Ⅳ層以下が良好に残存していると考えられた範囲に下層調査区を設定し、弥生時代以前の遺構･遺物の確認･記録を

目的とした調査(下層調査)を実施した(第249 ～ 251図)。なお、Ⅴ区においては、Ⅳ層上面で一部が検出されてい

た区画施設と考えられるSD 61の調査を合わせて行うため、北側に調査区を拡張している。調査は両調査区とも基本層

Ⅳ層からその下層へと層位的に掘り下げ、各層理面にて遺構や遺物の残存状況を確認し、遺構が検出された場合は各

遺構の精査に着手した。各基本層中から出土した遺物は層位毎の一括取り上げを基本とし、遺物の出土状況に応じて

出土地点と標高を記録した。

　その結果、Ⅴ区においてはⅥa’層上面で水田跡、17街区ではⅥa’層で水田跡とⅥa層で炭化物範囲を5 ヶ所、Ⅹb

層で土坑を3基検出した。また、Ⅴ区下層調査のⅦa層･Ⅶb層･Ⅹ層、17街区下層調査のⅥa層･Ⅹb層から少量の

遺物が出土した。このほか、古墳時代以降の遺構堆積土や遺構検出面からも少量の遺物が出土している。これらの遺

物の出土地および内訳は、299ページの表に示したとおりである。

　出土した遺物は、縄文時代後期～晩期に位置付けられる土器と、弥生時代中期に位置付けられる土器である。これ

らの土器は、Ⅵa層からは弥生土器、Ⅶa･b層からは縄文土器と弥生土器が混在し、Ⅹb層からは縄文土器がそれぞ

れ出土している。このような出土層位の傾向は、第3次調査の下層調査でも確認されており、縄文土器と弥生土器が混

在するⅦ層を境とし、Ⅶ層より上位の層が弥生時代、Ⅶ層より下位の層が縄文時代の遺物包含層と大別される。

　以下、今次下層調査で確認された遺構と、各基本層から出土した遺物のうち、図化可能であったⅥa･Ⅶa･Ⅶb･Ⅹb

層と古墳時代以降の遺構堆積土や遺構検出面から出土した遺物のうち、器形や文様等に特徴がみられる土器や、石器

について報告する。なお、遺構番号については古墳時代以降の遺構と区別し、第3次調査からの通し番号を付している。

1 .検出遺構(第249 ～ 251図)

(1 )Ⅵa層上面検出遺構(第249･250図)
　Ⅴ区下層調査･ 17街区下層調査東半において水田跡(Ⅵa’層)、17街区下層調査西半で炭化物の拡がり(以下、炭

化物範囲)を5 ヶ所検出した。

　水田跡は、Ⅴ区下層調査では水田区画を3区画、南北方向の畦畔を1条、東西方向の畦畔を2条検出した。17街

区下層調査では水田区画を3区画、南北方向の畦畔を1条、東西方向の畦畔を1条検出した。検出した水田区画およ
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17街区下層調査水田跡(Ⅵa’層)

掲載範囲 0 (1:200) 10m

X=-197102
Y=4846

X=-197111
Y=4846

X=-197102
Y=4835

X=-197111
Y=4835

掲載範囲

0 (1:200) 10m

9.16m 

9.20m 

9.18m 

9.22m 

9.24m 

9
.
2
2
m
 

9.30m 

9
.
2
4
m
 

9.
24
m 

9.
20
m 

土　　器 土　製　品 打製石器 礫　石　器 石　製　品

掲載 非掲載 合計 掲載 非掲載 合計 掲載 非掲載 合計 掲載 非掲載 合計 掲載 非掲載 合計

数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量 数量 重量

層位
不明 

(Ⅳ層)

Ⅴ区下層 5 70.5 16 225 .7 21 296 .2 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

17街区下層 2 17.7 12 78 .8 14 96 .5 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

不明 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

合計 7 88.2 28 304 .5 35 392 .7 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

Ⅵ層 Ⅴ区下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

17街区下層 3 623 36 306.1 39 929 .1 - - - - - - 1 34 .18 5 166 .72 6 200 .90 - - - - - - - - - - - -

不明 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

合計 3 623 36 306.1 39 929 .1 - - - - - - 1 34 .18 5 166 .72 6 200 .90 - - - - - - - - - - - -

Ⅶ層 Ⅴ区下層 9 2509.1 5 51 .8 14 2560 .9 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 380 .36 - - 1 380 .36 

17街区下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

不明 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

合計 9 2509.1 5 51 .8 14 2560 .9 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 380 .36 0 0 1 380 .36

Ⅹ層 Ⅴ区下層 1 121.9 - - 1 121 .9 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

17街区下層 3 134.8 19 380 .7 22 515 .5 - - - - - - 1 13 .90 1 5 .66 2 19 .56 - - - - - - - - - - - -

不明 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

合計 4 256.7 19 380 .7 23 637 .4 - - - - - - 1 13 .9 1 5 .66 2 19 .56 - - - - - - - - - - - -

第249図　Ⅴ区･17街区Ⅵa’層水田跡

縄文時代～弥生時代の出土遺物　層位別の数量･重量一覧表 土器数量は接合前　※重量単位:g(土器･土製品は小数点第二位を四捨五入、石器･石製品は小数点第三位を切り捨て)
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び畦畔は、いずれも調査区外へかかる。検出した水田区画は、いずれも調査区外へかかり完結するものはないため、

平面形状は不明である。検出した範囲の規模は、最大で長さ909㎝、幅650㎝を測る。各水田区画の比高差は、6 ～

10㎝を測り、畦畔の交点を中心に外側に向かって低くなる傾向がみられる。壁面で確認した水田耕作土の層厚は、7

～ 28㎝を測り、下面は起伏する。検出した畦畔は、Ⅴ区下層調査では南北方向の畦畔に対し、東西方向の畦畔2条

がやや南傾して取り付く。17街区下層調査では、東西方向の畦畔に南北方向の畦畔が直交して取り付き、｢T｣ 字状に

なる。規模は、長さ170㎝～ 1370㎝、上端幅52 ～ 176㎝、下端幅104 ～ 248㎝、高さ1 ～ 8㎝を測る。いずれの畦

畔も、擬似畦畔Bを確認した。

　遺物は、17街区下層調査の耕作土中から土器の破片が極少量出土しているが、図化できる遺物はなかった。しか

し、17街区下層調査西半の非耕作域であるⅥa層から少量の弥生時代中期中葉の土器が出土しており、本水田跡も同

時期に属すると考えられる。

　炭化物範囲は17街区下層調査西半、V- 8グリッドにまとまって分布する。平面形状は不整形･楕円形、断面形状は

逆台形･皿状を呈する。規模は、長さ44 ～ 228㎝、幅24 ～ 94㎝、深さ4 ～ 29㎝を測る。堆積土は、にぶい黄褐

色･にぶい黄橙色･灰黄色を主体とし、炭化物粒･炭化物材、焼土を含む。遺物は出土していないが、Ⅵa層上面で

検出されたことから水田跡と同時期と考えられる。
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17 街区下層調査Ⅵa層炭化物範囲・遺物出土状況

B-008

B-002

B-017

B-001

Ka-03

掲載範囲

0 (1:200) 10m

0 (1:6) 20cm

0 (1:8) 20cm
土器

剥片石器

遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

炭化物範囲1 17街区 V-8 不正形 228×
93 30

1 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 炭化物粒少量、径5 ～ 10㎜の灰白色シルトブロックを微量に含む。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 炭化物粒･材を少量含む。下部に黒褐色粘土ブロックを帯状に含む。
3 2.5YR7/2 灰黄色 粘土 炭化物粒を少量、酸化鉄を多量に含む。

炭化物範囲2 17街区 V-8 楕円形 42×
24 9

1 10YR6/3 にぶい黄橙色 シルト 径5㎜の灰白色シルトブロック･焼土粒を少量含む。
2 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径5㎜の灰白色シルトブロックを微量に含む。

炭化物範囲3 17街区 V-8 隅丸
長方形

138×
36 12

1 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト 径10㎜の黒褐色粘土ブロックを多量、上部に径5㎜の焼土ブロック
を少量含む。

2 2.5Y7/2 灰黄色 粘土 炭化物粒少量、酸化鉄を多量に含む。

炭化物範囲4 17街区 V-8 不正形 150×
114 9 1 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土 上部に炭化物粒･材を多量、径10㎜の灰白色粘土を少量含む。

炭化物範囲5 17街区 V-8 楕円形 69×
30 5 1 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土 上部に炭化材を多量、酸化鉄を少量含む。

第250図　17街区Ⅵa層炭化物範囲

炭化物範囲観察表
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301

(2 )Ⅹb層上面検出遺構(第251図)
　17街区下層調査西半で、土坑を3基検出した。SK 19は、平面形状は円形で、断面形状は上部が皿状、下部は筒

形を呈する。堆積土は、オリーブ灰色砂質シルト･粘土質シルト、灰色粘土質シルトを主体とする。SK 20･ 21は、平

面形状は円形、断面形状は｢U｣字形を呈する。堆積土は、黒色粘土を主体とする。

　遺物は、出土していないが、基本層Ⅹb層から縄文時代後期末葉～晩期前葉の土器が出土していることから、本土

坑の時期も同時期に属すると考えられる。

2 .出土遺物(第252 ～ 255図)

(1 )Ⅵa層出土遺物(第252図)
　17街区Ⅵa層から、総数40点(約1130. 0g)の遺物が出土した(出土遺物一覧表参照)。このうち、弥生土器鉢2点

･甕3点、剥片石器1点を掲載した(第252図)。

　弥生土器鉢(第252図- 1･ 2)は、1は弥生時代中期前葉～中葉に位置付けられる浅鉢、2は同時期の鉢の体部資料

である。1は、底部は平底で、緩やかに内湾する体部からわずかに内傾する口縁部にいたる器形を呈する。最大径は、

体部上端に持つ。装飾文様は、断面形状が｢V｣字ないし｢U｣字状を呈する幅2㎜の沈線により、体部上半から口縁部に

施文される。文様意匠は、横位直線文と連弧文の組み合わせが用いられる。並行する沈線内には、LR縄文が充填さ

れる。2は、横位直線文と山形文が施され、並行する沈線内にはLR縄文が回転施文される。

　弥生土器甕(第252図- 3 ～ 5)は、3は弥生時代中期と思われる口縁部、4･ 5は弥生時代中期に位置付けられる体

部資料である。3は、緩やかに内湾する体部から短く外傾する口縁部にいたる器形を呈する。調整は、口縁部内外面

と体部内面はミガキが施され、体部外面はR絡条体が施される。4の体部は内湾し、LR縄文が回転施文されたのち、

上半に右から左方向の押し引き状の列点刺突文が施される。5の体部は直線的に外傾し肩部から緩やかに内湾する器

形を呈する。体部外面には、R撚糸文が施される。

　剥片石器(第252図- 6)は、微細剥離痕を持つ剥片である。左側縁の鋭利な縁辺に微細剥離が確認される。右側面

は折れ面になっている。石材は流紋岩である。

(2 )Ⅶ層出土遺物(第252 ～ 254図)
　Ⅴ区下層調査から、総数15点(約2941. 3g)の遺物が出土した(出土遺物一覧表参照)。遺物は、Ⅶa層とⅦb層か

ら出土しており、このうち、Ⅶa層から縄文土器深鉢1点、弥生土器甕1点、Ⅶb層から縄文土器浅鉢1点･深鉢5点

･鉢1点、弥生土器壺1点･鉢2点、石製品1点を掲載した(第252 ～ 254図)。ここでは、Ⅶa層･Ⅶb層出土遺物を

合わせて報告する。

　縄文土器浅鉢(第252図- 10)は、縄文時代晩期後葉～末葉に位置付けられ、内湾する体部から直立する口縁部に

いたる器形を呈する。口縁部には山形突起を有し、口唇部には沈線が施される。口縁部外面は、工字文が施され、体

部はLR縄文が回転施文される。口縁部内面は、横位隆帯が貼り付けられ、隆帯の直上に横位直線文が施される。

　縄文土器深鉢(第252図- 7･ 9、第253図- 1 ～ 4、第254図- 3)は、第252図- 9は、縄文時代晩期後葉～末葉に

位置付けられ、口縁部はほぼ直立し、口唇部には突起、口縁端部には隆状突起を有し、沈線が施される。口縁部外

面から体部上半には工字文とミガキが施され、内面は横位直線文とナデが施される。第252図- 7は、縄文時代後期～

晩期に位置付けられ、口縁部は直線的に外傾し、内面に横位隆帯が貼り付けられる。外面は、LR縄文が回転施文さ

れる。第254図- 3は、縄文時代後期～晩期に位置付けられ、内湾する体部からわずかに内傾する口縁部にいたる器

形を呈する。口縁部外面はヨコナデ、体部外面はLR縄文が回転施文され、口縁部内面には、横位隆帯が貼り付けら

れる。第253図- 1は、縄文時代晩期に位置付けられ、砲弾形に内湾する体部から内傾する口縁部にいたる器形を呈
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17 街区下層調査土坑 (Ⅹb層 )

0 20m(1:500)

0 2m(1:60)

0 (1:6) 20cm

0 (1:8) 20cm
土器

剥片石器

遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

SK19 17街区 Ｗ-8 楕円形 171×
105 48

1 10YR5/1 灰色 粘土質シルト 上部に径30 ～ 50㎜の黒褐色粘土ブロックを少量、白色粒･炭化物
粒を微量に含む。

2 10YR5/1 褐灰色 粘土 炭化物粒･材を多量、酸化鉄を少量、径10 ～ 20㎜の黒褐色粘土
ブックを微量、下部に白色粒を微量に含む。

3 2.5GY6/1 オリーブ灰色 シルト 白色粒･炭化物粒を微量に含む。
4 5GY6/1 オリーブ灰色 砂質シルト 径30㎜の灰色粘土ブロックを微量に含む。

5 10Y5/1 灰色 粘土質シルト 炭化物粒･材を多量、径10 ～ 20㎜の灰白色シルトブロックを微量
に含む。

6 5GY6/1 オリーブ灰色 砂質シルト 径10 ～ 20㎜の灰色粘土ブロックを少量、酸化鉄を含む。
7 2.5GY6/1 オリーブ灰色 粘土質シルト 径10～20㎜の灰色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

SK20 17街区 Ｗ-8 楕円形 51×54 13 1 N2/0 黒色 粘土 径5㎜のオリーブ灰色ブロックを多量に含む。
SK21 17街区 Ｗ-8 円形 66×59 12 1 N2/0 黒色 粘土 オリーブ灰色微粒砂を少量含む。

第251図　17街区Ⅹb層上面検出遺構･出土遺物

土坑観察表

302

する。口縁部および体部外面には、撚糸文が回転施文される。第253図- 2 ～ 4は、同一個体と考えられる口縁部お

よび体部資料である。2･ 3は内湾する体部からわずかに内傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部は、波状を呈

する。口縁部と体部の境は、横位直線文が施され、体部外面はLR縄文が回転施文される。3の体部外面には縄文押

圧がみられる。時期は、縄文時代晩期と思われる。

　弥生土器壺(第253図- 5)は、球胴の体部から短く直立する口縁部にいたる器形を呈する。体部の最大径は、上位

に持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、肩部内外面ミガキが施される。時期は、弥生時代中期と思われる。
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　弥生土器鉢2点(第254図- 1･ 2)は、内湾する体部から内傾する口縁部にいたる器形を呈する。装飾文様は、断面

形状が｢U｣字状を呈する幅2㎜の沈線により、横位直線文が施される。時期は、弥生時代中期中葉と思われる。

　弥生土器甕(第252図- 8)は、直線的に内傾する体部資料である。体部外面にはLR縄文が回転施文される。時期

は、弥生時代中期前葉～中葉と思われる。

　石製品(第254図- 4)は、大型の剥片を素材とする不明石製品である。剥片の縁辺に背面から剥離が施されている。

右側面は折れ面となっている。腹面の自然面には素材作出時についたと考えられる加撃痕が確認される。石材は軟質

な石英安山岩質凝灰岩を使用している。

(3 )Ⅹ層出土遺物(第254図)
　Ⅴ区下層調査から総数1点(約121. 9g)、17街区下層調査から総数24点(約535. 1g)の遺物が出土した(出土遺

物一覧表参照)。遺物は、Ⅴ区下層調査Ⅹ層と17街区下層調査Ⅹb層から出土しており、このうち、Ⅴ区下層調査か

ら縄文土器深鉢1点、17街区下層調査から縄文土器深鉢4点、剥片石器1点を掲載した(第254図)。ここでは、Ⅹ

層･Ⅹb層出土遺物を合わせて報告する。

　縄文土器深鉢5点(第254図- 5 ～ 9)は、6･ 7は口縁部、8は体部、5･ 9は底部資料である。6 ･ 7は、縄文時代

晩期前葉に位置付けられ、緩やかに内湾する体部からわずかに外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部は、波

状を呈する。6の口縁部～体部上半には、横位直線文で区画された内部にLR縄文の回転施文と沈線を用いた磨消縄

文手法による三叉文が施文される。7も同様に、沈線区画内部に三叉文が施文される。8は、体部はわずかに外傾し、

LR縄文が回転施文され、横位直線文が施される。時期は、縄文時代晩期と思われる。5･ 9は、縄文時代後期末葉～

晩期に位置付けられ、底部は平底で、直線的に外傾する体部にいたる器形を呈する。5の体部内外面はミガキが施さ

れ、9の体部外面はLR縄文が回転施文される。5･9とも底部には、網代痕がみられる。

　剥片石器(第252図- 10)は、横長の石匙である。刃部は腹面側からの剥離で作出され、つまみ部などは両面からの

剥離で作出されている。両面に素材面を残し、素材剥片は横置きで用いられている。石材は頁岩である。

(4 )層位不明出土遺物(第255図)
　Ⅴ区から総数21点(約296. 2g)、17街区から総数14点(約96. 5g)の遺物が出土した(出土遺物一覧表参照)。このうち、

Ⅴ区から縄文土器深鉢2点、弥生土器深鉢2点･鉢2点･甕2点、17街区から弥生土器壺1点･鉢1点を掲載した(第255図)。

　縄文土器深鉢(第255図-1･2)は、1は縄文時代晩期に位置付けられ、口縁部はほぼ直立する。口縁端部には突起

が貼り付けられ、口縁部は横位直線文が施され、LR縄文が回転施文される。2は、縄文時代後期～晩期に位置付けられ、

底部は平底で直線的に外傾する体部にいたる器形を呈する。体部外面はLR縄文が回転施文され、底部には網代痕がみられる。

　弥生土器壺(第255図- 3)は、弥生時代中期前葉～中葉に位置付けられる、緩やかに外反する体部である。外面に

は、連弧文と横位直線文が施される。

　弥生土器深鉢(第255図- 4･ 5)は、4は外傾する口縁部から端部はわずかに内湾する器形を呈する。調整は口縁部

内外面ヨコナデが施され、外面には横位直線文が2条施され、下半に明瞭な段を持つ。時期は、弥生時代中期前葉

～中葉と思われる。5は、弥生時代中期中葉に位置付けられ、体部は緩やかに内湾し、頸部はわずかに外傾する。外

面には、横位直線文と沈線区画が施され、沈線内には赤彩が残る。

　弥生土器鉢(第255図- 6 ～ 8)は、いずれも弥生時代中期前葉～中葉に位置付けられ、6はほぼ直立する口縁部で

ある。口縁部には沈線区画と横位直線文が施され、区画内と口唇部には植物茎回転文が施文される。7は、直線的に

外傾する体部で、外面に横位直線文と連弧文が施され、区画内にLR縄文が回転施文される。8は、ほぼ直立する口

縁部である。口縁部外面には横位直線文が施される。

　弥生土器甕(第255図- 9･ 10)は、弥生時代中期に位置付けられる頸部資料である。9･ 10とも右から左方向の押し

引き状の列点刺突文が施され、LR縄文が回転施文される。
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B-001

B-016 B-010

B-017

B-002

西台畑遺跡4・5・7次

Ka-03

Ka-03

A-006

A-012

A-008

B-020

0 10cm(1:3)

0 (2:3) 5cm

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位 外面調整 

(文様)
内面調整 
(文様) 備考 写真 

図版

1 B-001 17街区 - Ⅵa層 弥生土器 鉢 口縁
～底

沈線→LR縄文横位回転→沈線→
ﾐｶﾞｷ(密)(横位直線文+連弧文) 横位ﾐｶﾞｷ(密) 口径(13 .9)､底径(7 .5)､器高12.3

㎝ 97

2 B-016 17街区 - Ⅵa層 弥生土器 鉢 体 LR縄文横位回転→沈線→ﾐｶﾞｷ(密)
(横位直線文+連続山形文?) ﾐｶﾞｷ (密) 口径-､底径-､器高(3 .2)㎝ 97

3 B-010 17街区 - Ⅵa層 弥生土器 甕 口縁～体 口縁：ﾐｶﾞｷ(密)、体：R絡状体縦回転 ﾐｶﾞｷ(密) 口径-､底径-､器高(4 .3)㎝ 97

4 B-017 17街区 - Ⅵa層 弥生土器 甕 頸～体 頸：ﾖｺﾅﾃﾞ、体上半：LR縄文横位回転
体上端：列点刺突(押し引き：右→左) ﾐｶﾞｷ 口径-､底径-､器高(4 .0)㎝ 97

5 B-002 17街区 - Ⅵa層 弥生土器 甕 体 Ｒ撚糸文(絡状体?) ﾅﾃﾞ 口径-､底径-､器高(19 .5)㎝ 97
7 A-008 Ⅴ区下層 - Ⅶa層 縄文土器 深鉢 口縁～体 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､ LR縄文横位回転 横位隆帯貼付､ﾅﾃﾞ 口径-､底径-､器高(4 .2)㎝ 97
8 B-020 Ⅴ区下層 - Ⅶa層 弥生土器 甕 頸～体 頸：ﾖｺﾅﾃﾞ、体上半：LR縄文横位回転 ﾐｶﾞｷ 口径-､底径-､器高(7 .2)㎝ 97

9 A-012 Ⅴ区下層 - Ⅶb層 縄文土器 深鉢 口縁～体 口唇：突起貼付、隆状突起、沈線
口縁～体：沈線→ﾐｶﾞｷ(工字文) 口縁：沈線、ﾅﾃﾞ 口径-､底径-､器高(4 .7)㎝ 97

10 A-006 Ⅴ区下層 - Ⅶb層 縄文土器 浅鉢 口縁～体 口唇：沈線､口縁：沈線(工字文)､
体：LR縄文縦位回転

口縁：沈線･横位隆帯貼付
(横位直線文)､体：ﾅﾃﾞ

口径-､底径-､器高(7 .0)㎝
口縁部山形突起(1対1単位) 97

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

6 Ka-003 17街区 - Ⅵa層 剥片
石器

微細剥離痕の
ある剥片 6.0 5 .1 1 .6 34 .18 流紋岩 右側縁：微細剥離痕あり、左側縁：折れ面 97

第252図　Ⅵa層･Ⅶa層出土遺物･Ⅶb層出土遺物(1)
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A-001

A-013 A-014 A-015

B-003-1

B-003-2

0 10cm(1:3)

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位 外面調整 

(文様)
内面調整 
(文様) 備考 写真 

図版

1 A-001 Ⅴ区下層 - Ⅶb層 縄文
土器 深鉢 口縁

～体 撚糸文斜位回転 ﾐｶﾞｷ 口径(39 .0)､底径-､器高(33 .1)㎝ 98

2 A-013 Ⅴ区下層 - Ⅶb層 縄文
土器 深鉢 口縁

～体
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→沈線
体：LR縄文横位回転(横位直線文) ﾅﾃﾞ 口径-､底径-､器高(7 .9)㎝ 97

3 A-014 Ⅴ区下層 - Ⅶb層 縄文
土器 深鉢 口縁

～体
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→沈線
体：LR縄文横位回転(横位直線文) ﾐｶﾞｷ 波状口縁、外面体部に縄文押圧

口径-､底径-､器高(7 .8)㎝ 97

4 A-015 Ⅴ区下層 - Ⅶb層 縄文
土器 深鉢 体 体：LR縄文横位回転 ﾐｶﾞｷ(粗) 口径-､底径-､器高(6 .0)㎝ 98

5 B-003 Ⅴ区下層 - Ⅶb層 弥生
土器 壺 口縁

～体 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、肩：ﾐｶﾞｷ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、肩：ﾐｶﾞｷ 口径(13 .0)､底径-､器高(3 .2)㎝ 97

第253図　Ⅶb層出土遺物(2)
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B-006
B-007 A-002

A-003 A-004

A-007

A-011

A-010

西台畑遺跡4・5・7次

Ka-01

Ka-01

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-17

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-17

0 (2:3) 5cm

0 (2:3) 5cm0 10cm(1:3)

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位 外面調整 

(文様)
内面調整 
(文様) 備考 写真 

図版

1 B-006 Ⅴ区下層 - Ⅶb層 弥生
土器 鉢 口縁 沈線→ﾐｶﾞｷ(横位沈線文) ﾅﾃﾞ 口径-､底径-､器高(3 .6)㎝､

B-007と同一個体? 98

2 B-007 Ⅴ区下層 - Ⅶb層 弥生
土器 鉢 口縁 沈線→ﾐｶﾞｷ(横位沈線文) ﾐｶﾞｷ (密) 口径-､底径-､器高(3 .7)㎝､

B-006と同一個体? 98

3 A-002 Ⅴ区下層 - Ⅶb層 縄文
土器 深鉢 口縁

～体
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体上半：絡状体回転文? 口縁：横位隆帯貼付 口径-､底径-､器高(7 .2)㎝ 98

5 A-011 Ⅴ区下層 - Ⅹ層 縄文
土器 深鉢 底 体：ﾐｶﾞｷ、底：網代痕 ﾐｶﾞｷ 口径-､底径8.9､器高(3 .9)㎝ 98

6 A-003 17街区 - Ⅹb層 縄文
土器 深鉢 口縁

～体
沈線→LR縄文横位回転→沈線→ﾐｶﾞｷ 
(横位沈線文･隆沈線文)(磨消縄文) ﾐｶﾞｷ 口径-､底径-､器高(7 .7)㎝

波状口縁 98

7 A-004 17街区 - Ⅹb層 縄文
土器 深鉢 口縁

～体
突起貼付､ LR縄文横位回転(付加
条?)→沈線･隆沈線文→ﾐｶﾞｷ(密)
(亠文+横位直線文)

ﾐｶﾞｷ (密) 口径-､底径-､器高(4 .9)㎝
波状口縁 98

8 A-007 17街区 - Ⅹb層 縄文
土器 深鉢 体 LR縄文横位回転→

沈線(横位直線文) ﾐｶﾞｷ 口径-､底径-､器高(4 .5)㎝ 98

9 A-010 17街区 - Ⅹb層 縄文
土器 深鉢 底 体：LR縄文横位回転、底：網代痕 ﾐｶﾞｷ 口径-､底径(10 .6)､器高(4 .7)㎝ 98

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚
4 Kd-017 Ⅴ区下層 - Ⅶb層 石製品 不明石製品 12.4 11 .0 4 .7 380 .36 石英安山岩質凝灰岩 縁辺に二次加工あり 98

10 Ka-001 17街区 - Xb層 剥片
石器 石匙 4.0 6 .0 1 .0 13 .90 頁岩 刃部長5.9㎝、刃部：腹面から加工、

抉入部：両面から加工、両面に素材面を残す 98

第254図　Ⅶb層･Ⅹ層･Ⅹb層出土遺物
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A-005

A-009

B-008

B-004

B-014

B-009

B-015

B-013
B-018 B-019

0 10cm(1:3)

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位 外面調整 

(文様)
内面調整 
(文様) 備考 写真 

図版

1 A-005 Ⅴ区 遺構
検出面 - 縄文

土器 深鉢 口縁
突起貼付､沈線→0段多条LR横位
回転→沈線→ﾐｶﾞｷ(密)(横位沈線
文)(磨消縄文)

ﾐｶﾞｷ (密) 口径-､底径-､器高(2 .8)㎝
波状口縁 98

2 A-009 Ⅴ区 遺構
検出面 - 縄文

土器 深鉢 底 体：LR縄文横位回転、底：網代痕 ﾐｶﾞｷ 口径-､底径(10 .6)､器高(3 .9)㎝ 98

3 B-008 17街区 SI112 堆積土 弥生
土器 壺 体 沈線→ﾐｶﾞｷ(連弧文+横位直線文) ﾐｶﾞｷ (粗) 口径-､底径-､器高(3 .1)㎝ 98

4 B-004 Ⅴ区 遺構
検出面 - 弥生

土器 深鉢 口縁 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→沈線2条
(横位直線文) ﾖｺﾅﾃﾞ 口径(21 .0)㎝､底径-､器高(3 .5)㎝ 98

5 B-014 Ⅴ区 遺構
検出面 - 弥生

土器 深鉢 頸 沈線→ﾐｶﾞｷ(密)→沈線内赤彩
(横位直線文+沈線区画) ﾐｶﾞｷ (密) 口径-､底径-､器高(3 .8)㎝ 98

6 B-009 Ⅴ区 遺構
検出面 Ⅳ層 弥生

土器 鉢 口縁
口唇：撚り糸縄文縦位回転､
口縁：沈線→撚り糸縄文縦位回転→
沈線→ﾐｶﾞｷ(沈線区画+横位直線
文)(磨消縄文)

ﾐｶﾞｷ 口径-､底径-､器高(3 .5)㎝ 98

7 B-015 17街区 SI120 堆積土 弥生
土器 鉢 体 LR縄文横位回転→沈線→ﾐｶﾞｷ(横

位直線文+連孤文) ﾐｶﾞｷ (粗) 口径-､底径-､器高(3 .4)㎝ 98

8 B-013 Ⅴ区 遺構
検出面 - 弥生

土器 鉢 口縁 沈線→ﾐｶﾞｷ(横位直線文) ﾐｶﾞｷ 口径-､底径-､器高(2 .8)㎝ 98

9 B-018 Ⅴ区 遺構
検出面 - 弥生

土器 甕 頸～体
頸：ﾖｺﾅﾃﾞ、体上半：LR縄文横位回転
体上端：列点刺突(押し引き：右→
左)

ﾐｶﾞｷ (密) 口径-､底径-､器高(3 .4)㎝ 98

10 B-019 Ⅴ区 遺構
検出面 - 弥生

土器 甕 頸～体
頸：ﾖｺﾅﾃﾞ、体上半：LR縄文横位回転
体上端：列点刺突(押し引き：右→
左)

ﾐｶﾞｷ (密) 口径-､底径-､器高(3 .1)㎝ 98

第255図　層位不明出土遺物
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第6章　総括

　仙台市あすと長町土地区画整理事業に伴う発掘調査は、主に都市計画道路部分を対象に平成10年度( 1998)から開

始した。これまでに、西台畑遺跡では平成10 ～ 13･ 17･ 19･ 24年度( 1998 ～ 2001･ 2005･ 2007･ 2012)、本遺

跡の東に隣接する郡山遺跡では平成13･ 16 ～ 18･ 20 ～ 22年度( 2001･ 2004 ～ 2006･ 2005･ 2007)、南西に隣

接する長町駅東遺跡では平成13 ～ 22年度(2001 ～ 2010)に発掘調査が行われている。

　西台畑遺跡の調査では、これまで総数200軒程の竪穴住居跡が確認されている。平成10年度に行われた第1次調

査において、郡山Ⅱ期官衙外郭大溝のさらに外側に配置された溝(郡山Ⅱ期官衙外溝)が初めて確認された。また、そ

の周辺からは郡山官衙期と同時期あるいは前後する時期の竪穴住居跡が多数確認され、郡山官衙造営時を含めて官衙

域西側の様相を検討するうえでの良好な資料となっている。このほか、弥生時代中期の遺物包含層や墓域に加え、今

回報告する第5次･第7次調査では水田跡が確認された。また、縄文時代後期～晩期の遺物包含層も確認されるなど、

昭和32( 1957)年の遺跡発見から半世紀以上が過ぎ、遺跡の内容について新たな知見が得られている(仙台市教委

2010b･2011)。

　郡山遺跡の調査では、平成13年度( 2001)に行われた第144次調査において、Ⅰ期官衙に関連すると考えられる溝

跡が確認されている(仙台市教委2010a)ほか、平成16･ 17年度( 2004･ 2005)に行われた第167次調査では、Ⅱ期

官衙外溝の北西コーナー部および北辺が検出され、同時期に国庫補助により行われた第166次調査で検出された東辺

とともに、これまで南辺と西辺(本遺跡SD 31溝跡)で確認されていた外溝は、官衙の四辺に存在していることが明らか

になっている(仙台市教委2005ほか)。

　長町駅東遺跡の調査では、300軒以上もの竪穴住居跡を始め、集落を区画する大規模な溝跡や材木列、これに先行

して造られた一本柱列のほか、弥生時代中期中葉に形成された居住域(竪穴住居跡)･生産域(水田跡)･墓域(土器棺墓

･土壙墓)がセットで確認されている(仙台市教委2007･2008a･2008c･2009)。

　調査開始から15年が経過した現在、郡山遺跡Ⅰ期官衙･Ⅱ期官衙、弥生時代の遺構･遺物をはじめとし、縄文時代

から近世に至るまでの遺構･遺物が多数確認されており、その膨大な量の資料とともに重要な成果が蓄積されてきてい

る状況にある。今後は、その資料を用いた遺跡単位での検討はもちろんのこと、郡山低地東側を含む広瀬川および名

取川下流域、ならびに仙台平野を対象とした広域的かつ通史的な様相について検討していく必要がある。

　このような現状を踏まえ、本章では、西台畑遺跡Ⅴ区および17街区から出土した遺物を基に今次調査区における通

史的な時期区分を行ったのち、その時期区分に沿って検出遺構を整理し、まとめとした。

第1節　出土遺物(第256 ～ 266図)

　今次調査では、縄文時代後期から古代･近世の遺物が出土している。遺物の時期は、仙台平野における土器編

年やこれまでの先行研究(一迫町教育委員会1985･ 1998、国士舘大学考古学会篇2009、小林2008、仙台市教

委1994･ 2005･ 2010ｃ、仙台市史編さん委員会1995、須藤1998、石川2005、斎野2008、長島2009、福田

2010a･b、藤沼･関根2008、宮城県教委1981、山内1979ほか)と、第3次調査の報告を基本とし、今回新たに確

認された古墳時代前期を含めると、大別8期、細別18期に区分される。このうち、6 ～ 8期の遺物は、今次調査では

図化できない小片が数点出土したのみである。

　以下、本節では、まとまって遺物が出土した1 ～ 5期の遺物について報告する。

西台畑遺跡4・5・7次P255～341-二.indd   308 2013/03/08   21:47:15



時期区分
時代･時期 土器型式 

産地
土地利用 

(自然堤防)

西台畑 
第1･2次 

(第359集)

西台畑 
第3次 

(第388集)大別 細別

1期

a
ⅰ

縄文時代

後期
中葉 宝ヶ峯式

包含地

-

変更なし

ⅱ 後葉 金剛寺式(瘤付土器)

b

ⅰ

晩期

初頭～前葉 大洞B1、B2、B-C式

ⅱ 中葉 大洞C1、C2式

ⅲ 後葉 大洞A1、A2式

ⅳ 末葉 大洞A’式

2期

a -

弥生時代 中期

前葉 寺下囲式並行

b - 中葉(古段階) 桝形式 生産域 
(水田跡)c - 中葉(中段階) 中在家南式

3期 - -

古墳時代

前期 後葉 塩釜式

居住域

-

4期
a - 後期 - 住社式(新) 3a期

b - 終末期 - 栗囲式 1期 3b期

5期

a - 終末期 - +
官衙の区画施設 

居住域

2期 4a期

b
ⅰ 終末期 - + 3期 4bⅰ期

ⅱ 奈良時代 国分寺下層式 4期 4bⅱ期

6期 - - 平安時代 表杉ノ入式
居住域

-

5期

7期 - - 中世 常滑･白石窯(系)　他 6期

8期 - - 近世 堤･大堀相馬　他 散布地 7期

西台畑遺跡第4･5･7次調査　時期区分表
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1 .1期：縄文時代晩期の遺物(第256図)

　基本層Ⅳ･Ⅶ･Ⅹ層から出土した土器のうち、型式学的特徴から縄文時代後期～晩期に位置付けられるものを第256

図に示した。出土した遺物は、数量的に少なく、大半が破片資料のため、細別できないものも多いが、概ね晩期( 1b

期)に位置付けられると考えられる。1b期の中でさらに細別が可能な遺物も少量ではあるが出土しており、以下では細

別可能なものは細別時期ごとに報告し、そのほかについては1b期としてまとめて報告する。

(1 )1bⅰ期：縄文時代晩期初頭～前葉

　17街区下層調査Ⅹb層から出土した深鉢2点(A- 003･ 004)がある。ともに深鉢の口縁部～体部上半資料である。

緩やかに内湾する体部からわずかに外傾する口縁部にいたる器形を呈し、口縁部は波状を呈する。装飾文様は、三叉

文が施される。

　このような特徴から、これらは大洞B1 ～ B2式に位置付けられる。

(2 )1bⅳ期：縄文時代晩期末葉

　Ⅴ区下層調査Ⅶb層から出土した浅鉢(A- 006)と深鉢(A- 012)がある。A- 006は口唇部に山形突起、A- 012は口

唇部に突起、口縁端部に隆状突起を有する。外面には、工字文が施され、内面にはA- 006は横位隆帯と横位直線文、

A-012は横位直線文が施される。

　このような特徴から、これらは大洞A式に位置付けられる。

(3 )1b期：縄文時代晩期

　いずれも深鉢で、Ⅴ区下層調査Ⅶa･b層から6点、17街区下層調査Ⅹb層から3点、出土層位不明が2点である。

A- 001を除き破片資料のため細別時期は明確ではないが、A- 002･ 008 ～ 010は後期～晩期、A- 011は後期末葉～

晩期、A- 005･ 007･ 013 ～ 015は晩期に位置付けられる。このうち、全体の器形が復元できるA- 001は、砲弾形に

内湾する体部から内傾する口縁部にいたる器形を呈し、外面は撚糸文が回転施文される。
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第〓図　下層調査区出土縄文土器集成
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(4 )石器

　基本層Ⅳ層･Ⅵa層･Ⅶ層･Ⅹ層から出土した石器のうち縄文時代に属すると考えられる石器はⅩb層から出土した石

匙(Ka-001)1点のみである。その他、流紋岩や頁岩を使用した剥片が出土したが、帰属時期は不明である。

2 .2期：弥生時代中期の遺物(第257図)

　基本層Ⅳ層･Ⅵa層･Ⅶ層から出土した土器のうち型式学的特徴から弥生時代中期に位置付けられるものを第257図

に示した。出土した土器のうち全体の器形がわかるものは浅鉢(B- 001) 1点のみで、他は全て破片資料であり、細別時

期に分類できるものはB- 001を含め数点しかなく、多くは細別が不可能である。ここでは、2期(弥生時代中期)の土器

としてまとめて報告する。

(1 )2期：弥生時代中期の土器

　上記の通り全体の器形がわかるものは、17街区下層調査Ⅵa層から出土した浅鉢(B- 001)のみである。B- 001は、

底部は平底で、緩やかに内湾する体部からわずかに内傾する口縁部にいたる器形を呈する。最大径は体部上半に持ち、

体部上半から口縁部に横位直線文と連弧文が施され、並行する沈線内にはLR縄文が充填される。時期は、弥生時代

中期前葉～中葉に位置付けられる。同時期に比定されるものとして、同じく17街区Ⅵa層から出土した鉢(B- 016)、Ⅳ

層遺構堆積土･検出面から出土した壺(B- 008)、深鉢(B- 004)、鉢(B- 009･ 013･ 015)がある。このうち、B- 016は

外面に横位直線文･連続山形文、B- 008･ 015は外面に横位直線文･連弧文が施される。B- 009は、外面に沈線区画

と横位直線文が施され、区画内には磨消縄文手法が用いられ、口唇部には植物茎回転文が施される。B- 004は、外

面ヨコナデのち横位直線文が施され、頸部下半に明瞭な段を持つ。

　鉢(B- 006･ 007)は、内湾する体部から内傾する口縁部にいたる器形を呈し、口縁部外面に横位直線文が施される。

　深鉢(B- 014)は、頸部に横位直線文と沈線区画が施され、沈線内には赤彩が残る。B- 006･ 007は弥生時代中期前

葉、B-014は弥生時代中期中葉に位置付けられる。

　このほかの、壺(B-003)、甕(B-002･ 010･ 017 ～ 020)に関しては、出土層位やB-017 ～ 019には列点刺突文が

施されるなどの特徴などから弥生時代中期に位置付けられる。

(2 )石器

　基本層Ⅳ層･Ⅵa層･Ⅶ層から出土した石器のうち、弥生時代に属すると判断しうる遺物は出土していない。

3 .3期：古墳時代前期の土器(第258図)

　17街区Ⅳ層上面から古墳時代前期と考えられる竪穴住居跡を3軒(SI 105･ 122･ 124)検出した。本項では、竪穴

住居跡出土遺物について概要を報告する。対象となる遺物は、高坏1点･器台1点･壺7点･鉢1点･甕5点で、このう

ち床面直上および床面施設底面からは壺5点･甕3点が出土している。

　高坏は、坏部は欠損しており、脚部は直線的に外傾する。器台は、受け部･台部とも緩やかに内湾して開き、口径

と底径がほぼ等しい器形を呈する。壺の口縁部は、C- 244は外傾し、端部は緩やかに内湾する。C- 243は、頸部は

緩やかに外傾し、口縁端部は屈曲し受け口状となる。C- 309は、二重口縁で口縁部は大きく外反し内面に赤彩が残る。

C- 245･ 316の体部は球形を呈し、最大径は中位に持つ。調整は、口縁部はヨコナデないしヘラミガキ、体部外面は

ヘラミガキが施される。鉢は、球形の体部から短く外傾する口縁部にいたる器形を呈する。底部は突出し、底部外面に
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C-316
(床面直上)

C-314
(P2底面)

C-315
(床面直上)

C-312
(P2堆積土中層)

C-313
(P2堆積土)

C-311
(P1堆積土)

C-310
(P２堆積土)

C-309
(SK1堆積土)

C-245
(床面直上)

C-244
(床面直上)

C-243
(住居堆積土)

C-242
(住居堆積土)

C-241
(床面直上)

C-240
(床面直上)

C-239
(床面頂上)

3 期

SI122(17 街区 )出土土器

( 時期決定基準資料 :左 3点 )

SI105(17 街区 )出土土器

( 時期決定基準資料 :左 5点 )

第〓図　3期竪穴住居跡出土土器集成

0 (1:6) 20cm0 (1:6) 20cm

第258図　3期竪穴住居跡土器集成
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は周縁に粘土が貼り付けられる。甕は、球形の胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は、い

ずれも中位に持つ。調整は、口縁部ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデを基調とし、胴部外面はハケメ

のち全面ヘラケズリ(C-241)、下半ヘラケズリ(C-313･315)、一部ヘラナデ(C-314)が施される。

　これらの出土遺物は、器形や調整等の特徴から古墳時代前期後葉に位置付けられると考えられる。

4 .4 ～ 5期：古墳時代後期～奈良時代の土器(第259 ～ 266図)

　基本層Ⅳ層上面にて検出した竪穴住居跡から出土した遺物の中には、床面直上およびカマド構築土や床面施設から

出土した、竪穴住居跡に伴うと考えられる土師器や須恵器がある。これらの土器は、その器形や調整等の特徴から、

住社式期(新段階)の土器群、栗囲式期の土器群、栗囲式期に後続し国分寺下層式期に先行する土器群、国分寺下層

式期の土器群に区別される。
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　本書では、第3次調査の時期区分を基本とし、今回新たに確認した古墳時代前期の土器群を3期として追加した。

それに伴い、住社式期(新段階)から栗囲式期を4期、栗囲式期に後続して国分寺下層式期に先行する時期と国分寺下

層式期を5期とした。　

　4期･ 5期の細別については第3次調査を踏襲し、4期は住社式期新段階( 4a期)と栗囲式期( 4b期)に細別し、5期

は郡山Ⅰ期官衙期(5a期)と郡山Ⅱ期官衙期(5bⅰ期)、国分寺下層式期(5bⅱ期)に細別した。

　4期･ 5期における時期区分および年代の対応関係は、次のようになる。第1･ 2次、第3次調査時期区分との対応

は309ページの時期区分表を参照されたい。

4a期：住社式期(新段階)………………………………………古墳時代後期(6世紀末葉)

4b期：栗囲式期   ………………………………………………古墳時代終末期(7世紀初頭～前葉)

5a期：郡山Ⅰ期官衙期   ………………………………………古墳時代終末期(7世紀中葉～後葉)

5bⅰ期：郡山Ⅱ期官衙期 ………………………………………古墳時代終末期(7世紀末葉～ 8世紀初頭)

5bⅱ期：国分寺下層式期………………………………………奈良時代(8世紀前葉)

なお、｢栗囲式期｣の時期、4 ～ 5期の時代名称、｢関東系土師器｣の名称については、第3次調査の報告に準じている

(仙台市史編さん委員会1995、仙台市教委2010b･2011)。

(1 )4a期：住社式期新段階の土器(第259 ～ 261図)

　SI73竪穴住居跡、SI81竪穴住居跡の床面直上およびカマド構築土、床面施設から出土した土器を基準資料とする。

　この時期は、鬼高系土師器(南小泉型関東系土器)の特徴を有する坏を伴い、住社式の特徴を有する土師器坏はわ

ずかに共伴する程度である。土師器甕は、胴部の最大形を中位に持つ長胴と大型の球胴がみられ、口縁部と胴部の境

は段を持たないものと、弱い段を持つものが認められる。土師器甑は、一定量伴う。須恵器については、SI 81住居堆

積土から瓶類の体部が出土しているが、住居に伴うものはない。

　床面直上およびカマド構築土から出土した土師器坏は5点で、そのうちのC- 020(SI 73竪穴住居跡)は、鬼高系土師

器(南小泉型関東系土器)の特徴を有する。このほかには、扁平な体部から内傾する口縁部にいたるC- 092 (SI 81竪穴

住居跡)、半球形の体部から短く直立する口縁部にいたるC- 089(SI 81竪穴住居跡)や、扁平な体部から外反する口縁

部にいたるC- 023( SI 73竪穴住居跡)、内湾する体部から内傾する口縁部にいたるC- 095(SI 81竪穴住居跡)がみられ

る。これらの口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持ち、C-092は内面、C-095は内外面が黒色処理される。

　土師器高坏は、C- 024 (SI 73竪穴住居跡)、 C- 101･ 102(SI 81竪穴住居跡)の3点が出土している。いずれも脚部

資料で、坏部の形状は不明である。脚部は柱状中空、柱状半中実で、裾部は大きく外反･外傾すると推定される。

　土師器鉢は、C-026(SI73竪穴住居跡)が1点出土している。内湾する胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈し、

口縁部と胴部の境は段を持つ。胴部の最大径は上位に持つ。

　土師器甕は、球胴と長胴があり、球胴のものはいずれも大型である。球胴･長胴とも胴部の膨らみは大きく、最大径

は中位に持つのを基本とし、長胴のものにはC- 035(SI 73竪穴住居跡)のように上位に持つものがみられる。口縁部は

外傾するものを基調とし、C- 029(SI 73竪穴住居跡)のように傾きが小さいものもみられる。口縁部と胴部の境は、球胴

では弱い段･稜を持ち、長胴では段を持たないものと弱い段を持つものがある。外面調整は、ヘラケズリを基調とする。

　土師器甑は、C- 034(SI 73竪穴住居跡)が1点出土している。底部は単孔式で、胴部は内湾して立ち上がり、最大径

は中位に持つ。調整は、胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデのち一部にヘラミガキが施される。
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　このほかにSI 121からも、上述した特徴を有する土師器甕と甑が出土している。しかしながら、土師器坏を伴わない

ことから細別時期は明確ではなく、時期幅を持たせて4a ～ 4b期とした。

(2 )4b期：栗囲式期の土器

　今次調査では、明確にこの時期に帰属する竪穴住居跡は検出されていない。SI 121が該当する可能性があるが、指

標となる土師器坏を伴わないため4a ～ 4b期としている。

(3 )5a期：郡山Ⅰ期官衙期の土器(第261 ～ 264図)

　SI 76竪穴住居跡、SI 78竪穴住居跡、SI 80竪穴住居跡、SI 84竪穴住居跡、SI 86竪穴住居跡、SI 90竪穴住居跡、

SI 111竪穴住居跡、SI 113竪穴住居跡、SI 120竪穴住居跡の床面直上、カマド構築土および床面施設から出土した土

器を基準資料とする。この時期は、栗囲式に後続する土師器が主体となり、これに須恵器が少量共伴する点を特徴とす

る。しかしながら、今次調査で竪穴住居跡に伴って出土した須恵器はSI 80床面直上から出土した須恵器甕1点のみで

あり全体の傾向については不明な点が多い。また、北武蔵型土師器(清水型関東系土器)を少量伴う点もこの時期の特

徴であるが、今次調査では時期決定の基準資料となるような、竪穴住居跡の床面直上ないし床面施設からの出土は認

められなかった。

　土師器坏は、底部の形態が平底状の丸底を呈するようになる。体部は、扁平のものが多くなり、C-076(SI80竪穴住

居跡)･C-131(SI86竪穴住居跡)･C-297(SI120竪穴住居跡)のように見込みの深い器形が一定量みられる。口縁部は、

外傾するものがほとんどで、C- 130(SI 86竪穴住居跡)のみ外反する。口縁部と体部の境は、外面は段を持つが不明瞭

になり、内面は段･稜を持たない器形が増加する。また、小型のC- 069(SI 78竪穴住居跡)、大型のC- 131のように法

量の分化がみられるようになる。

　土師器高坏は、C-050(SI76竪穴住居跡)･C-276(SI113竪穴住居跡)の2点が床面直上から出土している。坏部は、

口縁部と体部の境は稜を持ち、口縁部は外傾する。脚部は中空で、脚高はやや低く、強く外傾して開く。C- 050は長

方形の透かしを2窓持つ。

　土師器壺は、C- 155(SI 90竪穴住居跡)が1点出土している。球形の体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する

小型の土師器壺である。口径と体部の最大径はほぼ等しく、体部の最大径は中位に持つ。

　土師器鉢は、4a期と同様なC- 085(SI 80竪穴住居跡)･C- 134(SI 86竪穴住居跡)の器形に加え、C- 054(SI 76竪穴

住居跡)･C- 077(SI 80竪穴住居跡)のような半球形の体部を持つ器形がみられるようになる。C- 054･ 077は器厚が薄

く、他の器形の鉢に比べ非常に軽量である。調整は、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施され、内面は黒色処

理される。

　土師器甕は、球胴と長胴があり、ともに小型の器形が増える。胴部の最大径は中位に持つものが大半だが、胴部の

膨らみは4a期に比べて小さくなる。口縁部と胴部の境は、不明瞭な段ないし稜を持ち、口縁部はC- 124(SI 84竪穴住

居跡)のように短く外傾･外反する器形が増える。外面調整は、ハケメないしヘラナデのち下半ヘラケズリのものと全面

ヘラケズリが施されるものがある。

　土師器甑は、C- 135(SI 86竪穴住居跡)が1点出土している。底部は単孔式で、胴部は直線的に外傾して開く器形を

呈する。調整は、胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデが施される。

　須恵器は、大型の甕の胴部～底部のE- 010 (SI 80竪穴住居跡)が出土している。底部は丸底で、胴部は球形と推定

される。調整は、外面平行タタキ目、内面青海波文が観察される。
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第〓図　4～ 5期竪穴住居跡出土土器集成 (1)

4a 期

SI73(Ⅴ区 )出土土器

( 時期決定基準資料 :上半 15 点 )

0 (1:6) 20cm

C-021
(掘り方堆積土)

C-036
(床面直上)

C-035
(カマド構築土)

C-034
(カマド袖構築土)

C-033
(カマド燃焼部底面)

C-032
(カマド燃焼部底面)

C-031
(カマド燃焼部底面)

C-030
(カマド構築土)

C-029
(床面直上)

C-028
(カマド燃焼部底面)

C-026
(カマド袖構築土)

C-025
(掘り方堆積土)

C-024
(床面直上)

C-023
(カマド袖構築土)

C-022
(掘り方堆積土)

C-020
(カマド構築土)

C-027
(床面直上)

C-037
(カマド袖構築土)

0 (1:6) 20cm
第259図　4～ 5期竪穴住居跡土器集成(1)
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第〓図　4～ 5期竪穴住居跡出土土器集成 (2)

0 (1:6) 20cm

4a 期

SI81(Ⅴ区 )出土土器

( 時期決定基準資料 :上半 14 点 )

E-011
(住居堆積土)

C-114
(床面直上)C-105

(床面直上)

C-100
(カマド堆積土)

C-096
(住居堆積土)

C-095
(床面直上)

C-098
(住居堆積土)

C-099
(間仕切り溝堆積土)

C-102
(床面直上)

C-092
(床面直上)

C-097
(住居堆積土)

C-101
(床面直上)

C-103
(床面直上)

C-094
(P4堆積土)

C-104
(住居堆積土)

C-093
(住居堆積土)

C-106
(床面直上)

C-107
(住居堆積土)

C-110
(P3堆積土)

C-091
(住居堆積土)

C-112
(P2堆積土)

C-113
(住居堆積土)

C-090
(住居堆積土)

C-089
(カマド堆積土)

E-012
(住居堆積土)

C-108
(床面直上)

C-111
(P4堆積土)

C-109
(P4堆積土)

C-376
(床面直上)

0 (1:6) 20cm
第260図　4～ 5期竪穴住居跡土器集成(2)
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4a ～ b 期

SI76(Ⅴ区 )出土土器

( 時期決定基準資料 :上半 6点 )

SI121(17 街区 )出土土器

( 時期決定基準資料 :上半 5点 )

第〓図　4～ 5期竪穴住居跡出土土器集成 (3)

5a 期

0 (1:6) 20cm

C-308
(床面直上)

C-307
(床面直上)

C-306
(床面直上)

C-305
(床面直上)

C-304
(SK2堆積土)

C-303
(床面直上)

C-302
(住居堆積土下層)

C-301
(住居堆積土下層)

C-300
(住居堆積土下層) 

C-299
(SK2堆積土)

C-059
(床面直上)

C-052
(住居堆積土)

C-051
(住居堆積土)

C-054
(床面直上)

C-050
(床面直上)

C-056
(床面施設)　　　　　　　　　　　　　
　

C-048
(住居堆積土)

C-055
(床面直上)

C-057
(住居堆積土)

C-047
(床面直上)

C-045
(住居堆積土)

C-043
(住居堆積土)

C-058
(住居堆積土)

E-004
(住居堆積土)

C-053
(住居堆積土)

C-060
(カマド構築土)

C-044
(掘り方堆積土)

C-049
(掘り方堆積土)

C-046
(掘り方堆積土)

0 (1:6) 20cm
第261図　4～ 5期竪穴住居跡土器集成(3)
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5a 期

SI86(Ⅴ区 )出土土器

( 時期決定基準資料 :すべて )

SI84(Ⅴ区 )出土土器

( 時期決定基準資料 :左 2点 )

SI80(Ⅴ区 )出土土器

( 時期決定基準資料 :上半 5点 )

SI78(Ⅴ区 )出土土器

( 時期決定基準資料 :左 3点 )

第〓図　4～ 5期竪穴住居跡出土土器集成 (4)

0 (1:6) 20cm

C-072
(床面直上)

C-071
(床面直上)

C-070
(P7堆積土)

C-069
(床面直上)

C-080
(住居堆積土)

C-082
(住居堆積土)

C-079
(住居堆積土)

C-086
(P13堆積土)

C-085
(P2底面)

C-078
(P2堆積土)

C-077
(床面直上)

C-076
(床面直上)

C-075
(SK1堆積土)

C-084
(床面直上)

C-083
(掘り方堆積土)

E-009
(住居堆積土)

E-008
(住居堆積土)

E-007
(P7堆積土)

E-010
(床面直上)

E-017
(住居堆積土)

C-123
(掘り方堆積土)

C-122
(床面直上)

C-121
(住居堆積土)

C-124
(床面直上)

C-135
(カマド西袖
構築土)

C-134
(カマド西袖
構築土)

C-133
(カマド
燃焼部底面)

C-131
(カマド西袖構築土)

C-130
(カマド燃焼部底面)

C-129
(床面直上)

0 (1:6) 20cm
第262図　4～ 5期竪穴住居跡土器集成(4)
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5a 期

SI113(17 街区 )出土土器

( 時期決定基準資料 :左 3点 )

SI111(17 街区 )出土土器

( 時期決定基準資料 :上半 6点 )

SI90(Ⅴ区 )出土土器

( 時期決定基準資料 :すべて )

第〓図　4～ 5期竪穴住居跡出土土器集成 (5)

0 S=1/6 20cm

C-143
(床面直上)

C-155
(床面直上)

C-156
(床面直上)

C-267
(住居堆積土中層)

C-266
(住居堆積土中層)

C-265
(床面直上)

C-268
(カマド袖構築土)

C-273
(床面直上)

C-270
(住居堆積土中層)

C-269
(住居堆積土中層)

C-271
(床面直上)

C-272
(住居堆積土中層)

C-264
(掘り方堆積土)

C-263
(床面直上)

C-262
(住居堆積土下層)

C-274
(床面直上)

E-078
(住居堆積土下層)

E-080
(住居堆積土中層)

E-079
(住居堆積土中層)　

E-082
(住居堆積土上層)

E-081
(住居堆積土上層)

C-377
(住居堆積土下層)

C-279
(SK1堆積土下層)

C-278
(SK1堆積土下層)

C-277
(カマド
堆積土下層)

C-276
(床面直上)

C-275
(住居堆積土
下層)

E-084
(煙道部
堆積土下層)

E-083
(住居堆積土下層)　

0 (1:6) 20cm
第263図　4～ 5期竪穴住居跡土器集成(5)
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5b 期

SI104(17 街区 )出土土器 (5bⅰ期 )

( 時期決定基準資料 :左 4点 )

SI87(Ⅴ区 )出土土器 (5bⅰ期 )

( 時期決定基準資料 :左 8点 )

5a 期

SI120(17 街区 )出土土器

( 時期決定基準資料 :左 2点 )

第〓図　4～ 5期竪穴住居跡出土土器集成 (6)

0 S=1/6 20cm

E-093
(住居堆積土)

C-297
(カマド1燃焼部底面)

C-296
(カマド2堆積土)

C-295
(住居堆積土)

C-298
(床面直上)

C-136
(床面直上)

C-142
(床面直上)

C-141
(SK1堆積土)

C-140
(床面直上)

C-145
(床面直上)

E-023
(住居堆積土)

E-022
(床面直上)

E-021
(床面直上)

E-020
(住居堆積土)

E-024
(床面直上)

C-139
(床面直上)

C-238
(床面直上)

C-237
(床面直上)

C-235
(床面直上)

C-233
(SK2堆積土)

C-236
(床面直上)

C-234
(SK1堆積土)

0 (1:6) 20cm
第264図　4～ 5期竪穴住居跡土器集成(6)
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C-119-2
(床面直上)

C-119-1
(床面直上)

C-117・118
(床面直上)

C-116
(床面直上)

C-115
(床面直上)

E-015
(床面直上)

E-014
(住居堆積土)

E-013
(カマド堆積土)

E-016
(床面直上)

C-120
(床面直上)

C-041
(カマド堆積土)

C-040
(床面直上)

C-039
(カマド袖構築土)

C-231
(床面直上)

D-003
(住居堆積土下層)

E-074
(住居堆積土下層)

E-076
(住居堆積土中層)

E-077
(住居堆積土上層)

E-075
(住居堆積土上層)

E-073
(カマド燃焼部底面)

E-072
(床面直上)

E-071
(住居堆積土下層)

E-070
(床面直上)

C-260
(住居堆積土上層)

C-259
(床面直上)

C-258
(住居堆積土下層)

C-257
(住居堆積土上層)

C-256
(住居堆積土中層)

C-255
(住居堆積土下層)

5b 期

SI110(17 街区 )出土土器 (5bⅱ期 )

( 時期決定基準資料 :左 4点 )

SI102(17 街区 )出土土器 (5bⅱ期 ) 

( 時期決定基準資料 :すべて )

SI82(Ⅴ区 )出土土器 (5bⅱ期 ) 

( 時期決定基準資料 :左 8点 )

SI75(Ⅴ区 )出土土器 (5bⅱ期 ) 

( 時期決定基準資料 :左 2点 )

第〓図　4～ 5期竪穴住居跡出土土器集成 (7)

0 S=1/6 20cm

0 (1:6) 20cm
第265図　4～ 5期竪穴住居跡土器集成(7)
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5b 期

SI109(17 街区 )出土土器 (5bⅱ期 )

( 時期決定基準資料 :上半 1点 )

第〓図　4～ 5期竪穴住居跡出土土器集成 (8)
0 S=1/6 20cm

C-250
(住居堆積土下層)

E-067
(住居堆積土中層)

E-066
(床面直上)

E-065
(カマド堆積土)

E-064
(カマド堆積土)

E-069
(住居堆積土上層)

E-068
(P1堆積土)

C-251
(掘り方堆積土)

C-249
(住居堆積土下層)

C-248
(住居堆積土中層)

C-247
(住居堆積土中層)

C-252
(住居堆積土下層)

C-253
(住居堆積土下層)

C-254
(掘り方堆積土)

0 (1:6) 20cm

第266図　4～ 5期竪穴住居跡土器集成(8)
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(4 )5b期：郡山Ⅱ期官衙期の土器(第264 ～ 266図)

　5bⅰ期はSI 87竪穴住居跡、SI 104竪穴住居跡、5bⅱ期はSI 75竪穴住居跡、SI 82竪穴住居跡、SI 102竪穴住居

跡、SI 110竪穴住居跡、SI 109竪穴住居跡の床面直上、カマド構築土およびカマド燃焼部底面から出土した土器を基

準資料とする。この時期は、土師器坏は出土量が少なく明確ではないが、土師器甕は法量の分化が前段階から引き続

き認められ、5a期に比べて須恵器の出土量および共伴率が増加することを特徴とする。

　土師器坏は、床面直上から出土したものは少ないが、C- 136･ 139(SI 87竪穴住居跡)のような底部が平底状の丸底

で、器高に対して口径が大きい器形や、C- 231(SI 102竪穴住居跡)･C- 259(SI 110竪穴住居跡)のように明瞭な平底

を呈する器形がみられるようになる。前者は5bⅰ期、後者は5bⅱ期の特徴を示す。

　土師器甕は、5a期から続き球胴と長胴がある。球胴は中型が主体となり、大型はみられなくなる。長胴は、法量の

分化がより明確になり、大型(C-116･SI82竪穴住居跡、C-140･SI87竪穴住居跡)、中型(C-115･SI82竪穴住居跡)、

小型(C-117･118･SI82竪穴住居跡)のものが一定量みられるようになる。胴部の最大径は、上位に持つものが増える。

口縁部と胴部の境は、段を持つものが減少し、段･稜を持たないものが増加する。口縁部は、C- 237･ 238(SI 104竪

穴住居跡)のように短く外傾･外反するものと、C-116･119(SI82竪穴住居跡)･C-140(SI87竪穴住居跡)のように頸部

で強く屈曲し、水平に近い角度に外傾するものがみられる。外面調整は、ハケメないしヘラケズリを基調とし、下半に

ヘラケズリ･ヘラナデが施されるものもある。
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　土師器甑は、C- 145(SI 87竪穴住居跡)が1点出土している。底部は単孔式で、胴部は内湾して立ち上がり、最大径

は上位に持つ。調整は、胴部外面ヘラケズリのちヘラミガキ、内面ヘラナデが施される。

　須恵器は、SI 82竪穴住居跡、SI 87竪穴住居跡、SI 109竪穴住居跡、SI 110竪穴住居跡の床面直上およびカマ

ド燃焼部底面から総数9点出土している。器種はいずれも坏で、口縁部と体部の境に段を持ち口縁部は外傾する

E- 070(SI 110竪穴住居跡)と高台付坏のE- 024(SI 87竪穴住居跡)を除き、平底の底部から直線的に外傾して口縁部

にいたる器形を呈する。底部切り離し技法は、いずれも回転ヘラ切りである。なお、E- 020(SI 87竪穴住居跡堆積土出

土)は、今次調査で確認された唯一底部切り離し技法が静止糸切りの個体である。

　また、住居に伴うものではないが、本時期の竪穴住居跡堆積土からは、蓋･坏･瓶･鉢･円面硯などの多様な器種が

出土している。

第2節　検出遺構(第267 ～ 270図)

　本節では、今次調査で検出された遺構群について、前節に記載した出土遺物による時期区分に沿って記載する。

1 .1 ～ 2期：縄文時代後期～弥生時代中期

　17街区下層調査Ⅹb層から検出した土坑3基とⅤ区下層調査･17街区下層調査Ⅵa’層から検出した水田跡が該当する。

　土坑は、上端径51 ～ 171㎝、深さ12 ～ 48㎝を測る。遺物は出土していないが、基本層Ⅹb層からは1aⅱ期～

1bⅰ期(縄文時代後期末葉～晩期前葉)の土器が出土していることから本土坑も同時期に属すると考えられる。

　水田跡は、Ⅴ区下層調査と17街区下層調査を合わせて、水田区画を6区画、畦畔を5条検出した。水田区画、畦

畔とも調査区外へかかり完結するものはないが、検出した範囲の規模は、最大で水田区画は長さ909㎝、畦畔は長さ

13. 7m、上端幅176㎝、下端幅248㎝、高さ8㎝を測る。水田耕作土の層厚は6 ～ 10㎝を測り、下面は起伏する。

遺物は、耕作土中から土器の破片が極少量出土しているのみで時期は不明だが、17街区下層調査西半の非耕作域で

あるⅥa層から2a期～ 2b期(弥生時代中期前葉～中葉)の土器が出土しており、本水田跡も同時期に属すると考えられる。

　また、17街区下層調査西半のⅥa層上面で炭化物範囲を5 ヶ所検出した。平面形状は不整形･楕円形を呈し、規模

は長さ44 ～ 228㎝、幅24 ～ 94㎝、深さ4 ～ 29㎝を測る。堆積土中には、炭化物粒･炭化材･焼土を含む。遺物

は出土していないが、水田跡と同時期と考えられる。

2 .3期：古墳時代前期

　17街区Ⅳ層上面でSI 105、SI 122、SI 124の3軒を検出した。SI 105･ 122は床面直上出土遺物から、SI 124は重

複関係から時期を判断している。平面形状は方形ないし長方形と推定され、軸方向は西に振れるSI 122･ 124と東に

振れるSI 105に分かれる。このうち、SI 122では地床炉を検出している。また、17街区東半のSI 125は、遺物は出土

していないが、4a期と考えられるSI 113より古く、地床炉の可能性のある被熱範囲を検出していることから古墳時代前

期に遡る可能性がある。

　これら古墳時代前期の竪穴住居跡は、検出した軒数が3軒と少なく、個々の住居は重複遺構や撹乱により失われてい

る範囲が多く、平面形状や規模などから規則性を窺うことは出来ないが、西台畑遺跡において古墳時代前期の居住域

が形成されていたことが初めて確認された。

西台畑遺跡4・5・7次P255～341_初.indd   324 2013/03/02   21:50:31



325

3 .4 ～ 5期：古墳時代後期～奈良時代

　この時期の遺構は、Ⅴ区基本層Ⅳ層上面で検出した竪穴住居跡26軒、溝跡1条、性格不明遺構3基、小溝状遺構

群2群、Ⅴ区下層調査Ⅳd層上面で検出した溝跡1条、土坑3基、ピット6基、17街区Ⅳ層上面で検出した竪穴住居

跡26軒、材木列1条、溝跡5条、土坑12基、ピット61基、性格不明遺構1基、小溝状遺構群1群が該当する。

　このうち、SD 61溝跡は、Ⅴ区、Ⅴ区下層調査、17街区で検出しており、検出した規模は、総長46. 5m、上端幅

260 ～ 450㎝、深さ120 ～ 159㎝を測る大規模な溝跡である。その規模から区画施設としての機能が考えられるが、

方向はN- 3°-Eで、既存の区画施設(SD 17･ 31)の方向とは異なっており、関連性は不明である。時期については、5a

期以降と考えられるSI 112より新しいことから、SD 61の時期は5a期以降と考えられる。出土遺物は、底面から出土し

た土器はないが、堆積土中より4a期以降の土師器･須恵器が多数出土しており、9世紀代と考えられるロクロ調整の土

師器坏も出土している。また、堆積土上層には十和田a火山灰の堆積が認められたことから、埋没時期は10世紀前半

以降と考えられる。また、17街区西半で検出されたSA 1材木列は、区画施設と考えられるが、土器はいずれも堆積土

中からの出土であり、また時期の判る遺構との重複関係がなく時期は不明である。

　これら遺構群は、いずれも伴う遺物の特徴や遺構の重複関係等から、郡山遺跡に造営された官衙が機能した前後段

階の時期幅( 6世紀末葉～ 8世紀前葉)に収まる。竪穴住居跡を含む多数の遺構が検出されたことから、第1･ 2次およ

び第3次調査で確認された居住域が遺跡中央部西側に拡がることが確認された。以下では、今次調査で確認された居

住域を形成する主要な遺構である竪穴住居跡について確認していく。

(1 )竪穴住居跡について(第267 ～ 270図)

　Ⅴ区･ 17街区で検出された竪穴住居跡52軒について、属性を一覧表にまとめたほか、第267 ～ 270図には、重複

関係模式図、変遷図、規模、床面標高を個別に示した。なお、一覧表には、掘り方のみを検出した竪穴住居跡の属性

も示している。

　ここでは、これらの図を基に、竪穴住居跡の分布、主軸方位、平面形状や規模(床面標高を含む)、カマドの構造、

その他の施設について、第1･2次、第3次調査の成果も踏まえて報告する。

1)分布(第267･268図)

　Ⅴ区･ 17街区で検出された竪穴住居跡のうち、伴う遺物等から細別時期が特定できるのは22軒( 4a期：2軒、4a

～ 4b期：2軒、5a期：11軒、5bⅰ期：2軒、5bⅱ期：5軒)である。4期に属する竪穴住居跡は4軒であるのに対

し、郡山官衙が造営される5期になると18軒に増加する。5a期では、5a期以前と推定される竪穴住居跡を含めると

4期以上の変遷が認められ、軒数の増加に伴い重複も激しくなり、5期になると集落が拡大していく状況がみてとれる。

このような状況は、第1･2次、第3次調査でも確認されており、今次調査でも同様な傾向が確認された。

　時期毎の分布については、第268図に示したように4a期に属する2軒は、Ⅴ区西半と東半に重複せず点在する。

4a ～ 4b期に属する2軒は、17街区西半に重複して分布する。このことから、4期の竪穴住居跡は、まとまって分布す

るのではなく、散在していた状況が覗える。5期になると、Ⅴ区のほぼ全域と17街区の中央～東半に、重複して当該

期の竪穴住居跡が構築されるようになる。17街区西半には、竪穴住居跡が重複することなく点在する。このことから、

竪穴住居跡の分布範囲は、4期と5期では重なるが、5期になると分布密度が増す傾向が覗われ、第3次調査で確認

されていた5期にみられる居住域の拡がりが遺跡範囲中央部西側にもおよぶことが確認された。

西台畑遺跡4・5・7次P255～341_初.indd   325 2013/03/02   21:50:31



遺構 
番号 グリッド

平面形･規模 軸方向 カマド 煙道部
その他の

施設
時期 
区分 備考平面

形状
長軸×

短軸(㎝ )
床面

標高(m) 方位 算出 
基準

付設 
位置

燃焼部 
位置

袖構築材 
※( )は芯材

長さ 
(㎝ ) 底面 煙出し

SI70 C･D-
8･9 方形 516×

499 9.88 N-16°-E カマド 北壁 内 盛土 - - - 土坑1基 5a期 
以降

SI71 D-8 方形 354×
328 9.92 N-51°-W カマド 

煙道部 北壁 内 盛土 69 平坦 - - 5a期 
以降

SI72 D-8 不明 (468)×
444 9.82

N-4°-W 
N-35°-W 
N-69°-W

西壁 
カマド 
煙道部

北壁 内 盛土 162 平坦 - 土坑1基 5bⅱ期 
以降

複数の住居跡が
重複

SI73 C･D-8 方形 612×
588 9.82 N-48°-W 

N-44°-W
カマド1 
カマド2 
煙道部

北壁 内 盛土 
(土師器坏･甕･甑)

111(1) 
117(2)

上がる(1) 
起伏(2)

楕円形の被
熱範囲 (1) 
ピット状(2)

- 4a期 カマドの造り替え
あり

SI74 C･D-8 方形 470×
462 9.78 N-86°-W カマド 

煙道部 西壁 - - (108) 平坦 ピット状 - 5a期 カマドは、煙道部
のみ検出

SI75 D-8 (長方
形)

(336)×
312 9.73 N-50°-W カマド 北壁 内 盛土 

(土師器坏) - - - - 5bⅱ期

SI76 C-8 隅丸方
形

578×
558 10.00 N-1°-E カマド 

煙道部 北壁 (内) 盛土 (135) 下がる ピット状 - 5a期

SI77 C-8･9 方形 662×
648 9.92 N-13°-W カマド 

煙道部 北壁 やや外 盛土 
(砥石) 197 上がる ピット状 土坑1基 5a期

SI78 B-8 隅丸方
形

537×
495 10.04 N-64°-W カマド 

煙道部 西壁 内 盛土 (138) 下がる - - 5a期

SI79 B-8･9 (方形or 
長方形)

459×
(229) 9 .94 N-15°-E カマド 

煙道部 北壁 外 盛土 141 下がる ピット状 土坑2基 5a期 
以降

SI80 A･B-
8･9 方形 837×

828 9.99 N-25°-E カマド 
煙道部 北壁 内 盛土 

(礫群･切り石) 171 下がる ピット状 土坑2基 5a期 東袖底面から円
礫群を検出

SI81 A･B-8 方形 504×
479 9.97 N-48°-W カマド 

煙道部 北壁 内 盛土 
(自然礫) 149 上がる ピット状 土坑6基、 

間仕切り溝 4a期 床面直上とP4出
土遺物が接合

SI82 A-8 (方形or 
長方形)

606×
(453) 10 .07 N-10°-E カマド 

煙道部 北壁 内 盛土 - - ピット状 土坑1基 5bⅱ期 煙道部は、煙出し
部のみ残存

SI83 A-8 長方形 (531)×
366 - N-2°-W 西壁 - - - - - - - 5a期 

以前 掘り方のみ検出

SI84 A-8 方形 546×
450 9.84 N-17°-E カマド 

煙道部 北壁 - - - - ピット状 - 5a期 カマドは、煙出し
部のみ検出

SI85 B･C-
8･9

(方形or 
長方形)

558×
(137) 10 .07 N-18°-E カマド 

煙道部 北壁 やや外 盛土 
(自然礫) 177 下がる ピット状 - 5a期 

以降

SI86 B･C-
8･9 方形 521×

477 9.85 N-29°-W カマド 
煙道部 北壁 内 盛土 

(土師器坏･甕･甑) 123 平坦 - - 5a期

SI87 B･C-8 方形 396×
378 9.91 N-21°-E カマド 

煙道部 北壁 やや外 盛土 (108) 平坦 - 土坑1基 5bⅰ期

SI88 B-8 隅丸方
形

477×
386 9.97 N-7°-E カマド 

煙道部 北壁 - - (180) 下がる ピット状 土坑1基 4b ～ 
5a期

SI89 B･C-8 方形 438×
431 9.96 N-9°-E カマド 

煙道部 北壁 内 盛土 126 下がる ピット状 - 5a期 
以前

SI90 C-8 (方形or 
長方形)

474×
(420) 9 .89 N-55°-E 北壁 - - - - - - - 5a期

SI91 B-8 不明 (257)×
(231) 10 .10 N-28°-W 東壁 - - - - - - 土坑3基 5a期 

以前

SI92 A-8 不明 (261)×
(174) 10 .08 N-4°-E 東壁 - - - - - - - 5bⅱ期 

以前

SI93 A-8･9 (方形or 
長方形)

(640)×
(408) 10 .01 N-58°-W カマド 西壁 内 盛土 - - - 土坑1基 5a期 

以前

SI94 B-8 方形 516×
498 10.07 N-5°-E 西壁 - - - - - - - 5a期 

以前

SI95 B-8
A(方形) 
B(長方

形)

A348×
336 

B395×
372

10.01 N-19°-E カマド 
煙道部 北壁 内 盛土 204 起伏あり ピット状 - 5a期 

以降

SI101 X-7･8 (方形or 
長方形)

324×
(135) 10 .29 N-44°-W カマド 北壁 内 盛土 

(自然礫) - - - - 不明

SI102 X-7･8 (方形or 
長方形)

405×
(132) 10 .38 N-76°-W 南壁 - - - - - - - 5bⅱ期

SI103 X-8 (方形or 
長方形)

(288)×
(198) 10 .47 N-71°-E 南壁 - - - - - - - 5bⅱ期 

以前

SI104 V-8 (方形) 420×
366 10.53 N-53°-W カマド 

掘り方 北壁 - - - - - 土坑2基 5bⅰ期 カマドは掘り方の
み検出

SI105 X-7･8 (方形or 
長方形)

1032×
(450) 10 .30 N-18°-E 東壁 - - - - - - 間仕切り溝 3期

SI106 V-8 不明 (285)×
(132) - N-85°-E 南壁 - - - - - - - 不明 掘り方のみ検出

SI109 Z-8 (方形) 519×
(419) 10 .17 N-104°-E カマド 

煙道部 東壁 内 北袖：盛土、南袖：基
本層Ⅳ層を直接使用 132 上がる - - 5bⅱ期 壁柱穴あり

SI110 Z-8･9 方形 405×
396 10.20 N-109°-E カマド 

煙道部 東壁 やや外 盛土 (129) 上がる ピット状 土坑3基 5bⅱ期

SI111 Z-8 方形 384×
364 9.89 N-3°-E カマド 

煙道部 北壁 内 盛土 174 下がる - - 5a期 壁柱穴あり

SI112 Z-7･8 (方形) (261)×
(252) 10 .56 N-171°-E 東壁 南壁 やや外 - - - - - 5a期 

以降

SI113 Z-8 (方形or 
長方形)

(336)×
(179) 10 .26 N-8°-E カマド 

煙道部 北壁 やや外 盛土 102 上がる - 土坑1基 5a期

SI114 Z-8･9 (方形or 
長方形)

(405)×
(189) 10 .22 N-80°-W 南壁 - - - - - - 土坑1基 5bⅱ期 

以前

SI115 Z-7･8 不明 (372)×
(306) 10 .11 N-11°-E 西壁 - - - - - - 土坑1基 不明

SI116 Z-9 不明 (408)×
(231) 10 .36 N-26°-E 西壁 - - - - - - 土坑1基 5bⅱ期 

以前

SI117 Z-8 (方形or 
長方形)

(480)×
(416) 10 .30 N-17°-W 東壁 - - - - - - - 5a期 

以前

SI118 Z-8 (方形or 
長方形)

462×
(222) 10 .09 N-18°-E 西壁 - - - - - - 土坑2基 5a期 

以前
壁柱穴･補助柱穴
を伴う可能性あり

SI119 Z-9 不明 (330)×
(100) 10 .12 N-13°-E カマド 

煙道部 北壁 やや外 盛土 168 下がる - 土坑2基 5bⅱ期 
以降
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※Ⅴ区-SI70 ～ 95、17街区-SI101 ～ 128(SI107･108は中世)
※括弧付きの平面形状は、推定。
※括弧付きの規模は、現存値。
※床面標高は、各住居跡における最も低い床面標高。
※カマド燃焼部位置は、壁面の内側に構築されるものを｢内｣、壁面の外側に全体の1/2未満が張り出すものを｢やや外｣、1/2以上張り出すものを｢外｣と表記した。
※カマド煙道部底面｢下がる･上がる｣の表記は、煙出し部方向を指す。

遺構 
番号 グリッド

平面形･規模 軸方向 カマド 煙道部
その他の

施設
時期 
区分 備考平面

形状
長軸×

短軸(㎝ )
床面

標高(m) 方位 算出 
基準

付設 
位置

燃焼部 
位置

袖構築材 
※( )は芯材

長さ 
(㎝ ) 底面 煙出し

SI120 W-8 (方形) 489×
(355) 10 .49 N-7°-E カマド1 

煙道部 北壁
カマド1：

内 
カマド2：

外
盛土 222 平坦 浅く窪む 土坑5基 5a期 カマド燃焼部を2

基検出

SI121 W-8 方形 762×
738 10.48 N-33°-W カマド 北壁 - 盛土 - - - 土坑5基、 

間仕切り溝
4a ～ 
4b期 壁柱穴あり

SI122 V･W-8 方形 642×
(594) 10 .57 N-43°-W 西壁 - - - - - - 地床炉、 

土坑1基 3期

SI123 W-8 不明 (438)×
(324) - N-4°-E 西壁 - - - - - - - 4a ～ 

4b期 掘り方のみ検出

SI124 V･W-
8･9

(方形or 
長方形)

(414)×
(336) 10 .61 N-60°-E 北壁 - - - - - - - 3期

SI125 Z-8 方形 570×
(474) 10 .14 N-49°-W 北壁 - - - - - - 地床炉？

土坑1基
5a期 
以前 3期に遡る可能性

SI126 Z-8 不明 (279)×
(165) 10 .07 N-69°-W カマド 西壁 - 北袖：基本層Ⅳ層を

直接使用、南袖：盛土 - - - - 5a期 
以前

SI127 Z-9 不明 (288)×
(183) - N-13°-E カマド 

煙道部 北壁 - - 162 平坦 ピット状 土坑1基 5bⅱ期 
以前

カマドは、煙道部
と掘り方を検出

SI128 Z-8 (方形or 
長方形)

600×
(342) 9 .96 N-83°-W 北壁 - - - - - - - 5a期 

以前
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2)主軸方位(第270図)

　 Ⅴ 区･ 17街 区で 検 出され た 竪 穴 住 居 跡52軒 の 重 複 関 係 模 式 図(第267図)には、 遺 構 番 号 の 下 に主 軸

方 位 を 矢 印 で 示して いる。この 中 で、 カマド煙 道 部もしくはカマドを 基 準とした32軒(SI 70 ～ 82･ 84 ～

89･ 93･ 95･ 101･ 104･ 109 ～ 111･ 113･ 119 ～ 121･ 126･ 127)の主軸方位は、 黒塗りの矢印で示してあ

る。この32軒のうち、伴う遺物や重複関係から細別時期が特定されたのは、4a ～ 4b期が3軒(SI 73･ 81･ 121)、

5a期 が10軒(SI 74･ 76 ～ 78･ 80･ 84･ 86･ 111･ 113･ 120)、5bⅰ 期 が2軒(SI 87･ 104)、5bⅱ 期 が4軒

(SI 75･ 82･ 109･ 110)の総数19軒である。これら19軒の主軸方位をみると、4a ～ 4b期では西( 30 ～ 50°前後、3

軒)に振れる。5a期になると、4期と同様に西( 30 ～ 60°前後、2軒)に振れる1群に加え、東( 2 ～ 25°前後、6軒)

に振れる1群がみられるようになる。この中でSI 74はほぼ真西( 86°)に振れる。5bⅰ～ 5bⅱ期になると、西( 50°前

後、2軒)に振れる1群、東( 10 ～ 20°前後、2軒)に振れる1群に加え、東( 100 ～ 110°前後、2軒)に振れる1群が

加わる。

　このことから、Ⅴ区･ 17街区では、4期から5a期、5b期にかけて、異なる主軸方向の1群が加わるという傾向が覗

え、Ⅰ期･Ⅱ期両官衙の主軸方向と連動するように主軸方位が変遷する第1･ 2次調査、継続的に北方向を指向する竪

穴住居跡が主体的に構築される第3次調査とは、異なる様相を示す。

3)平面形状･規模(第269･270図)

　Ⅴ区･ 17街区で検出された竪穴住居跡の多くは、重複遺構と撹乱により遺構の一部は失われており、全体が検出さ

れた竪穴住居跡は少ない。そのため、規模については不明な竪穴住居跡が多く、平面形状を確認もしくは推定できる

竪穴住居跡の大半は、方形ないし長方形を呈する。このことから、規模については、一辺のみが残存する竪穴住居跡

は方形基調と見做し、時期毎の規模を示した第269図では推定される規模を破線で図化している。

　各時期の軒数にはばらつきがあるため、時期毎の特徴は見出し難いが、全体として一辺4. 5 ～ 6m前後を測る竪穴

住居跡が最も多く、一辺7 ～ 9mを測る大型、一辺4m未満の小型の竪穴住居跡が少数構築されるという傾向が覗わ
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れる。

　第270図に示した床面標高についても、時期毎の大きな特徴はみられず、17街区で検出された竪穴住居跡の大半

が標高10. 1m以上なのに対し、Ⅴ区で検出された竪穴住居跡は10. 1m以下の標高値を示し、地形的な影響が覗え

る。

4)カマド

　Ⅴ区･ 17街区では33軒の竪穴住居跡からカマドが検出された(煙道部のみが検出されたSI 74･ 84･ 127、カ

マド掘り方のみを検出したSI 104を含む)。このうちSI 73･ 120ではカマドの造り替えが確認され、SI 73では煙

道部を2基、SI 120では燃焼部を2基検出している。カマドが付設される壁面は、北壁が26基(SI 70 ～ 73･ 75

～ 77･ 79 ～ 82･ 84 ～ 89･ 95･ 101･ 104･ 111･ 113･ 119 ～ 121･ 127)、 東 壁 が2基(SI 109･ 110)、 西

壁 が4基(SI 74･ 78･ 93･ 126)、 南 壁 が1基(SI 112)である。これらの 大 半 は 壁 面 の 中 央 に 付 設されるが、

SI75･77･80･82･85･86･104･110･120は、中央からわずかに偏する。

　袖は、残存している27基のうち、25基が盛土によって構築されている。残る2軒(SI 109･ 126)は、片袖は盛土に

よって構築され、もう一方は基本層Ⅳ層を直接使用している。盛土による25基のうち8基には、芯材として土師器や須

恵器のほか、自然礫や砂岩の切石が使用されていることが確認された。なお、SI 80の東袖構築土底面からは、径5㎝

ほどの円礫がまとまって検出されており、これら礫群もカマド袖の構築にかかわるものと考えられる。

　燃焼部は、確認できる27基(造り替えにより2基検出されたSI120 を含む)のうち、18基が壁面の内側に、7基が壁

面からわずかに張り出す形で設けられている。SI79と、SI120で2基検出されたうちの古い段階(カマド2)の燃焼部は、

壁面から大きく張り出す。

　煙道部は、部分的に残存しているものを含め23軒から検出された。このうち、SI 73は造り替えにより2基検出してい

る。底面は、9基がほぼ平坦、6基が煙出し部に向かって上がり、9基が煙出し部に向かって下がる。煙出し部は、15

基がピット状に窪み、10基は煙道部がそのまま収束する。

　これら、上記した各要素の組み合わせはさまざまで、特定の要素の組み合わせや、時期別の偏りなどは認められな

い。

5)その他の施設

　竪穴住居跡に伴うカマド以外の施設としては、土坑状の掘り込みやピット状の小穴、周溝、間仕切り溝がある。これ

らの中には、柱痕跡を伴うものや、規模や位置関係から柱穴に相当すると考えられるものがあるが、残存状況が良くな

い竪穴住居跡が多く、柱穴配置については明確ではない。しかしながら、SI 109･ 111･ 121では壁柱穴、SI 118では

壁柱穴と補助柱穴の可能性が考えられる柱穴･小ピットが検出された。これ以外にも、貯蔵穴やカマドに関連する施設

の可能性が考えられる堆積土に焼土･炭化物粒を含む土坑が22軒の竪穴住居跡から検出されている。

　周溝は、検出された範囲だけでみても、断続して周り、全周するものはない。また、周溝は、いずれもカマドの手前

で収束しており、カマドと周溝が重複する竪穴住居跡はない。

　間仕切り溝は、SI81･105･121 から検出されており、いずれも壁面に対して直交する。

4 .6 ～ 7期：平安時代～中世

　Ⅴ区･ 17街区から検出された竪穴遺構2軒、掘立柱建物跡5棟、溝跡8条、井戸跡2基、土坑38基、ピット140
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基、性格不明遺構2基、小溝状遺構群2群、河川跡1条が該当する。遺構底面から出土した遺物は認められないが、

他遺構との重複関係から新しい段階に属する遺構群と考えられる。このうち、竪穴遺構2軒と掘立柱建物跡3軒は、17

街区東半にまとまって分布する。残る2軒の掘立柱建物跡は、Ⅴ区西半と17街区西半に単独で分布する。17街区西

半で検出された河川跡は、堆積土下層に灰白色火山灰の堆積が認められ、10世紀前半には河川が形成されていたこと

が確認された。

5 .区画施設について

　西台畑遺跡の集落や官衙との関係については、第1･ 2次調査報告書でも述べているが、ここでは改めて、郡山遺跡

官衙や集落の区画施設となる可能性がある遺構とその変遷について概観する(第271図)。

　官衙に関連する遺構としては、外溝とSD 17溝跡がある。外溝の存在が初めて考えられたのは、平成10年( 1998)

に、Ⅳ区で確認されたSD31溝跡の調査による。方四町Ⅱ期官衙外郭大溝の西側約50mの位置にあり、同じ年に郡山

遺跡の南側で行われた第124次調査でも同様の遺構が確認され、出土遺物や堆積土の状況から、官衙の西と南側で

は外郭大溝の外側に新たな区画溝が存在することが明らかになった。その後の調査で、この溝が官衙の全域を囲んで

いる「外溝」であることが明らかになり、官衙の構造や設計基準について、藤原京との関連性が考えられている(仙台市

教委2009)。

　しかし、区画整理事業に伴う西台畑遺跡や郡山遺跡の調査では、外郭大溝と外溝の間に官衙期を中心とする時期の

遺構群の変遷があることが明らかになっている。また、当時近接していたであろう広瀬川の存在を考えると、官衙北西

部の土地利用や外溝北辺の形態について今後検討する必要がある。

　また、Ⅰ区で確認されたSD17溝跡は、上端幅約370㎝、下端幅約160㎝、深さ110㎝を測る大規模な溝跡である。

掘り直しの痕跡が認められ、ａ･bの2時期の変遷が考えられる。N- 55°-Ｅの方向に延びており、平成13年の個人住

宅調査では、外溝との重複部分(Ｄ区)や溝跡の先端と考えられる部分(Ｅ区)を確認した。出土遺物の検討から、ａ期

はⅠ期官衙以前、b期はⅠ期官衙期の遺構と考えられる。仮にＥ区の遺構が溝跡の先端となると、この周辺が開口部と

なる可能性が考えられる。しかし、延長方向にあるⅤ区では想定される位置を含めて溝跡が確認されていないことや、

方向が真北から東へ60°近く傾いている点など、集落や官衙との関係を含めその性格については検討を要する。

　集落に伴う遺構として西台畑遺跡では、長町駅東遺跡のような区画施設の変遷は確認されていないが、区画施設の

可能性が考えられる遺構としては、集落北側の郡山遺跡調査で確認されたSD 11溝跡や、Ⅴ区で確認されたSD 61溝

跡、第7次調査で確認されたSA1材木列がある。

　SD 11溝跡は、平成16年に西台畑遺跡北側で行われた郡山遺跡第167次調査で、ほぼ真東西方向に伸びる溝跡を

確認し、その後の調査でⅡ期官衙外溝との重複部分を確認した。この部分での溝跡の規模は、上端幅110 ～ 140㎝、

下端幅20 ～ 50㎝、深さ60 ～ 100㎝を測り、断面形状は逆台形を呈している。方向は、N- 88°-Wである。平成19

年の西台畑遺跡第6次調査でこの溝跡の東辺を確認したことにより、この溝跡はⅡ期官衙外郭大溝北西コーナー部の西

5m程の位置でほぼ直角に南に曲がることが想定される。時期については、郡山遺跡167次･ 180次調査の成果から、

Ⅱ期官衙に先行すると考えられる。

　Ⅴ区で確認されたSD61溝跡は、上端幅約260 ～ 450㎝、下端幅約40 ～ 100㎝、深さ160㎝を測り、断面形状は

逆台形を呈している。方向は、N- 3°-Ｅである。堆積土の上層に灰白色火山灰を含み、掘り直しの痕跡が認められる。

構築時期については、Ⅱ期官衙後半期以降と考えられる。西側の7次調査区では、Ⅴ区と隣接する部分では確認した

ものの、西側の延長方向では確認されなかったことから、南または北に曲がることが想定されるが、撹乱により詳細は

不明である。
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　第7次調査で確認されたSA 1材木列は、上端幅40㎝前後の溝状の掘り方に直径10㎝ほどの柱痕跡が確認された。

柱を抜き取った痕跡はなく、N- 56°-Ｅの方向に延びているが、これは材木列の西側約7ｍに位置する河川跡の方向と

ほぼ同方向であり、この周辺が集落の西端となっている可能性も考えられる。河川跡と小規模な材木列が並走する同様

の状況は、長町駅東遺跡集落の南端部の調査でも確認されている。

　しかしこれらの遺構については、いずれも部分的な確認であることや、時期的にも連続する遺構ではないことなど詳

細は不明である。長町駅東遺跡では、集落の初期の段階から区画施設が造られており、造り替えられる際にもその位置

や方向が踏襲されていることや、区画施設が集落の立地する自然地形に合わせて造られたことが考えられる。一方、西

台畑遺跡では、集落の初期の段階から区画施設が造られた可能性を含めて、これまでに確認されている遺構の性格に

ついてなお検討を要する。

6 . 西台畑遺跡出土の陶硯について ( 第 272 図 )

　陶硯の使用は、文書行政の始まりを示すものであり、これまでの調査成果により郡山官衙と密接な関係を持つと考え

られる本遺跡においても少量の陶硯が出土している。本稿では、西台畑遺跡において出土した、各陶硯について述べ

る。また、特記遺物として今次調査において検出し、規模と形状から区画施設と考えられる大溝(SD 61)から出土した

把手付中空円面硯(第229図)について述べる。

　西台畑遺跡の第1･ 2次調査(仙台市教委2010b)では、円面硯2点、第3次調査(仙台市教委2011)では、転用硯

1点、本報告の第5次調査では、把手付中空円面硯1点、第7次調査では、円面硯1点、計5点の陶硯が出土してい

る。

　第1･2次調査のⅣ区で出土した円面硯(第272図-1)は、撹乱からの出土で、残存状況は全体の2/3程度しか残存

していないものの、脚部には凸帯が巡り、その上部に十字状と長方形状の透かしが推定3単位あることが確認されてい

る。Ⅶ区で出土した円面硯(第272図- 2)も撹乱からの出土で、脚部の一部のみの出土であるため、全体の詳細は不

明であるが、脚部に凸帯が巡ることが確認されている。

　第3次調査のⅢ区では転用硯(第272図- 3)がSI 48竪穴住居跡の床面直上から出土している。この転用硯は、出土

した須恵器甕の内面の青海波文が磨滅し、広範囲に光沢が確認されたため、硯として使用されたものと考えられている。

　第5次調査では、区画施設と考えられる大溝(SD 61)の堆積土中層から把手付の円面硯(第272図- 5)が出土してい

る。この把手付の円面硯は、硯体に把手が剥離した痕跡と、剥離面の中央部には径5㎜の斜め上方からの穿孔がみと

められ、硯体内は中空状であることが確認された。これらのことから、この円面硯は、硯体中空部に水を入れて持ち運

び、手に持ったまま墨を擦る際に硯体内の水を使用したと考えられる中空円面硯であり、硯体に把手の剥離痕跡が確認

できることから、把手付中空円面硯に分類される。この形状は7世紀前半～ 8世紀前半にかけて特徴的に見られるもの

である(菊井2011)。また、西台畑遺跡の北側に位置する郡山遺跡の今年度刊行の郡山遺跡第167次調査(第412集)

において、把手部分のみではあるが、上面に穿孔があり、内部が中空状であることから、把手付中空円面硯と考えられ

る須恵器片が出土しており、参考資料として本報告書に掲載している(第272図-6)。

　第7次調査で出土した円面硯(第272図- 6)は、竪穴住居跡(SI 109)の床面施設(P 1)の堆積土から出土している。

硯部の1/5程度の残存で、脚部は欠損しているが硯部との接合面に四窓が残存していることが確認された。

　以上のように、西台畑遺跡では計5点の陶硯が出土しており、出土位置と出土状況はそれぞれ異なるが、各陶硯の

使用時の状況を考えた場合、転用硯(第272図- 3)と円面硯(第272図- 1･ 2･ 4)は置いて使用するのに対し、把手付

中空円面硯(第272図- 5)は上記で述べたように持ち運んだ先で手に持ったまま使用したことが考えられ、他の陶硯と

は使用時の状況が異なる。この使用例が異なる状況の実例として、菊井氏は、滋賀県の西河原遺跡群では中空円面硯
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が他の定形硯や転用硯が多く出土する地点と異なる地点で見つかることが考察されていることと、静岡県の遠野国引佐

郡の郡津と指摘されている井通遺跡において、圏脚硯や転用硯、朱墨土器が管理施設の立つ南施設で出土するのに対

し、中空円面硯は収納施設が展開する北側区画と中央区画を隔てる溝から出土し、他の硯と異なる地点で出土すること

を例にあげ、中空円面硯は、官衙の中でも文書作成が活発で、行政事務を中心的に行う部署ではなく、港での積み下

ろし倉の出納など、現場での荷の管理に用いられた硯であると考察している(菊井2011)。

　西台畑遺跡においては、陶硯の出土量が5点しかなく、上記のような出土位置からの考察は困難であるが、この、

区画施設と考えられる大溝(SD 61)より出土した把手付中空円面硯(第272図- 5)が正倉での出納などの現場で用いら

れた硯であると考えた場合、今後の西台畑遺跡を検討するうえで、郡山官衙を中心とした西台畑遺跡が担っていた役割

と機能がよりいっそう明確になるものと考えられる。

第 3 節　まとめ

　西台畑遺跡は、仙台市太白区郡山二丁目に所在し、標高11mの自然堤防上に立地する。｢仙台市あすと長町土地

区画整理事業｣ に伴う今次発掘調査の結果、縄文時代後期から中世にかけての遺構や遺物が検出された。これらは、

出土遺物の特徴および第1･ 2次、第3次調査の成果から、1期：縄文時代後期～晩期、2期：弥生時代中期、3期：

古墳時代前期、4期：古墳時代後期、5期：古墳時代終末期～奈良時代、6期：平安時代、7期：中世、8期：近世

に区分される。このうち、3期は今次調査で初めて竪穴住居跡が検出されたことにより、新たに追加した時期区分であ

る。

　各時期における調査成果の概要は、以下の通りである。なお、細別時期区分は、第3次調査に基づいている。その

ため、今次調査では遺構･遺物が検出されていない細別時期もある。

1 ～ 2 期

　基本層Ⅵ層～Ⅹ層から、縄文時代後期～弥生時代中期中葉の遺物が少量出土した。出土した遺物は、17街区Ⅵa

層から出土した弥生土器浅鉢(B- 001)を除き破片資料で、いずれも基本層中からの出土で遺構に伴って出土した遺物

はない。

　1期の土器はいずれも破片での出土だが、器種は、浅鉢と深鉢が認められる。このうち、細別時期がわかる土器は、

1bⅰ期(縄文時代晩期初頭～前葉：大洞B 1、B 2、B-C式)と1bⅲ～ⅳ期(縄文時代晩期後葉～末葉：大洞A式期)

に細別される。遺構は、17街区Ⅹb層から土坑3基が検出された。遺物を伴わないことから細別時期は不明である。
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　2期に属する土器は、基本層Ⅵ層とⅦ層から少量出土した。器種には、壺、甕、浅鉢、深鉢が認められる。このうち

細別時期がわかる土器は、2a期～ 2b期(弥生時代中期前葉：寺下囲式並行～中葉古段階：桝形式)に細別される。

遺構は、Ⅴ区下層調査および17街区のⅥa’層から水田跡、17街区Ⅵa層から炭化物範囲が検出された。水田跡は、

第3次調査で報告されたプラントオパール分析で、稲作の可能性が指摘されていたが、今次調査で初めて検出された。

3 期

　17街区から竪穴住居跡3軒を検出した。伴う土器の特徴から古墳時代前期(塩釜式)の後葉に位置付けられる。西

台畑遺跡において、古墳時代前期の段階で規模は不明ながら居住域が形成されていたことが確認された。

4 ～ 5 期

　Ⅴ区から竪穴住居跡26軒、溝跡1条、性格不明遺構3基、小溝状遺構群2群、Ⅴ区下層調査Ⅳd層上面から溝跡

1条、土坑3基、ピット6基、17街区から竪穴住居跡25軒、材木列1条、溝跡4条、土坑12基、ピット62基、性格

不明遺構1基、小溝状遺構群1群を検出した。竪穴住居跡に伴う土器の特徴から、4期は4a期(住社式新段階)と4b

期(栗囲式)に、5期は5a期(郡山Ⅰ期官衙期)と5b期(郡山Ⅱ期官衙期～奈良時代)に細別され、継続性を有する居

住域が遺跡範囲西側に拡がることが確認された。

　Ⅴ区、Ⅴ区下層調査、17街区で検出した区画施設と考えられるSD61溝跡は、堆積土中から把手付中空円面硯を含

む多量の土器が出土している。SD61は、他の区画施設とは方向が異なっており、性格については検討が必要である。

　竪穴住居跡については、4期は少数の竪穴住居跡が点在していたのに対し、5期になるとⅤ区･ 17街区のほぼ全域

に分布するようになり、第1･ 2次、第3次調査と同様な変遷が認められた。今回の調査で確認された居住域は、第

1･2次、第3次調査で確認された居住域と一連のものと考えられ、居住域がさらに西側に拡がることが確認された。

　遺物は、土師器を主体として、須恵器･土製品･石製品･石器が出土した。竪穴住居跡に伴うものは少ないが、鬼高

系土師器(南小泉型関東系土器)が一定量、北武蔵型土師器(清水型関東系土器)が少量出土している。

6 ～ 7 期

　Ⅴ区･ 17街区から竪穴遺構2軒、掘立柱建物跡5棟、溝跡8条、井戸跡2基、土坑30基、ピット140基、小溝状

遺構群2群、河川跡1条を検出した。遺構底面から出土した遺物は認められないが、他遺構との重複関係から新しい

段階に属する遺構群と考えられる。17街区東半では、竪穴遺構と掘立柱建物跡がまとまって分布する様相が確認され

た。また、17街区西半で検出された河川跡は、堆積土下層に灰白色火山灰の堆積が認められ、10世紀前半には河川

が形成されていたことが確認された。

8 期

　この時期の遺構は検出されておらず、遺物も18世紀後半～ 19世紀中頃の陶器片が極少量出土しているのみである。
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